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本書は、柏木川基幹河川改修工事に伴い、財団法人北海道埋蔵文化財センターが平成14．15． 16･

17年度に発掘調査を実施した恵庭市西島松3遺跡・西島松5遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書で

ある。本報告書では、平成15．16． 17年度に調査した西島松3遺跡および、平成14． 15･16年度

に調査した西島松5遺跡の包含層の遺物について報告する。西島松5遺跡については、平成14～

16年度に調査した土坑の報告が残っており、それらは平成20年度に報告する予定である。

1

平成14． 15．19年度の発掘調査と整理作業は第2調査部第1調査課が、平成16． 17．18年度の発

掘調査と整理作業は第1調査部第2調査課が担当した。

２

3．本書の執筆は、 Ⅱ章を佐藤和雄、 I章・Ⅲ章・Ⅳ章・V章を土肥研晶が担当した。

4．整理担当は、石器の分類を佐藤和雄が、その他は土肥研晶が担当した。

5．現場の写真撮影は、各遺構担当の調査員が、遺物等の写真撮影は吉田裕吏洋が行った。

6．石材鑑定は、一部を㈱アースサイエンスに分析依頼し、のこりは全て佐藤和雄が行った。

調査にあたっては、下記の諸機関および人々のご指導、ご協力をいただいた（順不同、敬称略)｡7

北海道教育庁生涯学習部文化・スポーツ課

恵庭市郷土資料館水高和彦・上屋真一・松谷純一・長町章弘・大林千春

北広島市教育委員会下野直章

札幌市埋蔵文化財センター上野秀一・羽賀憲二・仙庭伸久・秋山洋司・石井淳

千歳市教育委員会田村俊之・豊田宏良・松田淳子

北海道開拓記念館右代啓視・鈴木琢也・山田悟郎

厚沢部町教育委員会石井淳平 厚真町教育委員会乾哲也・天方直仁

上ノ国町教育委員会斉藤邦典 木古内町教育委員会菅野丈二

静内町歴史館斎藤大朋・藪中剛司 知内町郷土資料館高橋豊彦

寿都町教育委員会早瀬良樹 伊達市教育委員会大島直行・青野友哉

苫小牧市博物館赤石慎三 七飯町歴史館山田央

登別市教育委員会菅野修広 平取町教育委員会盛岡健治・長田佳宏

富良野市教育委員会杉浦重信・澤田健 松前町教育委員会前田正憲

室藺教育委員会松田宏介 札幌大学木村英明

青森県立郷土館鈴木克彦 秋田県大館郷土博物館 ｜鳴影壮憲

江別市セラミックアートセンター兼平一志 北海道大学仲谷一宏

株式会社シン技術コンサル長谷川徹・大島秀俊、株式会社ラング水野一夫

野村崇、和泉田毅、遠藤龍畝

－1－



記号等の説明

1 ．遺構の表記には、本文および図表中では次の略号を使用した。グリッド名と区別するため、

「P1」「F1」、のように、アルファベットとアラビア数字の間にはハイフンは入れていない。

遺構の表記はH:住居跡P :土坑および土坑墓TP :Tピット F :焼土

SP:小ピット HP:住居跡の付属ピット M:盛土遺構

実測図、拓影図の縮尺は、原則として次のとおりで、スケールを付けてある。

遺構実測図 1 :40 土器実測図 1 : 3 土器拓影図 1 : 3

剥片石器 1 ： 2 礫石器 1 ： 3 土・石製品 1 ： 2 骨角器 1 ： 1

漆製品 1 ： 3 金属製品 1 ： 2

《~）
ム

3．掲載遺物の写真は縮尺を統一していない。

4．遺構図中の数字は標高（単位m)を示し、北方向をページの真上に統一した。

5．本文中および表中で、遺構の規模は次の要領で計測値を示した（単位cm)。なお、一部破壊され

ているもの等については、現存長を（丸括弧）で示し、不明の部分は－で示した。

遺構の遺物出土状況図中の記号は次のとおりである。

土器: P (遺構に伴うか、遺構の時期の決め手なるものと判断したもの）

礫 :R(床面、および遺構に伴うと判断したもの）

石器: S (器種名を出来るだけ記載した）

6

土居の色調は、 『新版標準土色帖」 （小山・竹原1967年版）を使用し、カラーチャートの番号を記

したものと土色を記したものがある。

7．
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1 ．調査要項・ 2．調査体制

I 調査の概要

1 ．調査要項

事業名：柏木川基幹河川改修工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委託者：北海道石狩支庁 （札幌土現業所）

受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺跡名：西島松3遺跡（北海道教育委員会登載番号A-04-36)

西島松5遺跡（北海道教育委員会登載番号A-04-38)

所在地：恵庭市西島松306番、 501番地先河川敷地

調査面積：西島松3遺跡7,180㎡

西島松5遺跡9,602''f

発掘期間：平成14年 4月1日～平成17年10月30B

整理期間：平成14年 4月1日～平成20年 3月31日

2．調査体制

平成14年度

理事長

理事長

専務理事

常務理事

大澤

森重

宮崎

畑

満（平成14年6月30日ミ

楯一（平成14年7月1日ヌ

勝

宏明（第1調査部長兼務）

(平成14年6月30日まで）

(平成14年7月1日から）

第2調査部長

第1調査課長

主 任

主 任

文化財保護主事

茂

雄

晶

剛

平

和

研

淳

西田

佐藤

土肥

佐藤

石井

平成15年度

理事長

專務理事

常務理事

森重

宮崎

畑

楯一

勝

宏明（第1調査部長兼務）

第2調査部長

第1調査課長

主 査

主 任

主 任

文化財保護主事

茂

雄

信

晶

剛

理

和

研

西田

佐藤

鈴木

士肥

佐藤

立田

平成16年度

理事長

専務理事

常務理事

森重

宮崎

佐藤

一

勝

和

楯

俊

第1調査部長

第2調査課長

主 任

主 任

主 任

千葉英一

佐藤和雄

土肥研晶

立田 理

吉田裕吏洋

平成17年度

理事長

專務理事

常務理

森重

宮崎

佐藤

一

勝

和

楯

俊

第1調査部長

第2調査課長

主 任

主 任

主 任

千葉英－

佐藤和雄

土肥研晶

立田 理

吉田裕吏洋
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I 調査の概要

平成18年度

理事長

専務理事

常務理事

森重楯一

佐藤俊和

専務理事兼務

第1調査部長

第2調査課長

主 査

主 任

千葉英一

佐藤和雄

土肥研晶

吉田裕吏洋

平成19年度

理事長

專務理事

常務理事

森菫

佐藤

畑

楯一

俊和

宏明

第2調査部長

第1調査課長

主 査

主 査

主 任

西田 茂

佐藤和雄

谷島由貴

土肥研晶

吉田裕吏洋

3．調査に至る経緯

恵庭市内を流れる柏木川は、陸上自衛隊島松演習場内に源を発し、石狩川に流入する長さ約11kmの

小河川である。 この流域には多くの遺跡が点在し、 恵庭市内で最も遣跡分布密度の濃いところであ

る。石狩川本流およびそこに流入する小河川流域は過去に幾度となく洪水に見舞われてきた。柏木川

もその例外ではなく、とくにその下流の左岸一帯は度々洪水被害をこうむってきた。このため、昭和

58 （1983）年、柏木川改修計画が策定され、昭和61 （1986）年から現河川拡幅の改修工事が実施され、

下流域側から上流側（市道西六線～道々江別・恵庭大通付近）へ進められてきた。その後平成7年

(1995）年、柏木川改修工事の延長と遊水池が計画され、平成9 （1997）年4月、柏木川改修計画増

の区間（道々江別・恵庭線～道央自動車道） と第1 ・第2遊水池建設が決定された。工事主体である

北海道札幌土木現業所から北海道教育委員会に第2遊水池建設について埋蔵文化財保護のための事前

協議書が提出され、これを受けて北海道教育委員会は平成10 (1998)年10月、第2遊水池建設予定地

内に含まれる西島松5遺跡の範囲確認調査を実施した。西島松5遺跡は、昭和37．39年に、大場利夫・

石川徹氏によって西島松南D遺跡A地点、第1 ． 2 ． 3地点としてその一部分が調査され、縄文時代

後期～同晩期を主体とする遺構や遺物が見つかり、西島松3遺跡は、昭和38年に西島松南B遺跡とし

て擦文時代の住居跡2軒を調査した（｢恵庭遺跡」恵庭町教育委員会1966)。北海道教育委員会による

遺跡範囲確認調査によっても、縄文時代前期～続縄文時代の遺物・遣構が発見された。 この結果を受

けて関係者による協議が行われ、工事の性格上計画変更はきわめて困難であることから、記録保存の

ための発掘調査を平成12 (1990)年5月から当センターで実施することとなった。平成12年度の発掘

調査では、続縄文時代～擦文時代の「周溝のある墓」や「土坑」が94基検出され、副葬品の太刀、刀

子などの金属製品が277点出土し、注目を集めた（平成14年度北埋調報178集、平成15年度北埋調報194

集、平成17年度北埋調報224集)｡平成15･16年度の調査では、同じ市内で、国の史跡に指定されたカ

リンバ遺跡と同時期の縄文時代後期後葉の墓域が見つかり、漆製品ほか多数の副葬品が出土した。こ

れは現在も整理作業を継続している。平成17． 18･ 19年度の西島松2遣跡の調査では、住居跡60軒、

土坑1,400基が検出されている。土坑の半数以上は縄文時代晩期後葉のものとみられる。柏木川右岸

にある西島松9遺跡も河川改修工事に伴い当センターによって平成13年度に発掘調査が実施された

(平成14年度北埋調報179集)｡
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4．調査結果の概要

4．調査結果の概要

西島松2遺跡・西島松3遺跡・西島松5遺跡はそれぞれ境を接しており、元地権者の所有地で、 3

遺跡と5遺跡は、南北グリッドの38ライン付近、 2遣跡と3遺跡は75ライン付近で分けていた。西島

松3遣跡は、後に造成工事で著しく削平を受け、遺構の大半は失われたものとみられた。平成15年度

の調査で、西島松5遺跡から縄文時代後期後葉の漆製品を伴う土坑墓が見つかり、墓域を形成してい

ることも確認された。さらに墓域の約半分が西島松3遣跡の範囲内に遣存することも確認された。ま

た、平成17年度の調査では、西島松3遺跡の南側より、縄文時代晩期の土坑群が見つかり、 この範囲

が西島松2遺跡に広がることも確認された。西島松2 ． 3 ． 5遺跡はもともと一連の遺跡であり、ま

とまった墓や土坑群の途中で遺跡名が変わるのは、後の整理・報告・活用に不都合なことから、後に

西島松3遺跡と西島松5遺跡の境を従来の境から約60m南側の50ラインに、西島松2遺跡と西島松3

遣跡の境を約50m北側の70ラインに変更してほしいむね、恵庭市教育委員会に伝え、平成17年度に遺

跡範囲の変更を行った。

西島松3遺跡の調査範囲からは土坑14基、Tピット2基、焼土24カ所、小ピット19カ所が検出され

た。土坑は主に台地上の平坦部、標高26m付近に分布するが、例外的に25m前後の低い位置からも2

基の円形土坑(P9 ．10)がみつかった。土坑のなかには坑底から遺体の痕跡のみられるもの(P2 ･

3）や、ベンガラの散布(P5)がある墓と考えられるものがあった。 P14は覆土の下位に焼土が入

り、検州面上からは焼けた縄文時代晩期底部片が出土していることから、竪穴部分が失われた縄文時

代晩期の住居の炉跡である可能性が高い。周辺で柱穴を探したが見つからなかった。Tピットは2基

が平行に並んだ状態で、キトウシュメンナイ川に快られた調査区西側縁より検出した。深さ40cm前後

で、周辺は1m近く削平されているもようである。遺物包含層は柏木川に面する斜面や低い地域に比

較的良好に残り、焼土の分布もその範囲に重なる。

出土した遺物総数（遺構も含む）は、西島松3遺跡41,322点、平成14～16年調査の西島松5遺跡

712,055点、合計753,377点である。遺物分布の特徴は、平成14年度に調査した西島松5遺跡の縄文時

代後期後葉～晩期初頭期の盛土遺構(MC盛土）から約40万点の土器が出土し、出土土器の8割を占

める。平成15年の調査区境で盛土の土層の観察をしたところ、前年度の調査では気が付かなかった縄

文時代前期～後期の住居（北埋調報224） 4軒が存在しており、盛土はそれらの窪みを埋めるように

部分的に厚く遣存している様子が捉えられた。報告されているほかの盛土(MA、MB盛土）が柏木

川に面する斜面に形成されているに対し、MC盛土は台地上の平坦面に広く形成されている。遺物の

接合状況をみても土器片は広域に散らばっている。平成15年の調査で、晩期初頭期の墓がMC盛土側

に分布が広がる様子も捉えられたことなどを含め、 この盛土は墓域拡大のため、晩期初頭期の人々が

後期後葉の盛土を二次的に用い、竪穴の窪みなどを整地した痕跡であると考えられる。

また、両遺跡とも遺物包含層は、斜面と低地にかぎられる状況であったにもかかわらず、斜面の堆

積土中からは、縄文時代早期のアルトリ式相当、東釧路Ⅳ式相当、縄文時代前期の静内中野式相当、

縄文時代後期の堂林式相当、縄文時代晩期後葉の緑ヶ岡、タンネトウL式相当の遺物がまとまって見

つかり、良好な資料群であることが判明した。各時期の遺物出土状況の特徴は以下である。

縄文時代早期8,137点出土（以下両遣跡合計)、土器総数の約1.5％を占める。 P・Q-42～45の地

区で、本遣跡では最古の資料となるアルトリ式土器相当の捨て場が見つかり、同時期の土器・石器の

一括した資料が得られた。その上層には東釧路Ⅳ式相当の土器がまとまって出土。 （図V－5～8）

縄文時代前期8,550点出土、土器総量の約1.5％を占める。前半期のものが多く、西島松3遺跡のc－
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［ 調査の概要

65～67で静内中野式相当の土器を伴う一括した資料が検出され、 この中から漆を塗布した繊維製品

(腰紐？） も見つかった。出土点数は3遺跡のほうが多い。 （図Ⅳ－36．37）

縄文時代中期45,218点出土、土器総数の約8.2％を占める。M-40．41では円筒上層式の土器がや

やまとまって出土している。点数は多いが、全体に散らばる出土状況である。円筒上層式に伴う土偶

片（図5-93-12)が1点出土している。

縄文時代後期478,649点出土、土器総数の約87％を占める。後葉の資料が大半を占め、西島松5遺

跡は後期後葉の拠点的な遺跡といえる。ただし、 この数字には晩期初頭期の資料が含まれる。主に

MC盛土から三ツ谷式・御殿山式などの後期後葉の遺物が大量に出土しているほか、西島松3遺跡の

V･W-58～60付近の包含層から古手の堂林式・ウサクマイC式併行の土器がまとまって出土した。

また、西島松5遺跡のMC盛土中からは土偶、耳栓などの土製品も多数出土している。

縄文時代晩期8,926点出土、土器総数の約1.6%を占める。古手の大洞B式併行の資料は、データ的

には後期後葉にまとめられており、晩期の総数にははいっていない。大洞C式併行の資料は西島松5

遺跡のL-19などからややまとまって出土したが、全般的にはごく少数である。大洞A式相当の土器

捨て場がL-43･44で検出され、一括資料が得られている｡ (図V-8)大洞A~ (緑ヶ岡）式併行の

資料が西島松3遺跡のS･T-54～57で出土している。

続縄文時代2,356点出土、土器総数の約0.4%を占める。後北C2･D式期の士坑や焼土が調杳区全域

に少数分布するが、同様に遺物も全体に少数が出土する。また、調査区東側の標高24m以下の区域か

らは流木が出土したが、同じレベルで後北C2･D式土器が検出されたことから、これら流木も同時期

のものである可能性がある｡ (図V-3)

擦文時代725点出土、土器総量の約0.1%を占める。極少数が出土したのみである。

昭和38年8月に調査された、西島松南B遺跡（現西島松3遺跡）内の擦文時代の住居跡2軒は、跡

形なく削平され、調査地点は確認できなかった。ただし、当時の記録類と調査結果との比較で、概ね

f-66．67～h-66･67の6グリッド付近が調査地点であった可能性が高いと推測される。

＝ 西島松
2
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1 ．遺跡の位置と環境・ 2． 周辺の遺跡

Ⅱ遺跡の位置と環境

1 ．遺跡の位置と環境

遺跡のある恵庭市は、石狩低地帯のほぼ中央に位置し、東部の標高約8mの水田・畑地帯と西部の

山地で成り立っている。

遺跡は恵庭市の西方、 JR恵み野駅から北西約800mに所在する。東を柏木川、西をキトウシュメ

ンナイ川に挟まれた標高約25mの沖積低地に立地する。柏木川とキトウシュメンナイ川は、本遺跡よ

り500mほど下流で合流する。キトウシュメンナイ川は、柏木川の支流で西島松5遺跡より約500m上

流の湧水池を源流にもつ。

遺跡の所在する西島松の「島松」はアイヌ語でシュマオマプ (shuma-oma-p) 「石が．ある．もの

(川)」の意味である。柏木川はペケレペッ (pekere-pet) 「明るい．川」の意味で、キトウシュメンナ

イは(kitu-ushi-mem-nay) [行者大蒜の群生している湧泉池]の意味である。

キトウシュメンナイ川の源流湧泉池は木立がなく開けているが、遺跡内及び周辺のキトウシュメン

ナイ川の両岸や柏木川の対岸に位置する西島松9遺跡周辺には木立が多い。自然植生とみなされる樹

種はオニグルミ ・ ミズナラ・ヤチダモ・イタヤカエデ・アカシデなどの大木やアカシデ・アズキナシ・

ヤマモミジ・エゾニワトコ・イヌコリヤナギなどの中低木である。

2．周辺の遺跡

恵庭市内の遺跡は小河川の流域に遺跡が集中することが知られている。なかでも柏木川流域には遺

跡が多く、現在恵庭市内で周知されている124ヵ所の遺跡のうち、半数ちかくの60カ所が柏木川流域

に分布する。

図Ⅱ－2は西島松5遺跡周辺の位置を示してある。柏木川やルルマップ川の台地縁辺部に立地して

いるのがよくわかる。

ここでは、当該遺跡のある柏木川流域の遣跡を中心に時期別に概観する。

「旧石器時代』

茂漁4遺跡がある。 En-a層から細石刃核・掻器等が出土した。ユカンボシE10遺跡からは、細

石刃・細石核が出土している。ユカンボシE5遺跡では細石核が出土している。中島松6遺跡からは、

細石核・彫器が出土している。

『縄文時代」

「早期」

柏木川13遺跡がある。竪穴住居跡が1軒検出され、床面から前半期に属する平底の貝殼文土器と蛇

紋岩製の石器や石製品が出土した。柏木川11遺跡からは、東釧路Ⅱ式土器が出土している。島松仲町

遣跡からは、アルトリ式・東釧路Ⅲ．Ⅳ式土器が出土している。カリンバ2遺跡第Ⅶ地点からは、東

釧路Ⅲ～中茶路式期の住居跡が18軒検出されている。

「前期」

柏木B遺跡がある。末期の植苗式土器・大麻V式土器を伴なう住居跡が24軒検出された。柏木川7

遺跡からは、大麻V式期の住居跡が18軒検出されている。柏木川8遺跡からは、加茂川式土器が出土

している。西島松1遺跡では、静内中野式土器が採集されている。

－R－
U



H遺跡の位置と環境

「中期」

柏木川1遺跡がある。柏木川式土器の標識遺跡である。竪穴住居跡が6軒調査され、口縁部に貼付

帯をもつ深鉢形土器が2個体と、まとまった石器が出土している。西島松14遺跡からは、終末期の大

木10式土器を伴なう土坑が1基検出されている。西島松15遺跡からは、柏木川式土器の時期の竪穴住

居跡が17軒検出されている。 B地点でも同時期の住居跡が4軒検出されている。カリンバ2遺跡第Ⅶ

地点からは、円筒土器上層式期2軒、柏木川式期7軒、北筒式期11軒の住居跡が検出されている。北

筒式の住居跡のうち長軸12mを超える大型住居跡が2軒ある。カリンバ1遺跡C・E地点からは、円

筒土器上層D式～柏木川式期にかけての住居跡が22軒検出されている。 このうち長軸が約17mと約30

mの大型住居跡が2軒ある。

「後期」

カリンバ3遺跡がある。終末期の墓から漆塗り装身具や玉・勾玉が大量に発見されている。 これら

の出土品は平成17年に国の史跡カリンバ遺跡として指定された。同様に墓から、漆塗り装身具や玉・

勾玉が発見された遺跡には西島松5遣跡がある。柏木B遣跡からは、 3基の周提墓が調査され、石棒・

玉類等が出土している。

「晩期」

柏木川4遣跡がある。後葉の土坑墓から手形・足形付士製品が発見された。この墓からは、土器5

個や石斧も出土している。柏木川8遺跡、西島松2遺跡から、 タンネトウL式土器が出土している。

『続縄文時代」

柏木B遺跡がある。検出されたのは、おもに後北C2･D式土器の時期の土坑墓で、柱穴様ピットや

付属ピットをもつものが確認されている。土坑墓の付属ピットの可能性があるものからガラス玉が30

個出土している。

『擦文時代」

柏木川1遺跡がある。前半期の墳墓が1基調査され、甕・坏とともに刀子･鎌・鍬などの鉄製品も

出土している。柏木東遺跡（茂漁古墳群）は、昭和9年の調査で北海道式古墳が14基確認された。柏

木川11遺跡は、竪穴住居跡が3軒調査された。いずれも焼失住居である。茂漁4遺跡は、 7軒の竪穴

住居跡が調査され、住居内から暁珀玉・須恵器蓋が出土している。柏木川13遺跡は、竪穴住居跡が4

軒検出された。 このうち2軒は外側四隅に柱穴をもついわゆる「カリンバ型」の住居である。西島松

5遣跡は、竪穴住居跡10軒と、前半期の土坑墓・周溝のある墓が検出された。墓からは多量の鉄製品

が出土している。

「アイヌ文化期』

茂漁チヤシ跡がある。茂漁川左岸の段丘上に立地している。面崖式のチャシで2本の壕が確認され

ている。カリンバ1遺跡C･E地点からは、近世アイヌ期の建物跡や焼土が検出されている。

（佐藤和雄）
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2．周辺の遺跡
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Ⅱ遺跡の位置と環境

図中央の黒色部分が北から順に西島松5遺跡・西島松3遺跡・西島松2遺跡である。 （詳細は、図Ⅲ－2 グリッド設定図を参照）

図Ⅱ－2 西島松5遺跡と周辺の遺跡
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2． 周辺の遺跡

表Ⅱ－1 周辺遺跡一覧

澪
－
９
｜
Ⅲ
｜
Ⅱ
｜
岨
一
過
一
Ｍ
｜
咽

文 献（複数ある場合は新しいもの）遺跡名

柏 木 A

柏 木 B

柏 木 C

柏 木 沢

茂漁チャシ

柏木東(茂漁古墳群）

茂 漁 1

茂 漁 2

柏木水源地

柏木川 1

柏木川 2

柏木川 3

柏木川 4

柏木川 5

柏木川 6

柏木川 7

時 期

擦文

縄文（早～晩)、続縄（北大）

１

地

墓

地

地

跡

墓

地

地

墓

墓

地

地

地

地

地

跡

地

地

地

地

地

跡

跡

跡

地

地

地

跡

地

跡

地

地

地

地

跡

地

地

地

地

地

地

地

地

地

地

地

地

地

跡

地

地

地

地

跡

地

地

画

″

含

墳

含

含

シ

含

含

墳

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

、

包

包

包

包

包

落

包

包

包

包

包

落

落

落

包

包

包

落

包

落

包

包

包

包

落

包

包

包

包

包

包

包

包

包

包

包

包

包

落

包

包

包

包

落

包

包

極
伽
銅
岫
恥
群
墳
恥
恥
墳
鋤
鋤
鋤
鋤
鋤
鋤
集
鋤
鋤
鋤
鋤
鋤
集
集
集
遺
遺
遺
集
遺
集
遣
遺
遣
遺
集
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遣
遺
集
遣
遺
遺
遣
集
遺
遺

物

物

物

物

物

物

物

物

物

物

物

物

物

物

物

物

物

物

物

物

物

物

物

物

物

物

物

1981 『北海道恵庭市柏木B辿跡発掘調査報告言』

縄文（晩期）

アイヌ

擦文

縄文(晩期)､続縄(閲上)､擦文(｣上大）

擦文

｢｢日本城郭大系I」

『恵庭遺跡」

『続千歳遺跡』

北海道』卿
一
吋

岬

肥

Ⅳ 縄文（中・後期)、続縄、擦文

縄文（中・晩期)、擦文 1971 「柏木川』肥
一
岨
一
加
一
虹
一
犯
一
羽
一
型

縄文（中・晩期）

縄文（中・晩期）

縄文（後期）

縄文（早・中・後期）

縄文（早・前・中期）

縄文（中期）

縄文（中期）

縄文（中期）

縄文（中期）

2009 『柏木川7遺跡」

1988 『｢柏木川8遺跡」「柏木川13遺跡｣」25 柏木川 8

26 柏木川 9

柏木川 10

柏木川 11

柏木川 12

柏木工業団地1

柏木工業団地2

拍木工業団地3

拍木工業団地4

西島松 l

西島松 2

西島松 3

西島松 4

西島松 5

西島松 6

西島松 7

西島松 8

西島松 9

西島松10

西島松 11

西島松12

西島松13

西島松 14

西島松15

西島松 16

西島松 17

西島松 18

島松寿町1

島松寿町2

島松仲町

島松東町

島松旭町1

島松旭町2

島松旭町3

南島松 1

南島松 2

南島松 3

南島松 4

南島松 5

中島松 1

ワ7
忽I

1994 『柏木川11遺跡(n)」８

９

２

２

縄文（中・後・晩期）

縄文（後期)、続縄、擦文

縄文

縄文

縄文（前期）

縄文（後期）

縄文（前～晩期)、擦文 1966 『恵庭遺跡』

縄文（後期）

縄文（早～晩期)、続縄､擦文 1966 『恵庭遺跡』

縄文（前～晩期)、擦文

縄文（早・中・後期)、擦文

縄文

縄文（早・中･後期)、続縄 2002 『西島松遺跡」

縄文（晩期)、擦文

縄文

繩文（中期）

縄文

縄文（中・後・晩期） 1993 『｢西島松14遺跡」 「西島松15遺跡｣」

縄文（中期) 1994 『｢島松仲町遺跡」「西島松15遺跡B地点｣」

擦文

縄文（中期） 1992 『｢西島松17遺跡」「西島松18遺跡｣』

縄文（中期） 1992 「｢西島松17遺跡」「西島松18遺跡｣」

縄文（後期）

縄文（俊・晩期)、擦文 1966 「｢恵庭遺跡』

縄文（中期)、擦文 1994 「｢島松仲町遺跡」「西島松15遺跡B地点｣』
縄文

1966 『恵庭遺跡』

鋤
一
瓠

犯
一
記
一
釧
一
妬

鏥
一
訳

記
一
羽
一
㈹
｜
虹
一
岨

岨
一
“

柘
一
媚
一
岬

８

９

４

４

印
一
刷
一
印

３

４

５

５

弱
一
郎

師
一
犯
一
弱

帥

例
一
塊
一
開
一
例

1962 『恵庭遺跡』擦文

『南島松1遺跡」「南島松4遺跡｣』

『｢中島松1遺跡」「南島松4遺跡」「南島松3遺跡」「南島松2遺跡｣』

『｢中島松1遺跡」「南島松4遺跡」「南島松3遺跡」「南島松2遺跡｣』

｢｢中島松1遺跡」「南島松4遺跡」「南島松3遺跡」「南島松2遺跡｣』

縄文（早・中期）

縄文（早・中・後期)、擦文

縄文（中・後期)、擦文

縄文、擦文

縄文、擦文

縄文（早・中・後期)、擦文

蜘
一
鯉
一
”
｜
”

1992 「｢中島松1遺跡」「南島松4遺跡」「南島松3遺跡」「南島松2遺跡｣』
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語
一
開
一
髄
万
一
船
的
祁
刊
砲
一
門
一
別
一
祀
一
万
門
禰
一
帥
一
団
一
塊
一
鯛
一
拠
一
踊
一
舶
一
師
雨
一
開
一
帥
例
一
兜
一
兜
拠
妬
肥
一
皿
一
噸
而
一
哩
皿
画
咄
一
坐
恥

遺跡名

中島松 2

中島松 3

中島松 4

中島松 5

中島松 6

中島松 7

下島松 1

下島松 2

下島松 3

下島松 4

ルルマップ川l

ルルマップ川2

ルルマップ川3

ルルマップ川4

ルルマップ川5

ルルマップ川6

ルルマッフ°川7

ルルマップ川8

ルルマッフ。川9

ルルマップ川10

ルルマップ川11

ルルマッフ･川12

ルルマップ川13

ルルマップ川14

ルルマッフ°川15

下島松 5

下島松 6

島松チャシB

島松チャシC

漁 川 1

力 リ ンパ3

力 リ ンパ1

カ リ ンバ2

カ リ ンバ4

柏木川 13

茂 漁 3

茂 漁 4

茂 漁 5

ルルマップ15

茂 漁 6

史跡カリンバ遺跡

時 期種 別

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

集落跡

集落跡

集落跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

道物包含地

集落跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

チャ シ跡

チャ シ跡

遺物包含地

墳墓・集落跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

集落跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

墳墓・住居跡

文 献（複数ある場合は新しいもの）

鯉
一
罐

縄文（中期)、擦文

縄文（中・後・晩期)、擦文

縄文（早・後期)、続縄､擦文

縄文

縄文、擦文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文、続縄

『｢中島松5遺跡B地点」「中島松7遺跡C地点｣」

『中島松6 ． 7遺跡」

『｢中島松5遺跡B地点」 「中島松7遺跡C地点｣』

螂
一
恥
一
卿

繩文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文、続縄、擦文

縄文、擦文

縄文（後・晩期)、擦文､近世

縄文（中期)、近世（アイヌ期）

縄文（早・中・後期）

縄文（後，晩期)、擦文、アイヌ

縄文（早・中・晩期)、続縄、擦文

縄文(中期)､続縄(閲上C2 'D)､擦文(前期）

牡器､鍬(前~剛)､繩(｣上大)､徹(棚）

擦文（北大Ⅲ）

縄文

続縄、アイヌ

縄文（後，晩期)、続縄、擦文、近世

『カリンバ3遺跡（1）』

『カリンバ1遺跡C･E地点』

『カリンバ2遺跡第Ⅶ地点」

『力リンパ4遺跡』

『柏木川3遺跡（Ⅲ)』

恥
一
秘
一
皿
一
螂
一
征

1977 『茂漁4遺跡』

1997 『茂漁5遺跡』

2004 『力リンパ3遺跡(3)』
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1 .調査区の設定・ 2 .掘削・ 3.土層

Ⅲ調査の方法

1 ．調査区の設定

西島松5遺跡の発掘調査区は柏木川基幹河川改修工事におけるUSPラインを基軸に設定した。

真北に対して26.51′ 1〃東偏するUSPラインをRラインとし、北西から南東方向に5mごとにア

ルファベットを付し、同様にUSPOを0とし、北東から南西方向に5mごとにアラビア数字を付し

た。 5m×5mの区画（グリッド）の名称は、北東側交点をその名称とし、 「B-25」のようにアル

ファベットとアラビア数字の間にハイフォンをもうけ、遺構名と区別した。 したがって、USP100

はR-20、USP200がR-40となる（図Ⅲ－2グリッド設定図参照)｡一連の遺跡である西島松2 ･

3遺跡と柏木川の右岸にある9遺跡でもこの調査区を用いているが、アルファベットのZを超える地

域では、小文字のアルファベットを使用している。なお、基準杭の平面直角座標系第Ⅱ系による座標

値は以下のとおりである。

USPO (R-0) :X=-121292.638 Y=-55345.279

USP100 (R 20) :X=-121381.857 Y=-55390.445

2．掘削

平成14年度の西島松5遺跡の調査区は、住宅基礎の撹乱を受けるが、耕作はされていないため、包

含層の残りが比較的よく、縄文時代後期末葉の盛土遺構も広がっていることから、掘り下げはすべて人

力で行った。平成15年度西島松3 ． 5遺跡の調査区は、遺構確認区で調査区内の立木を伐採したのち、

様々な撹乱の及んだI層は、重機で除去した。包含層から出土した遺物はグリッド、層位ごとに取り上

げ、遺構の遺物は、出土状況や遺物の性格により、記録したものと、道構内の層位でまとめて取り上げ

たものがある。

3．土層

基本土層は、平成12年度の西島松5遺跡の調査における観察結

果と基本的に同じであり、観察項目、観察手順とも前報告書（北

埋調報178 Ⅲ、調査の方法 3．土層）に準拠している。ただ、

竪穴住居の窪みや、調査区縁の一部には、Ta-aが残り、 Ⅱ層

も良好な状態で堆積していた。良好な堆積のⅡ層観察の結果、次

の3層に分層されることが判明し、上層からⅡA層、ⅡB層、 Ⅱ

C層として、調査・遺物の取り上げを行った。なお、土層の観察

には「標準土色帖』 （小山・竹原1967）および「土壌調査ハンド

ブック」 （ペドロジスト懇談会1984）を用いている。

Ⅳ層

図Ⅲ－1 基本土層模式図

I層：耕作土 地表土、Ta-a、 Ⅱ層、Ⅲ層、Ⅳ層が耕作などで混ぜられた撹乱層。

樽前a降下軽石層 (Ta-a A.D.1739年降下）

Ⅱ層：黒色腐植士

ⅡA層：黒色土居で乾燥すると白っぽくなる。 B-Tm苫小牧火山灰層が微量混入する。主に続縄

文時代～擦文時代の遺物が含まれる。
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Ⅲ調査の方法

ⅡB層：暗褐色土居で、Ta c (樽前C降下軽石o 2,300～2,500年降下）が微量混入する。主に

縄文時代後期～晩期の遺物が含まれる。

ⅡC層：黒褐色土層で、粒子が細かく、軟質土である。主に縄文時代早期～後期の遺物が含まれる。

Ⅲ層：暗褐色～暗黄褐色土Ⅱ層とⅣ層の漸移層

Ⅳ層：支笏軽石（約32,000年前降下）が、恵庭a降下軽石(En al5,000～17,000年前降下）を取

り込んで二次堆積し、土壌化した層。

4．整理の方法

取り上げた遺物は、現地では原則として以下の作業工程で整理を行った｡、遺構・包含層それぞれ

の「遺物取り上げ台帳｣、および「土壌水洗サンプル取り上げ台'|辰」を作成し、 これをもとに水洗、

乾燥、分類、注記、点数集計等の作業を進めた。注記の内容は、 「西島松3遺跡」を「西3」、 「西島

松5遺跡」を「西5」と略記し、その後に調査年度、遺構名あるいはグリッド名、層位、遺物番号の

順に記した。注記するスペースのない、小さな遺物については省略した。

遺物の出土グリッド、層位、点数、分類名、日付などの情報は「遣物カード」に記録し、遺物とと

もにビニール袋へ入れ、収納した。カードの情報は遺構ごと、分類ごとの情報を集計し、最終的な遺

物台帳を作成した。

5．遺物の記録と保管

土器・石器などの実測図、写真などの記録は当センターにおいて保管する。遺物は報告書刊行の後、

恵庭市教育委員会にて保管する。

6．遺物の分類

（1） 土器

土器は大きな区分である時期ごとの特徴から、便宜的に縄文時代早期に属する資料をI群とし、以

下順に前期をⅡ群、中期をⅢ群、後期をⅣ群、晩期をV群、続縄文時代をⅥ群擦文時代相当のもの

をⅦ群、その他士製品とし、各群にアルファベットの小文字を組み合わせ、前半(a類)、後半(b

類)、あるいは前葉(a類)、中葉(b類)、後葉(c類）に分類した。 また、必要に応じて細分類

(例 a－1類など）を行っている。

I群縄文時代早期に属する土器

a類：貝殼条痕文、貝殼文、組紐圧痕文、などが施される、虎杖浜式、アルトリ式などに相当す

るもの

b類：撚糸文、組紐圧痕文、絡条体圧痕文、貼付文、縄文等の施されるもの

I群b類は、 b－3類：コッタロ式、中茶路式に相当するもの、 b－4類：東釧路Ⅳ式に

相当するものに細分した。

Ⅱ群縄文時代前期に属する土器

a類：厚みがあり、縄文原体（0段多縄が多い）は条の幅が広く、地文の縄文が器面に深く施文

される、丸底、尖底を特色とするもの、本遺跡では静内中野式前後に相当するものが出土

b類：円筒土器下層式に相当する在地の土器で、植苗式・大麻5式とみられるものが出土

Ⅲ群縄文時代中期に属する土器（中葉前後の破片が多く、分類はⅢ群で行っているものが多い）

a類：貼付文及び沈線文で文様帯が構成される、円筒土器上層式に相当、 もしくはその系譜を引

．
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6．遺物の分類

くと考えられるもの、および萩ヶ岡1 ． 2式に相当するもの

b類：萩ヶ岡3 ． 4式、天神山式、柏木川式、北筒式（トコロ6類)、煉瓦台式に相当するもの

Ⅳ群縄文時代後期に属する土器

a類：余市式、 タプコプ式、入江式に相当するもの

b類： ウサクマイC式、手稲式、ホッケマ式に相当するもの

c類：堂林式、三ツ谷式、指の爪などによる器表面への斜めからの刺突（爪形文と呼称）が施さ

れる御殿山式に相当するもの

V群縄文時代晩期に属する土器

a類：大洞B式、大洞BC式、及び主に半裁竹管状工具による器表面への垂直な刺突（爪形文と

呼称）が施される上ノ国式に相当するもの。遺跡出土の本類とみられる土器と、Ⅳ群c類

後葉の土器との識別が困難なことからすべてⅣ群c類に分類、詳細は一覧表で掲載

b類：大洞C1式、大洞C2式に相当するもの

c類：大洞A式、大洞A-式に相当するもの

Ⅵ群続縄文時代に属する土器群（北大Ⅲ式土器群も含む）

Ⅶ群擦文時代に属する土器群

(2) ±製品

土偶、土玉、垂飾、耳栓、環状土製品、 ミニチュア土器、焼成粘土などが出土している

（3） 石器等

石器等は昨年度の本這跡の報告（北埋調報第209集）の分類項目に加え、恵庭市を始め近隣の市町

村の調査報告を参考にし以下のように分類した。分類は素材の状態から剥片石器、磨製石器、礫石器、

石製品に大別し、定型的な器種について分類した。器種は大分類にとどめ、記号などを用いた細分は

行っていない。なお本文中の掲載順も以下のとおりである。

剥片石器

・石鍼・石槍またはナイフ・石錐・つまみ付きナイフ・スクレイパー類．Rフレイク

．Uフレイク・模型石器（剥片の上下両端に加撃痕と摩滅痕があるもの） ・石核

・フレイク

・原石（主に頁岩、珪岩、 メノウなど、石器素材として持ち込まれたとみられる礫）

磨製石器

・石斧（明瞭な刃部が作出されず、打欠きなど粗く調整されるものを未製品として区分した。また

概ね2分の1以下の破片を石斧片とした｡）

・石斧原石（緑色泥岩、緑色片岩を素材とし、ほとんど加工が認められないもの）

礫石器

・たたき石・砥石・すり石・石皿・扁平打製石器・台石・石鋸・石錘

・礫石器その他（上記の分類に含まれないもので、礫を素材とする石器）

・礫・礫片

石製品

・異形石器・玉類・垂飾・石棒がある。

13-
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1 .遺構と出土遺物

Ⅳ西島松3遺跡

1 ．遺構と出土遺物

本章では、平成15．16･ 17年度に調査した西島松3遣跡検出の土坑14基、Tピット2基、焼土24"

所、小ピット19カ所について報告する。当遺跡付近は、昭和40年代に行われた造成によりⅣ層深部ま

で削平を受け、多くの遺構が失われたと見られる。一方、柏木川に面する斜面はに残る包含層は削平

を免れ、そこからは縄文時代早期・前期・後期・晩期の遺物が良好な状態で出土したことから、本来、

台地上にはそれらの時代の住居跡や生活痕が残されていたことが想定される。検出された遺構のうち

焼土はすべて斜面下に残る低い位置の包含層中から検出され、台地上の土坑には、比較的残りの良い

ものや、坑底面付近しか残っていないものまであり、 もともとの地形に、ある程度の起伏があったと

考えられる。このほか、標高25m台の低い位置より士坑が検出されている。

P1 (図Ⅳ－5 ． 6 図版68．69)

位置:X-54検出層位：Ⅳ層規模: 1.18×0.79×0.08平面形：長円形長軸方向:N80o－W

調査状況：削平を受けたⅣ層面でパミスを少量含むⅡ層の落ち込みを検出◎覆土はすべてⅡ層起源の

黒褐色土に少量のW層起源のパミスを含んだもので、道存す~る深さは約8cm、遺物は出土していない。

時期：不明

P2 (図Ⅳ－5 ． 6 図版5 ． 6 ･68．69)

位置: Z-53検出層位：Ⅳ層規模: 0.98×0.68×0.66平面形：不正円形長軸方向:N70o－E

調査状況：削平を受けたⅣ層面でⅡ層とⅣ層の混土の落ち込みを検出。深さは約70cm道存しており残

りは良い。覆土は検出面にⅡ層を多く含む層が皿状に落ち込み、残りはⅣ層起源の土砂が混じった層

で、埋め戻しと見られる堆積である。士坑長軸の東側坑低付近からは、遺体頭部の痕跡と見られるベ

ンガラ混じりの層を検出したことから墓と断定できる。遺物は出土していない。

時期：不明

P3 (図Ⅳ－5 ． 6 図版5 ･ 6 ．68．69)

位置: a-53検出層位：Ⅳ層規模:110×0.58×0.38平面形：不正形長軸方向:N20o W

調査状況：削平を受けたⅣ層面でⅡ層とⅣ層の混土が不正形に落ち込む状況を検出。短軸方向で切っ

てみたところ、深さは約60cmが遣存し、坑底部の形状は比較的長円形となることがわかった。覆土は

Ⅱ層とⅣ層起源の土砂が混じった層が堆積する埋め戻しと見られるもの。土坑長軸の北側坑低付近か

らは、遺体頭部の痕跡が出土した。

時期：覆土中位より縄文時代中期前半期の円筒上層式の破片が出土したことから、縄文時代中期以降

の墓とみられる。

P4 (図Ⅳ－5 ･ 6 図版5 ． 6 ･68．69)

位置: a-54検出層位：Ⅳ層規模: 0.88×0.51×0.16平面形：長円形長軸方向:N60o－E

削平を受けたⅣ層面でⅡ層とⅣ層の混土が長円形に落ち込む状況を検出。短軸方向で切ってみたと

ころ、深さ約16cmが遣存する。覆土はⅡ層起源が多く、それにⅣ層起源の土砂が混じった埋め戻しと
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Ⅳ西島松3遺跡

見られるもの◎

時期：縄文時代中期の細かい破片が14点と石斧が1点出土していることから、縄文時代中期以降の土

坑とみられる。

P5 (図Ⅳ－5 ． 6 図版5 ･ 6 ．68･69)

位置: a-55検出層位：Ⅳ層規模: 0.75×0.43×0.15平面形：長円形長軸方向:N70o－E

削平を受けたW層面でパミス混じりのⅡ層が長円形に落ち込む状況を検出。深さ約15cmが遣存する。

覆土下位からはベンガラ混じりの層がブロック状に分布するのが確認された。遺物は出土していない

が、ベンガラの検出状況から墓とみられる。

時期：不明

P6 (図Ⅳ－5 ． 6 図版5 ･ 6 ．68･69)

位置: d 56検出層位：Ⅳ層規模: 1.23×0.78×0.16平面形：長円形長軸方向:N80o－E

削平を受けたⅣ層面に掻き回されたⅣ層が長円形に落ち込む状況で確認。深さ約16cmが遣存する。

断面の坑底付近にやや黒ずんだ層が入る。遺物は出土していない。

時期：不明

P7 (図Ⅳ－5 ． 6 図版5 ･ 6 ．68．69)

位置: c 59検出層位：Ⅳ層規模: 1.05×0.74×0.42平面形：長円形長軸方向:N65o－E

削平を受けたⅣ層面でⅡ層の回りをⅣ層がとりまく長円形の落ち込みを確認。深さ約40cmが遣存す

る。覆土上位のⅡ層中には礫や縄文時代中期の土器の小片などがはいるが、坑底面からは何も出土し

ていない。出土遺物のうち、つまみ付きナイフは掲載した。

時期：縄文時代中期以降

P8 (図W-5 ． 6 図版5 ･ 6 ･68．69)

位置:U 52検出層位：Ⅳ層規模: 1.43×－×0.25平面形：推定長円形長軸方向:N50o－E

台地縁の緩斜面に堆積するⅡ層を調査した際、斜面のⅣ層中で土坑の断面が現れ確認。 この時点で、

土坑のな南東側の立ち上がりは失われた。深さは約25cmがのこり、覆土上位はパミス混じりのⅡ層の

皿状の堆積、下位にはⅣ層起源の土砂が多く混じる黒褐色土層となる。遺物は出土していない。

時期：不明

P9 (図Ⅳ－5 ･ 6 図版5 ． 6 ･68．69)

位置:V 61検出層位：Ⅲ層規模: 0.60×0.60×0.17平面形：円形

調査区東側の境界付近に位置し、縄文時代後期～晩期の包含層Ⅱ層を調査し終えた際、Ⅲ層面で少

量のパミスが混じるⅡ層が円形に落ち込む状況で確認。深さは約17cmがのこり、覆土はⅡ層の落ち込

みである。遺物は出土していない。

時期：不明だが、状況は縄文時代晩期にみられる埋め戻しされない土坑に似る。
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1 ．遺構と出土遺物

P10 (図Ⅳ－5 ． 6 図版5 ･ 6 ．68．69)

位置:V-62検出層位：Ⅲ層規模: 0.66×0.66×0.19平面形：円形

調査区東側の境界付近、 P9の数メートル南側に位置し、縄文時代後期～晩期の包含層Ⅱ層を調査

し終えた際、Ⅲ層面でⅡ層が円形に落ち込む状況を確認。深さは約20cmがのこり、覆土はⅡ層の落ち

込みである。遺物は出土していない。

時期：不明だが、土坑の特徴がP9と似ることから、 P9 ･10は同時期の遺構とみられる。また、同

様の土坑の分布が広がる可能性もあったが、調査地点が事務所の脇のため調査は出来なかった。

P11 (図Ⅳ－5 ． 6 図版5 ． 6 ．68･69)

位置: h-69検出層位：Ⅳ層規模: 0.84×0.64×0.38平面形：長円形長軸方向:N68o－E

西島松2遺跡の境界付近、で重機により大きく削られたⅣ層斜面で、Ⅳ層が多量に混じる黒色土の

落ち込みを検出。土坑の西側は、坑底面付近まで削平され、東側では、深さ約40cmが遣存する。覆土

は埋め戻しとと考えられ、坑底面付近より縄文時代中期の胴部片が4点、黒曜石製の石鍼1点が出土

した。

時期：出土した遺物から縄文時代中期以降の墓坑とみられる。

P12 (図Ⅳ－5 ･ 6 図版5 ． 6 ．68･69)

位置: d-63検出層位：Ⅳ層規模: 1.10×0.58×0.38平面形：長円形長軸方向:N60o－E

柏木川に臨む緩斜面上平坦部Ⅳ層面より、パミスが混じるⅡ層の落ち込みで検出。 この時点でプラ

ンの北側には撹乱が残る状況であった。深さは約40cmがのこり、覆土上位はパミス混じりのⅡ層の皿

状の堆積、下位はⅣ層起源の土砂が多く混じる褐色土居の堆積。覆土は埋め戻しとと考えられ、遺物

はⅡ層の中央からすり石（北海道式石冠）が出土、覆土より縄文時代早期後半、前期の土器片が出土

した。

時期：出土遺物と土坑の状況から縄文時代前期の土坑とみられる。

P13 (図Ⅳ－5 ･ 6 図版5 ･ 6 ･68･69)

位置: h-62検出層位：Ⅳ層規模: 0.96×0.65×0.26平面形：長円形長軸方向:N80o－E

Ⅳ層面より、パミス混じりのⅡ層で検出。検出面上にはすり石（図Ⅳ－9 9）が見えていた。深

さは約25cmがのこり、覆土は全般にⅡ層起源の黒色土の堆積。坑底面付近からは縄文時代前期後半の

植苗式土器の口縁部片（図Ⅳ－9－8）が出土。

時期：出土遺物から縄文時代前期の土坑とみられる。

P14 (図Ⅳ－5 ･ 6 図版5 ･ 6 ･68･69)

位置: h-64検出層位：Ⅳ層規模: 1.10×0.94×0.17平面形：ほぼ円形長軸方向:N40o－W

Ⅳ層面より、黒色土、焼土、パミス混じりのⅡ層がおおむね同心円状に重なり落ち込む状況で検出。

検出面上にはまとまった土器も見られた。土坑の掘り込みは2重で、深さ約18cm、坑底は平らに掘ら

れ、最下層に黒色士その上に焼土、上部にパミス混じりのⅡ層とⅣ層の皿状堆積である。遺物は上部

の黒色土中より縄文時代晩期の土器底部片が被熱した状況で出土した。

時期：出土遺物と土坑の状況から、縄文時代晩期の住居の炉跡とみられる。床面は削平を受け、周辺

で柱穴をさがしたが見つからなかった。

1句
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Ⅳ西島松3遺跡

TP1 ． 2 (図Ⅳ-5) 位置: f-60．61、 g-61 長軸方向:N75o－E

2基のTピットは約2mはなれ平行に並んで検出された。TP1は短径約40cm、長径約360cn,、深さ

約40cmが遣存する。西側の先端が切られているが、 これは、Tピットが撹乱か遺構か確認のため、先端

部の断面を確認したときに切ったものである。TP2は短径約25cm、長径約370cm、深さ約50cmが遣存

する。坑底は、両端が検出面よりも外側に快られる構造で掘られている。 2基の遺構の西側には沢状の

地形があるが、斜面堆積土中にはTa-a層が残っているため、 18世紀以前に形成されたものであるこ

とが解る。また、深さが両遺構とも50cm前後であることから、付近は1m近く削平された可能性がある。

時期：両遣構のフクドから縄文時代中期の土器片が出土していることから、同時期に近い遺構と考え

られる、

焼土: F1～F24 (図Ⅳ－6～8)

遺構位置図（図Ⅳ－1）からみると、検出された焼土の位置は、調査区の東側、グリッド出土遺物

点数図Ⅳ-39と比較すると包含層の残存する場所に限られることが解る。

焼土の周辺からは縄文時代後期後葉以降の遺物が多数出土することから、焼土も後期後葉以降にい

となまれたものと推測される。

出土遺物からみるとF13から焼けた後北C2式土器が出土していることから続縄文時代の焼土と考

えられる。また、 F14． 16･ 18．20からは縦方向に縄文が施文される縄文時代晩期後葉の焼けた胴部

片が出土している。このうちF14は、同時に晩期とみられる破片が出土しているが、 これらの焼土は

晩期以降に営まれたものとみられる。縄文時代後期後葉の堂林式土器が、 F3 ． 8 ． 14．17． 19から

出土している。このうちF3からは、後期中葉の破片も出土しているが、図示されていないが爪形文

の施された破片も出土しており、これえらの焼土は縄文時代後期後葉以降に営まれたものとみられる。

F7からは、平玉が1点出土したが、これは土壌水洗から得られたものである。

遣物の出土していない焼土が、 F2 ･ 4 ． 5 ．22･23･24であるが、 F23･24の周辺からは、縄文

時代晩期後葉の一括資料が出土しており、 （図Ⅳ－28-120． 121．122． 123)同時期の焼土とみられる。

小ピット

小ピットは主に平成15年度の調査区の平坦面より検出されている｡ 15年度の検出状況には規則的な

配列や、規模の斉一性も無く、建物跡を復元することは出来なかった。平成17年度の調査区からは、

SP16～18が約2mの間隔で方形に並ぶ状況で検出された（図Ⅳ－9の平面図は、検出された配列の

まま掲載したもの)｡場所は、土坑が検出される面より一段下位の段丘面で、覆土は黒色土が締まり

無く入っているものであった。付近は斜面に堆積した黒色土が厚く遣存する場所で、それを掘りぬい

た柱穴とみられる。建物跡とみられるが、覆土の状況から比較的新しい時期のものかもしれない。

（土肥研晶）
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1 ．遺構と出土遺物
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N

些吟／

,Q
夢／

A' 25.70~ A'25.30~Ａ
ｌ

－＝‘ ー＝ －

1 7，5YR4/4堅バミス少量含む

1 7．5YR4/6

１

２

Ｆ

Ｆ

F3 F4

鼻一

今○ン
Ａ

ｌ A’25，50~ A A'25．50
ニーーー一一一一

1

._少

４

４

ノ

ノ

４

３

Ｒ

Ｒ

Ｙ

Ｙ

５

５

７

７

３

４

Ｆ

Ｆ

F5 F6

」

A'25，60~
Ａ

一 A'25, 70~Ａ
ｌ

－＜＝一－－

1

錘’メム

／、

1 7．5YR 3/3 CL･ 粘性中軟黒褐色土20～30％混入

1 7－5YR45/6 CL粘性中軟黒褐色土5％･ローム粒（1mm） 3%

５

６

Ｆ

Ｆ

F7 F8

凸冬－
－－且

A A’25．40

－

A’25，40~A~

一一＝一一

|”
1 7．5YR25/3 Cl‐ 粘性弱軟

1 7．5YR 4/4 CL粘性中堅ローム粒（1~2mm） 5％・黒褐色土10~15％混入

７

８

Ｆ

Ｆ

０
１

祠ｒｌ
ｌ

図Ⅳ－6 F1～F8平面図・断面図
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l .遺構と出土遺物

F9 F10

～皇
A A'25．80

－＝－

A'25．80~Ⅱ層~

一三一一
皇圭一

〔
ｈ
》
貝
〕
刈
斗

‐
ｊ
ｆ
／
ノ
ノ
ノ

八

時

屑

凹

州

叶

５

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

５

５

５

７

７

７

~
~

９

他

Ｆ

Ｆ

粘性弱

粘性弱

粘性弱

堅ローム粒（1mm） 20％・黒褐色±10％混入

堅

堅ローム粒（1mm） 7％・骨片（1～2mm） 3％

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

F1 1 F12

シ2580

A A’

一一

A’25．60~Ａ
一

一一一

〃
F11 1 7．5YR 5/6 CL粘性弱堅黒褐色土15％混入

Fl2 1 7．5YR3.5/4 CL粘性中軟ローム粒（1mm） 3～5％

F13 目－14

入
唖
一
一
一

Ａ
’
一

A'25． 70~
撹乱

ヘ ’ 7．5YR4/6 CL粘性中軟黒褐色土15％混入・骨片（2～5mm）

' 7.5YR3/3 CL粘性中堅骨片含む

３

４

~
~
Ｆ

Ｆ

F16F15

A‘25.60~A'25．40~
Ａ

ｌ
Ａ

ｌ 目

~

~

一

一

口〃

／4
粘性中

粘性中

粘性中

４

２

４

ノ

ノ

ノ

３

２

４

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

５

５

５

７

７

７

堅

堅骨片含む

堅
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Ｆ

Ｆ

１

１

２
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Ｌ

Ｌ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

F18F17

１
１
や

P A'2540~A' 25．50~
Ａ

ｌ一

2

『堅骨片含む

堅

堅骨片含む

堅

粘性中

粘性中

粘性中

粘性中

１

２

１

２

７

８

Ｆ

Ｆ

１

６

１

６

ノ

ノ

ノ

ノ

３

４

２

４

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

５

５

５
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０
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図Ⅳ－7 F9～F18平面図・断面図
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1V西島松3遺跡

F19 F20

１
４
１
十
Ｉｎ

Ｗ

Ｕ

ｆ

ノ

ノ

ム ､／

A'25．40~A'25．70~Ａ
ｌ

Ａ
ｌ

元ニーー －＝一

F19 1 7．5YR4/6 CL粘性中堅

F20 1 7．5YR4/6 CL 粘性中堅

黒褐色土（3/2）含む

骨片含む

黒色土（2/1）混じる

■21 F22

ごA'25．40

ノー一二一、～

A’

25，30

A

一

~

へ

１

２

１

１

２

２

２

Ｆ

Ｆ

１

６

６

ノ

ノ

ノ

７

４

４

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

５

５

５

７

７

７

粘性中

粘性中

粘性中

堅

堅

軟

骨片含む

黒褐色土30％混入

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

F23 F24

A' A
-Q r H

A'25．50~ A A’25．50

一＝二矛~‐、

F23 1 7.5YR3/3 CL粘性中軟焼骨少量含む

F24 1 7．5YR4/6 CL粘性中軟ローム粒(の1mm) 3％含む

０
－

１，１
１

図Ⅳ-8 F19～F24平面図・断面図

－26－



1 ．遺構と出土遺物

Ｎ
皇

SP2 SP3SP1 SP4 SP5 SP6

ソ
０
７

Ｊ
◎
７

’
＠
公

２

忽
匁
》
｜
Ⅱ

’

一

~

を
◎
／4

４
，
公

A A’ 25． 9 A A'25，9 A A'26． 2 A A′26. I A A'25． 7

V －『-U-U- W
1 10YR2/I CL粘性中堅 1 10YR2/2CL粘性中堅

2 10YR4/2CL粘性中堅 パミス（2～9mm)、

明黄褐色土（6/6）含む 明黄褐色土（7/6）含む

1 10YR3/1 CL粘性中堅 1 10YR3/[ CL粘性中堅 1 10YR3/1 CL粘性中堅 1 IOYR2/1 CL粘性中堅

パミス(2~5mm)含む バミス(3mrn)､ ﾊﾐｽ(1~6mm)､黒褐色土 褐色土(4/4)含む

2 10YR3/2CL粘性中堅 黄褐色(5/6)含む (3/2)、暗赤色(5YR3/6)含む

パミス（3mm)、黒色土（2/1 )含む

SP9 SP10 SP11 SP12SP7 SP8

L
＠
ノン
ノ、
I

４
．
公

A A’26 3

~~一一
A A′263

~~マー
A A'26． 3~~ ３唖

一
Ａ
’

３必
一

Ａ
’

A A'26．4

1 10YR2/2CL粘性中堅

g－－′向 、

ﾉ、ミハ｛星rnrnノ、

黒褐色±（3/2）含む

l 10YR3/2CL粘性中堅 1 10YR3/2CL粘性中堅

ﾊﾟ ﾐｽ（2～4mm)、 ﾊﾟ ﾐｽ（I~5mrn) 、

明黄褐色土（6/6）含む にぶい黄褐色土（5/4）含む

1 10YR3/2CL粘性中堅 1

パミス（i~2mm)、

黄褐色土（5/6）含む

2 10YR3/1 Cl-粘性中軟

明黄褐色±(6/6）含む

10YR2/1 CL粘性中軟

ﾊﾟ ﾐｽ（3mm) 、

褐色±（4/4）含む

性中軟 1 10YR2/2CL粘性中堅

パミス（1~5mrn)、にぶい

む 黄褐色土（5/4)、浅黄榿色土（8/4)含む

2 10YR4/2CL粘性中堅

明黄褐色土（6/6)、灰白色土（8/2)、

バミス（1mm）含む

SP17 SP18SP13 SP14 SP15 SP16

Ｊ
、
７

ノ

ノ
か

。
ノシ
ノ、
ノ

吟／ 吟／

。 。
〃 ノ

A A’ 26．4 A A′26． 3 A A' 26． 1 A A' 25

－丁 丁丁

A'25． 6~ A A’ 25． 6

~ ~一壱
Ａ
ｌ

t丁
｜ iOYR2/1 CL粘性中軟

パミス（2～5mm）

1 10YR3/3CL粘性中堅

柄一一"r ,

ﾉ、二人pmn1ノ、

にぶい黄褐色土（5/4）含む

lOYR2/2CL粘性中堅

バミス（1mrn)、

明黄褐色土(6/6)含む

1 10YR2/I CL粘性中軟 1 10YR2/1 CL粘性中軟l 10YR2/I CL粘性中軟

パミス(の2mm) 3％含む

Ｊ
・
＠
７

SP19

ソ
◎
７

／~
、
◎
７

SP18

SP19

A A’25．6

で丁
l 10YR2/I CL粘性中軟

黄褐色土10％混入
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ノ
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－
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I

図Ⅳ-9 SP1～SP19平面図・断面図
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Ⅳ西島松3遺跡

P3 撫棚畷瀞鶴離 鐙P4

〃
ノ
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P12
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4 5 6’

P13P7
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P14 ’ 8

ノ
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＜
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■
Ｊ

，
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〃

~
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1 ．遺構と出土遺物

F3 F7 F8
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鯵〃 -．‐
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図Ⅳ－11 F出土遺物実測図
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Ⅳ西島松3遺跡

表Ⅳ－1 西島松3遺跡土坑一覧

適構

番号

径
、
叩

長
／
に

短編

(c､）

厚
巾
層
化 ’ 備 考グリッ ' 検出面 平面）I 日 付 出土遺物 遺物詳細

1V層

Ⅳ層

1V層

楕''1形状

楕円形状

不定形

楕円形状

角丸楕円形状

楕円形状

楕円形状

円形状

円形状

楕円形状

角丸棺円形状

楕円形状

円形状

Ⅵ
｜
”
｜
岡
一
別
一
雨
一
郎
一
門
一
那

閥
一
叩

ｍ
一
ｍ

服
一
剛

４

３

３

４

５

６

９

２

１

２

９

３

３

４

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｘ

Ｚ

ａ

ａ

ａ

ｄ

Ｃ

Ｕ

Ｖ

Ｖ

ｈ

ｄ

ｈ

ｈ

叩
一
帖
一
蝿
一
船
側
一
哩
一
皿
一
峨

闘
一
銘
、
｜
拠
死
一
ｍ

沼
一
ｍ
｜
船

助
一
蛇
一
沌
一
“
’
二
田
一
例
｜
卵
一
齢
一
胡
一
鮨

川

切
一
銘

加
一
肥
一
略
一
翰

鈎
一
肥
幻
一
”
｜
銘
一
鵡
鴫

Ⅱ

皿

ｕ

ｕ

Ⅱ

、

ｕ

妬

３

ｍ

加

配

飼

昭

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

９

９

９

９

９

９

９

５

８

９

５

６

６

６

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

３

３

３

３

３

３

３

４

４

４

５

５

５

５

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

土器・石器 Ⅲ群・石斧

土器・子i器 IⅡ群・石斧
二

土器・石器 III群・つまみ付きナイフ

ー

1V層

~Ⅳ層

面

面

上

上

層
層
層
層
層
層
層
層
層

Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
砂
砂
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

下

下

Ⅱ

Ⅱ

墓

墓

墓

住居の炉あと

t器・石器 Ⅲ群・石鍼

I群・ Ⅱ群，北海道式石冠

Ⅱb ・Ⅳa ・北海道式石冠

Ⅲ群．Ⅳc ・礫・フレイク

土器・石器

土器・石器

土器・石器

表Ⅳ－2 西島松3遺跡TP一覧

長径

(c､）

掻
巾
短
吐

遺構

番号

層厚
〆 、

lCmノ
備 考検出IiIi 平IIIi形 遺物詳細グリッ ' 付

戸

口 出土遺物

TP1 1 f-60G-61 1 Ⅵ層 ｜ 長楕円形状 | (359) 39 1 431 2005/5/16 1 土器・石器 ’ Ⅲ群・礫

’3 1ワq臼U
Ⅱa 。Ⅲ群

石楢ナイフ・フレイク
Ⅵ層 長楕円形状 土器・石器mp9

~LLP 1－60，61 )74 52 2005／6／23

表Ⅳ－3西島松3遺跡焼土一覧

遺構

番号 〃', ト 検出噸；
径

、

叩

匡
正
〆
に

短径

(c､）

層厚

(c､）
備 考平面形 日 付 出土遺物 遺物詳細

円形状

桁円形状

楕円形状

円形状

不定形

不定形

不定形

土器・石器

土器・石器

土器・石器

石製品

嘔
禧
礪

、
｜
”

廊
一
剛

８

９

８

９

０

９

９

５

５

５

５

６

５

５

~
~
~
~

~~

Ｕ

Ｗ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｗ

Ｖ

蛇
一
岨

冊
一
鵡

妬
一
帥
一
妬

弘
一
舵
一
弱
一
別

弘
一
帥
皿

４

４

４

４

４

４

４

２

２

２

２

２

２

２

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

９

９

９

９

５

５

５

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

３

３

３

３

４

４

４

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

２

２

２

２

２

２

Ⅳc ･ﾌﾚｲｸ

Ⅲ・ IVb ・Va ・フレイク

Ｄ
ｌ
２
ｌ
８
２
ｌ
湘
一
７
’
４

Ⅱ層

Ⅱ層」 焼骨まじり

焼胃･含む

F5
両ハ

'’0 Ⅱ層上

Ⅱ層

IVC ・フレイク

玉
1司旬

f I

IⅡ ・ IVb。Ⅳc ・焼成粘土

フレイク ・石鰔･スクレイパー
Ⅱ層中 不定形 焼骨炭化物を含むt器・石器・土製品T－54 125 78 2004／5／24F8 4

團
囑
噌
囑
壁
融

呈Ⅱ

１

１

１

Ⅱ

Ⅱ

円形状

円形状

不定形

楕円形状

土器

土器・石器

土器･石器

土器

土器・石器

土器・石器

焼骨を含む

焼土の重なり

焼骨を含む

剛

叩

ｎ

色

ｎ

ム

Ｆ
ｎ
Ｕ
Ｆ
院
Ｊ

~

~

Ｔ

Ｓ

“
｜
鯛
一
蛇
一
祀
一
帥
一
別

４

４

４

４

４

５

２

２

２

２

２

２

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

５

５

５

５

５

５

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

４

４

４

４

４

４

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

２

２

２

２

２

胡
一
帥
一
抑
一
輪
一
銘
一
肥

８
｜
岨
一
邸
－
８
｜
Ⅱ

５

Ⅳc

Ⅳc ･ｽｸﾚｲﾊｰ

Ⅲ｡Ⅳc ・フレイク

Ⅳc

lVc ｡VI ･フレイク

Ⅳc ，Vc ，フレイク ，スクレイパー

ｎ

グ

ｇ

１

Ｌ

（

ｎ

Ｕ

川

詮

頁

Ｕ

贋

』

Ｒ

Ｕ

Ｒ

へ

Ｕ

~
~
~
~

Ｓ

Ｒ

Ｗ

Ｓ

皿
一
ｍ
一
服
一
皿

焼骨含む

焼骨含む

IVC ・Vc ・焼成粘土

フレイク・石鰄
Ⅱ層中S－54 不定形 焼骨含むF15 92 土器・石器・土製品41 7 2004／5／25

Ⅳc ・Vc ・焼成粘土

フレイク・石鍼
Ⅱ層卜付 円形状F16 T－57 ゲバ

J電 58 土器・石器・土製品 焼骨含む2004／8／2611

IVC ・焼成粘土
フレイク・スクレイパー

11層上{ウ 円形状Fl7 T－56 73 焼骨含む61 土器・石器・土製品2004／8／2612

lVc ・Vc ・焼成粘ゴ
フレイク

Ⅱ層卜付 円形状F18 T－56 土器・石器・土製品 焼骨含む82
ヴワ

J1 9 2004／8／26

Ⅱ層卜付

II層上位

楕円形状

楕円形状

７

１

５

５
~~
Ｔ

Ｒ

８

０

５

７

土器・石器

土器・石器

IVC ・フレイク ｜焼骨含む
Ⅳc ・Vc ・フレイク ｜焼骨含む焼骨含む

叩

恥

蛇
一
蛇

２

２

ノ
ノ

９

９

ノ
ノ

４

４

，
帥

２

２

９

４

焼骨含む
Ⅳc ・焼成粘土
フレイク

Ⅱ層 不定形F21
r, 『ーF

l－DO 70 50 土器・石器・士製品2004／9／610

Ⅱ層

Ⅱ層

11層

円形状

円形状

楕円形状

皿
一
噸
一
恥

２

８

８

６

６

６
~

Ｗ

Ｃ

ｂ

柵

媚
一
助

弘
一
“
蹄

昭

５

５

ノ
ノ
．
ノ

５

８

８

ノ
ノ
ノ

５

５

５

０

０

０

０

０

０

２

２

２

４

鋤
－
８

三

二~ 焼骨を多量に含む

表Ⅳ－4西島松3遺跡SP一覧

遺構

番号

長径

(cⅢ）

短径

(c1,,） 駕 日 付検出1m 平mi形 備 考出土遺物 遺物詳細7 リ フ ト

５

４

３

３

４

７

６

５

４

５

４

４

４

６

６

４

４

４

４

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~~

寸

入

Ｘ

ａ

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

ｃ

ｃ

Ｃ

ｄ

０

ｄ

ｄ

ｅ

ｂ

ｃ

ｃ

Ｃ

Ｃ

哩
堕
唾
蠣
蠣
禧
禧
礪
礪

円形状

円形状

円形状

円形状

円形状

円形状

I｣｣形状

円形状

円形状

円形状

円形状

円形状

円形状

円形状

P]形状

円形状

円形状

円形状

' '1形状

銅
一
班
一
班
詔
一
班
一
恥
一
珊
一
班
一
甥

肥
Ⅳ
｜
詑
一
鋤
一
喝
一
略
一
卿
一
詑
一
Ⅳ
｜
加

釦
一
詑

館
一
叫
一
肥
一
略
一
詑
一
加
一
肥

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

ｍ

叩

、

刈

岨

、

的

岨

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

的

６

６

６

６

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

５

５

５

５

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

洲
一
Ⅳ

詑
一
詑
一
刈
一
略
型

泌

肥

加
一
加

拠
一
詔
一
喝

略

喝

詔

詑

肥

詑
一
肥

妬
一
胡
一
肥
一
塊
一
肥
一
ｍ
一
Ｍ
一
別
一
郡
一
鯛
一
別
一
鋤
一
Ｍ

昭

鋤
一
ｍ
一
岨

二
一

三

壺
二

スクレイノマー

1V層

Ⅳ層

利

郷

~弛

弼
一
却
一
邪
一
郵
一
却
一
郵
一
郷

媚
堕
堕
帽
禧
禧
禧
瀝

~~

抄

１
１
4本柱穴
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1 .遺構と出十遺物

表Ⅳ－5 西島松3遺跡遺構掲載土器・土製品一覧

図版

番号

接合遺構
ク・リット

げ
け
リ
ロ
百
Ｊ

吐剛

番

器種

(部位）
口径
' ､

kcmノ

高
ｍ
器
に

底径

(c､）
図番号 遺構名 層位 分類 点数 地文及び主な調整 備 考

図Ⅳ－10－1

図Ⅳ－10－2

図Ⅳ－10－4

３

４

３

３

３

４

０

１

８

８

４

０

０

０

４

４

４

７

６

６

７

１

５

５

６

６

６

６

６

６

５

５

５

６

６

６

５

５

５

５

５

５

５

５

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

ａ

ａ

ｄ

ｄ

ｈ

ｈ

ｆ

ｆ

Ｖ

Ｖ

Ｔ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｒ

函
一
識
一
窪
一
錘
一
雄
一
赴
一
鑓
一
麩

Q 閥
一
別
一
皿
叩
一
恥
一
恥
一
ｍ
｜
睡
剛
｜
卵
刷
一
噸
恥
一
服
一
剛
一
剛
一
砥
一
脈
一
ｍ
｜
恥
肥
一
恥

深鉢（口）

深鉢（IⅢ）

深鉢（胴）

深鉢（胴）

深鉢（口）

鉢（底）

鉢？ （底）

鉢（胴）

鉢（口）

鉢（Ilil）

鉢（口）

鉢（胴）

鉢（胴）

貼付帯刺突文

LR

RL絡条体圧痕文縄線文

LR

LR RL貼付帯（圧痕文）

RL

刺突文

LR結び目縄文

LR

LR沈線文

LR

４

ａ

ｌ

ｌ

ａ

ａ

ｃ

Ⅲ
Ｉ
ｂ
Ⅱ
Ⅳ
Ｖ
Ⅲ
Ⅲ
恥
叱
叱
Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ
恥
ｗ
ｗ
ｗ
恥
昨
阯
ｗ

ｌ

１
ｌ
１
１
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
ｕ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
１
ｌ
１
１
ｌ
１
ｌ
ｌ

円筒上層式相当

縄文時代中期
９
９
ｌ
９
ｌ
ｍ
ｍ
－
ｍ
ｍ
ｌ
岫
而
一
ｍ
皿
一
ｍ
一
ｍ
加
一
ｍ
汕
一
岨
一
皿
一
ｍ
ｍ

東釧路Ⅳ式相当

中野式相当

植苗式相当

図IV lO－5

図Ⅳ－1()－8

図Ⅳ－10－10

図Ⅳ 10－11
縄文時代晩期後葉

縄文時代中期

9.0

２

４

１

１
~~
０

１

１

１
~ⅣⅣ
図
図

縄文時代中期

縄文時代後期中葉

縄文時代後期後葉

堂林式相当

刑

Ⅱ

‐

工

１
０
１
Ｊ
~
“
一

Ⅱ

樋１

１

１

ワ

』

２

９

日

２

ワ

】

ワ

“

２

２

９

“

９

“

５

吋

１

９

（

Ｕ

罰

１

２

３

△

４

Ｆ

Ｄ

ハ

ｂ

７

８

ｑ

Ｕ

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

咋
昨
昨
昨
昨
咋
昨
咋
昨
昨
昨
昨
昨

図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図

蠣
一
赴
一
遥
一
謎
一
赴
一
岬
一
麹
一
噸
一
幅
一
囑
一
囑
錘

微隆起線文縞縄文三角列点文

微隆起線文縞縄文三角列点文 後北C1,D式同一個体

ｊ
ｊ
口

口

く
く
鉢
鉢

微隆起線文縞縄文三角列点文

LR沈線文

RL

RL

RL

堂林式相当ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
ｌ
２
ｌ
２
１

鉢（胴）

鉢（胴）

鉢（胴）

縄文時代晩期後葉

縄文時代晩期後葉

縄文時代晩期後葉

堂林式相当鉢（口）

鉢（胴）

突瘤文

RL 縄文時代晩期後葉

鉢（口）

鉢（胴）

LR沈線文突瘤文

RL

堂林式相当
縄文時代晩期後葉

表Ⅳ－6 西島松3遺跡遺構掲載石器・石製品一覧

図版

番号

帥上|f

番 号

E÷

1又。

(c､）

幅

(c､）

厚さ
/ 、

（Cmノ

蜜
寺
（
」
、
ロ
ー
ノ

重

〃

吃

図番号 遺構名 jlfi付 分類 器種名 石材グリット 点数 備 考

３

６

７

９

喝

鴫

鴫

~

~

~

~

~

蛆

、

岨

ｍ

Ｏ

１

１

１

１

１

~
~
~
~
~
~

即
師
邸
即
弧
如
卵

詮
羅
羅
証
証
禧
礪

石斧４

３

７

３

１

９

２

５

６

５

６

６

５

５

~
~
~
~
~
ａ
ｄ
Ｃ
ｈ
ｆ
Ｖ
Ｓ

脚

唖

一

両

恥

一

睡

｜

ｗ

一

ｍ

1 泥岩

安11.1岩

頁岩

９

ｌ

９

９

ｌ

９

ｌ

ｍ

皿

ｍ

咽
一
“
｜
肥
一
”
｜
皿
一
噸
一
噸

７

０

６

０

９

２

０

２

４

０

０

１

２

４

１

５

２

７

８

０

０

７

０

１

９

１

３

４

８

１

ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１

岬

岬

一

刎

一

”

｜

”

噸

一

郎

型
皿
一
叩
一
嘩
一
池
蠅
一
邪
一

北海道式石冠

つまみ付きナイフ

北海道式石冠

石槍

玉

スクレイパー

》

酷

石製品 カンラン岩

obs

可

／

、

／

ヨ

ヨ

シ

シ

~
~

一
プ
ー
プ

~
~

ロ

ロ

ブ

フ
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遺構と出土遺物1
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Ⅳ西島松3遺跡

2 包含層出土の遺物

西島松3遺跡の包含層からは、 34,408点の土器が出土した。出土した土器の内訳は縄文時代早期の遣

物が355点で1％占める。最も古い資料はアルトリ式に相当（掲載番号1～3） し、口縁部片は図示した

資料がすべてである。早期後半の遺物は、東釧路Ⅲ～Ⅳ式に相当するものである（掲載番号4～6）。縄

文時代前期の土器は5,063点出土で15%を占め、出十十器のなかで後期に次いで多い量である。前半の静

内中野式から加茂川式に相当する遺物が大半で（掲載番号7～37)、後半の植苗式に相当する資料（掲

載番号38～43）は少量出土している。加茂川式相当とみられるもの（掲載番号7， 14， 15)は縦方向に

縄を施文したのち器面をみがく｡ 16の器面は内外面ともみがかれ、一見細い原体による施文だが、利用し

ている縄は太く、内面の底部付近まで縄文が施された資料で、静内中野式に相当する資料の中では新しい

ものとみられる、また、 これと同じ層位から出土した17～19の胎土には滑石が混じる軽い破片である。漆

塗りの繊維製品（図Ⅳ－36．37）はこの土器と同じ層位から出土した。 11～13 （同一個体） も胎土に滑

石が混じる破片で、加茂川式とした14, 15と同位置で出土したもの。 44～57は縄文時代中期の破片であ

る。最多の出土地点は、前期の中野式相当の遺物集中の上層で、円筒上層式に相当する破片（44～50）

が多く出土した。縄文時代後期の土器は最多の23,230点で、出土した土器の67%を占める。なかでも後葉

の堂林式に相当する資料が22,169点でもっとも多い。 58は余市式に相当する破片、 59～62はウサクマイC

式に、 63～67は手稲式に相当する。後期中葉の破片の出土点数は少ないが、個体ごとにまとまった出土

状況であった。 68～86は堂林式に相当する。出土地域は調査区T～W-54～60にかけての包含層に集中

した土器の廃棄が見られた。 76， 77は、無紋で器形から堂林式の中でもやや新しいものであるが、ほかの

資料とは出土地点が異なる。のこりは突起の数が5～6個で口縁部に刻みのあるものが無く、 3～4本の

沈線文による文様が施されることなど、堂林式土器の古段階の一括性の資料である。 84～86は注口土器

としているが、 86は一見香炉形土器に見えるが、堂林式土器の段階で香炉形の土器は見つかっておらず、

複雑な形の口縁部をもつ注口土器（『キウス4遺跡(8)(9)(10)」北埋調報157． 180･187参照） と考

えられる。 87～124は縄文時代晩期の資料である｡ 88～96は口縁部の沈線文や口唇部に縄文が施される点

などから、千歳周辺のI黒層から出土する古手の資料であるママチ遺跡3類『ママチ遺跡Ⅲ」北埋調報

36）に相当する。 97～124もI黒層の資料とみられるが、浅鉢形から鉢形に変化した破片や、 104～108･

123．124、や船形土器114～120の存在などから、ママチ遺跡4類に相当する｡ 97の破片は口縁部に縄線

文が施される深鉢で、晩期中葉の資料にもみえるが、周辺から出土した縦方向に施された縄文や、口唇部

に施された縄文、沈線文・縄線文を併用した施文などの特徴が周辺から出土した船形土器などの破片と

類似するため、晩期後葉の資料とした。舟形土器の沈線文の間に施された縄線文は、釧路周辺でみられる

貝殼腹縁文に相当すると見られ、緑ヶ岡式土器相当といえる。 120～122は、まとめて廃棄された一括出

土の資料であり、深鉢形・舟形・浅鉢形の良好なセットである。船形や浅鉢形の土器は晩期末から続縄

文にかけて、その形が退化の方向に向かい、鉢形土器に変化するが、 このセットを見る限り浅鉢の形体的

特徴（｢キウス5遣跡（5）』北埋調報125参照）が顕著に残ること、舟形土器は底部からの立ち上がりか

ら深い凹帯を挟んで胴部につながることなど、 114． 115などの舟形土器よりも古手の資料とみられる。 124

は口縁部に突起が見られず、口縁部内面に沈線文様を施すなど鉢形に変化した浅鉢形土器の典型である。

縄文時代前期の漆塗繊維製品（図Ⅳ-36）は表面の漆の塗膜のみが残るもので、繊維製品1， 2は

同一品である。製品は、 12～13条の撚紐が並んだもので、それを固定している横糸が見えないため、

織物かどうかは不明である｡ 3は1， 2と比較すると太い撚紐で全体がねじれた状況で出土している。

4は製品であるかどうかも不明な出土状況である。 （土肥研晶）

－34－
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2 包含層出土の遺物
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2 包含層出土の遺物

ノ

、

図Ⅳ－20包含層出土土器(9)

－43－



Ⅳ西島松3遺跡

鰄繊

71

69

が

74

？

76

○

患
78 79

蕊
－ー ■一一一一一一一一』一一一

一ﾆｰ 一一

① 0 0

－０

~○

:鱗 プノ
/／、

80

O 土器S=1 :3 10cm
l Ⅱ 1 1 』 I

図Ⅳ－21 包含層出土土器(10）

44
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2 包含層出土の遺物
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2 包含層出土の遺物
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上

5 10YR2/1 CL粘性中軟黄褐色土30％混入

6 10YR2/3CL粘性中軟

7 10YR2/2CL粘性中軟バミス（3m） 7％含む

図Ⅳ－38漆塗繊維製品出土状況断面図
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表W-9 西島松3遺跡包含層掲載土器一覧(1)
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2 包含層出土の遺物

表Ⅳ－9 西島松3遺跡包含層掲載土器一覧(2)
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Ⅳ西島松3遺跡

表Ⅳ－9 西島松3遺跡包含層掲載土器一覧(3)
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表Ⅳ－10西島松3遺跡包含層掲載石器一覧(2)

層位 ｜:此‘
図版

番号
さ
ゆ
長
に

幅,田

(c､）

さ
、
厚
に

主
ご
、
１
ノ

重

砲
図番号 遺構名 器種名 点数 石材ゲ11 叩 卜

′ﾉ ノ ロ 備 考

図Ⅳ－32 58 Ⅱ層 黒曜石U－5539 スクレイパー 0F1．0 2.6 0.851 11．16

Ⅱ層図IV－32－59 黒曜石 （3.6）Q－51 スクレイパー (2.8） (0.9）19 1 8.84

Ⅱ層図IV-32-60 39 Q 51 黒曜石スクレイパー 1 4~3 L65
l ワワ

)‐1J1-0

11層 黒曜石 5.85/8.5図Ⅳ－32－61 R－54 スクレィパー
、~4F

0．40 1．2)9 1 26.26

Ⅱ層図IV－32－62 p R1
｣L u｣ 頁岩 7．0qQ

UJ スクレイパー 1 7.5 1.05 54.39

Ⅱ層 照曜石 （8.2）ⅨllV-32-63 R－50 〔111
、▲・目ノ

qQ
U4ノ スクレイパー 5.4 13.08

Ⅱ層 貰岩|xl lV－32 64 qQLJLノ スクレイパーc－68 1.813.7 月q
Up唖 132.4

II層 異形石器図Ⅳ－32－65 V－59 照lli1石 （36）qQ
ULノ (0~8）8 ]､51

11層 喫形石器 照'1ｲ11石 2．7|叉|Ⅳ－32 66 qQUJ R－51 nR
V①u

(1.1）

OQ
ムロJ 1．05

Ⅱ層 喫形石器図Ⅳ－32－67 照|雅朽 2．839 V 60 イワR1
L臼.リノ1 7.03

11層 石斧図IV－33－68 泥岩40 b－68
Fの

、.。 1 ．2 15.70’ 1.1

U層図Ⅳ－33－69 石斧
四
壱
尼。即
Ｊ
１40 i－62

戸旬

b・イI 2.5 1．1 i1.94

図Ⅳ－33－70 W－60 Ⅱ層 石斧 泥岩10
ワワ

1．1 3.3
1，

1．‘ 51.11

11層 石斧図IV-33-71 泥岩40 d－64 1 7.8 1.01 , 1
１４
訟

庁
（
Ｕ

Ｊ
刈
玉

石斧図Ⅳ－33－72 V 58 Ⅱ層トレンチ
ｌ
ヂ
ー

ュ
モ
目＃40 4.3 2.0

1nnF

Ldd､09－6

図Ⅳ－33－73 Ⅱ層 石斧40 S－53 泥岩
qF

1－D 2.6 186.71 9．4

Ⅱ層 石斧 片岩図|Ⅳ－33 74 R－5110 (13.8） 5.5 4.0 475.61

図Ⅳ－33－75 T－RQ
~』 UJ Ⅱ層 たたき石 砂岩40 (20.1） 7.6 1.8 853.8

図Ⅳ33－76 Ⅱ層 たたき石40 W－59
′『＝ハ､

い、bノ頁岩 (5.5）
FP

D.ひ 188.8

図Ⅳ－33－77 II層 上たき石 安'11岩40 U－54 1 5－3 う.3 4.0 137~0

Ⅱ層図Ⅳ－33－78 たたき石 泥岩40 R 50 373.01 8．1 6.5 5.4

Ⅱ層 頁岩図1V 33－79

図Ⅳ－33－80

40 V－59 たたき石 1 5.0 }87.18.U 8－U

Ⅱ層40 d 65 凹石 砂岩1
1F庁

10.／ 516.86.4 3．4

図Ⅳ 33－81 Ⅱ層 石錘 炎1 1 1岩40 U－52 ’ 7．4 10．5 2~1 206.0

泥岩層図lV 33－82 石錘10 R－55 安'11岩 6‘8 Qq 2．6J･U 226~0

図Ⅳ－34－83 すり石 麦llI塙R－50 Ⅱ暦11 (5~8） 745~8(8．7） (13.6）

11層lXlⅣ－34－84 すり石 麦Ill墹S 51| ］ 1 ,ﾑ.⑪ 3．0
1no 切り県⑩

Jムリ･ム1 ． J

II層

Ⅱ層

図Ⅳ 34－85 すり石 安'11岩41 S－5］ 1 778210.3 16．0 j､6

図Ⅳ－34－86 V 59 すり石 安山岩41 6．51 96 16． 1 1,314.3

図Ⅳ－34－87 Ⅱ層 I上海道式石冠 麦山浦R－5141 5．1 80127．6 14．3

図Ⅳ 34－88 Ⅱ層 I上海道式石冠 炎111岩W－5841 ’ 9．8
1nF

10．0 4.5 898.0

図Ⅳ－34－89 Ⅱ層 |上海道式石冠 安山岩
ハバ

C bD
A1

咄’ 自然石使用？6.01 12.0 16．2 1.205.5

ⅡI雪 砥石図Ⅳ－34－90 砂岩バリ
玉白 d－67 1 (6．4）

rFn，

｛0．0ノ 4．7 180.3

11層図Ⅳ－34－91 c 65 砥石 砂岩19
rム

1Q
工｡』 127.0(6.4） 1.6

Ⅱ層 砥石図lIV-34-92 U 59 砂岩42 2.01 (6．8） (6．0） 83.2

Ⅱ層 砥石図Ⅳ35 93 42 S－51 砂岩 14.2 1頁
土.』 719.0I 10.4

図Ⅳ35 94 Ⅱ層42 W－62 石皿 砂岩1 18.2 15.9 ワq
1．U 2.650.0

川砂利図Ⅳ－35－95 砂岩
A、

争凸 S－58 石皿 ベイサムが入っている1 ﾜq7 21．4 7．5ムリ.『

表Ⅳ－11 西島松3遺跡包含層掲載石製品・土製品一覧
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図IV－29－1 Ⅱ層 玉（石製品）36 S－54 砂岩1 97R
“･IU 2.5 0.9 5.49

XiⅣ－29－2 Ⅲ層 土玉（土製品）T－54j6 1 1－95 1.65 LO5
弓nl

j.‘1
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土製円雛c 66 11層36 1.0 [2.602 1 ．53．8

表W-12西島松3遺跡包含層掲載古銭一覧
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図Ⅳ 29 4 泥炭層 竜1銭銅貨 銅151 p一員1』 UL 1 2．75 0．13 6.34

図Ⅳ 29－5 II層 稲5銭白銅貨 白銅151
ハ ー刑

ヴーDl 1 2．05 0.2 4.48
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V西島松5遺跡包含層出土の遺物

本章では、平成14． 15． 16年度に調査した西島松5遺跡検出の包含層出土の遺物、 639,250点につ

いて報告する。遺物の内訳は、土器518,188点、石器119,822点、土製品1,076点、石製品137点、骨角

器19点、金属製品8点である。調査区からは、住居跡57軒（｢西島松5遺跡(4)』北埋調報224で報

告済)、士坑436基、焼土258カ所、Tピット6基（平成20年度報告予定）などの遺構が検出されてお

り、遺構出土分も含めると712,055点の遺物が出土している。包含層は、元地権者の家屋周辺や柏木

川に面する斜面以外は、耕作により失われており、出土遣物の約50万点が平成14年調査範囲（家屋の

敷地）のMC層から出土している｡MC層は、平成13年の調査で見つかった3カ所の盛土遺構(MA、

MB、MC)の1つで、一部は報告されている （『西島松5遺跡(3)」北埋調報209)｡本層の特徴は、

ほかの盛土が斜面に形成されているのに対し、台地上の平坦部に形成されている点、出土遺物に縄文

時代後期後葉から晩期初頭期までの幅がある点である。平成15年の調査で、断面（図V-1)を観察

したところ、本層が竪穴住居跡の窪みを埋めている痕跡みられ、MC層は、縄文時代晩期前葉に後期

の遺物を含んだ土砂を用いて整地した痕跡と見ている。

土器 1～60はアルトリ式に相当する。早期前半の遺物は斜面包含層を調査の際、黒色土層より下

層から土器が出土するので、精査したところ、Ⅳ層を主体とした廃棄土層(11層・図V－5 ． 7参照）

とその下位に層厚約1cmで黒色士層（Ⅱ層）が堆積するのを確認、本層が人為的な廃棄土であること

と、出土遺物が一括性であることがわかった。早期前半の遺物はこの周辺から出土したものがほとん

どである。土器は円筒形で、口縁部に貝殼腹縁文や沈線文で施文したものが多く、中には方形のもの

(14)や、上げ底の底部をもつもの(49)がみられる。口縁部に添付帯が施されるものが古手とされ、

14， 16，41は出十付置が異なるようだが、その他は、同一層から出土している。縄文時代早期後半の

遺物では、東釧路Ⅲ式や中茶路式相当の遺物は少数である。67は中茶路式から東釧路Ⅳ式への移行期

の資料とみられる。器形は平底と推測されるが、文様は微隆起線文を除けば東釧路Ⅳ式そのものであ

る。東釧路Ⅳ式相当の土器はアルトリ式相当の遺物より上層からまとまって出土した（図V－6参照)。

器形は尖底だが、底部の先端にはわずかな平坦部が作り出され、突起のあるものは2カ所（73, 74,

75） と4カ所で、後者の場合、大小の突起を対に作り出したもの（69, 71） もみられる。地紋は主に

絡縄体回転文だが、中には羽状縄文（75）や縄文と絡縄体併用のもの（74） もみられる。 これらの土

器は、出土状況からも時期的に近い資料で、羽状縄文は前期の美沢3式にも通ずる地文であることか

ら、東釧路Ⅳ式の中でも新しい資料の一群とみられる。 96～127は縄文時代前期前半の土器である。

本遺跡から出土した前期の土器のうち、古手では綱文式相当のもの（96～101)、口縁部に沈線文や刺

突文の施された春日町式相当と考えられるもの(102, 103)があるが、多くは静内中野式相当の資料

とみられる。 （遺跡規模で見ると、縄文時代前期の遺構や遺物は、上流方向である西島松3遺跡や2

遺跡側にゆくにつれ新しくなり、西島松2遺跡では植苗式に相当する遺構・遺物が出土する｡) 104，

105は胎土に滑石を含む軽い破片で、同一片である106～108には組縄縄文が施される。 109は小形の復

元個体で、図では見えないが内面にも縄文が施される｡ 119は施文後に縄目をつぶしており、同様の

資料が56号住居で報告されている（｢西島松5遣跡（4）」北埋調報224)｡ 128～215は縄文時代中期の

資料である。 128～174は円筒上層式（128～146は円筒上層b式に相当)、 175～202は萩ヶ岡1 ． 2式、

203～207は天神山式に相当する。天神山式相当の復元個体203は上げ底で、底部に縄文が施される。

212～215は北筒式に相当する破片である。中期後葉の資料の出土数は少ないが、同時期の住居跡が1

軒確認されている｡ 216～224は縄文時代後期前葉のダフ．コフ°式に相当する。これらの胎土には砂粒を
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V西島松5遺跡包含層出土の遺物

多く含む。 225～230は入江式に相当する破片である｡ 231～268は縄文時代後期中葉の手稲式・ホッケ

マ式に相当する。本遺跡では後期前葉で1軒、後期中葉で3軒の竪穴住居が確認されているが、包含

層中の遺物の出土点数は少ない。 269～613は後期後葉の堂林式、三ツ谷式、御殿山式から晩期前葉の

大洞B式まで相当する資料である。掲載は深鉢形・鉢、注口・壺形にわけ、さらに文様要素lll員でまと

めた。 269～341までは口縁部に突瘤文のある資料で、沈線文、貼瘤文、爪形文などの要素が加わる順

に掲載した。342～447には口縁部に突瘤文の無いもの、448～498には鉢形のもの、 525～610に注口・

壺形のもの、 611～613には特殊な形（香炉形など）のものを掲載した。出土状況が良好なキウス4遺

跡（｢キウス4遺跡（9）」北埋調報180）の盛土上位出土の堂林式土器新手の資料と比較すると、地

文に羽状縄文が施される資料が少なく、小波状口縁をもつ資料が目立つなどの違いがある。 こういっ

た点からも、MC層出土の遺物内容が三ツ谷式、御殿山式相当が多いといえる。また、復元できた資

料に大洞B式に相当するもの（281,405,407など）があるが、 これは、出土状況が他の破片よりま

とまって出土したようで、遺構覆土の遺物である可能性がある。 614～709には縄文時代晩期の資料を

掲載した。614～658までは晩期中葉に相当するもので、 614～616は浜中大曲式や桃内式に相当する日

本海側からの搬入品とみられる。在地の土器は、口縁部に縄線文・沈線文・刺突文を施し、口縁部に

縄線文や十字目などの刻みを入れる｡ 659～672までは晩期後葉に属し、ママチ2類に相当する (668

の壷は3類に相当)。 673～708は晩期の土器捨て場（図V-8)から出土したママチ3類に相当する

一括資料である。この捨て場に土器片以外はなく、地形の突端から斜面に廃棄されたものである。接

合結果破片資料が多く復元個体が少ない。 710～766は続縄文時代の資料で、 721～724は赤穴式、 725

～755は後北C2･D式に相当する｡ 746の底部片は横方向に縄文が施文されるが、平らに調整された底

部から同時期とみた。 756～766は北大式に相当する。 756には縄文が施されることから北大Ⅱ式に相

当する。 767～774は擦文時代の資料で、 767, 768は9世紀前半の甕・ 769～774は須恵器で、 769は素

焼きである。 775は陶器片である。

石器アルトリ式土器に伴う石器群は、ほかの石器と分けて掲載（図V-78～80) した。五角形の

石鍼や他の時期では見られない石錘がみられることに特徴がある。 9は赤井川産の黒曜石石核である。

そのほかの石器は時期が不明であるが、蛇紋岩製の石斧205～208は体部の色調が黒色や赤色に変化し

刃部が明るい色調の縄文時代早期から前期にみられる資料である。また、 225～227は粗粒玄武岩など

を用いた柱状石斧で、後北C2D式に伴うものである｡ 191～204に掲載した異形石器はキウス4遺跡

出土の堂林式に伴うものと類似点が多く、三ツ谷式・御殿山式に伴うものと見られる。

土製品出土した土製品のほとんどは後期後葉の所産とみられ、報告範囲で士玉・垂飾139点、土偶

片35点、耳栓238点、環状土製品44点、スタンプ形土製品11点などが出土している。堂林式に伴う土

製品と比較して目立つ特徴は、まず土偶（図V-93)が増加することである。先に報告した分で16点

あるほか、西島松南D遺跡の報告（『恵庭遺跡』 1966)にも表採された3点（頭部1点・胴部2点）

が紹介されており、今回の未報告分も含めると54点、頭部片だけでも13点出土している。 これは道内

の同時期の遺跡と比較しても多い。次に耳栓が増加しスタンプ形土製品が無くなることである。報告

する範囲でも出土量に20倍以上の差がある。土器形式や土製品における後期後葉から晩期前葉にかけ

ての変化内容には、本州的な要素が強く感じられる。掲載した1～3の土偶頭部は、耳に貫通孔が空

けられ、髪形の表現が同じである。 12は縄文時代中期の円筒上層式に伴う土偶とみられる。

その他骨角器のうち2点の鐇頭片を掲載し、遺跡合計で4点報告している。 7はホホジロザメ上顎

歯の装身具とみられる。石製品の48は先端を石斧状に加工し、両側に筋状にアスファルトが付着する。

（土肥研晶）
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1 10YR25/1偽一緒性中　堅　パミス(1m)含む

2 10YR2/2CL縫性誠IIi砂利掃　全体にパミス(20-30m)含む

3 10YR2/i cL縮性中　堅Itミス(1-10m)砂少量含む　縄文晩期1

4 10YR3/1CL粘性弱　堅Ili砂利

5 10YR2/1OL様性中　堅Iくミス(1-8m)砂少量　焦褐色土(3/i)含む

6 10YR3/2CL鮎性中　堅　′くミス(5億)鳥色土(2/1)砂少量含む　縄文後期置

7 10YR2/i CL継性中　堅　にぷい費褐色土(5/3)含む

8 10YR3/1 cL緒性中　堅　灰費褐色土(4/2)焦色土(2/i)含む

9 10YR25/i cL粘性中　堅　川砂利

10 10YR1 7/1 cL絶佳中　堅　灰費褐色土(5/2)含む

ll 10YR2/1 cL粘性中　堅　パミス(1-400m)多く含む

図Ⅴ- 1西島松5遺跡土層断面図(1)
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V西島松5遺跡包含層出土の遺物
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V西島松5遺跡包含層出土の遺物
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V西島松5遺跡包含層出土の遺物
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V西島松5遺跡包含層出土の遺物
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V西島松5遺跡包含層出土の遺物

表V－1 西島松5遺跡包含層掲載土器一覧(1)

騨辮＃ 遺構名
げ
口
弓

上恥
爵 ７

種
位
器
部く

径

、

０

Ｊ

ｃ

ｌ

ｔ

ｏ
ｒ
出
咽
、
１
ノ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

ｍ

唖

町
舞
即
〆
』

川
甥
、
〆
Ｉ
、

底径

(c､）
図番号 屑付 分類 点数 地文及び主な調整 備 考

P 44一括土器12

0－46

１

１
ⅡIrfi

貝殻条痕文
貝殻腹縁又

図V－9 1
Fn

DⅡ1 深鉢(完）Ia アルトリ式#'1当8．4 5 012．4
３

４

４

４
~~
Ｐ

Ｐ

１
－
７

11M

P 43一括土器17

O－44

P－43

Q－43

P 44一括土器22

11層

~Ⅱ肘
加
１
１
１
帥
２

４

ａ

ａ

ｌ

Ia 貝殻条痕文
貝殻腹縁文

図V－9－2
Fハ

｡｡ 飛本(完） アルトリ式相当'0 5 14．4
戸庁

、,イ

l1ilz3
L4脈』

111簡

Ⅱi鮒

lli棚

貝殻条痕文
貝殻腹縁文

図V 9 3 53 深鉢飼 アルトリ式相当12．8 19．6 6．3

貝殻条痕文
貝殻腹縁文

一括土器20隙lV－9－4 11岡
Rn

、。 P－43 深鉢(完） アルトリ式相当62Ia 14‘2 6.4ワワq
臼竺bU

８

９

１

１

器
器
土
土
括
括
~~

卵

銘

ｌ

８

２

９

Ｍ

ｌ

ｌ

２

１

２

１

Ⅲ

１

７

１

２

１

７

１

醜

弔司$ ｵ

11ﾊｲIP－43 貝殻条痕文
貝殻腹縁文
短刻線文

|叉|V－9－5 53 婚＊(完） アルトリ式相当I a 27.8 8．919．6
Ⅱl『‘i

~11晒
２

３

４

４
~

Ｐ

Ｐ

一括土器16

一括土器21P－43 Iﾐl殺条痕又

貝殻腹縁文
図V－lO－6 1 1燗

Fn

Dd 深鉢碇） アルトリ式柑当I a 26.9 1020

４

４

４

４
~~
Ｐ

Ｎ

６

８

３

８

ⅡI}･''i

P 42

11層

Ⅱ層

lllri

貝殻条痕文
貝殻腹縁文

P－43
アルトリ式相当深鉢(冠図V－lO 7 1 53 (31~8）1a 20.3

P－44
Ⅱ|側

Ⅱ層杭

11層

泥炭1W

５

６

４

４

Ｐ

Ｐ

M 30
Ⅱ1脚 貝殻条痕文

貝殻腹縁文
深鉢(完） アルトリ式相当３

３

５

５

８

９

０

０

１

１

Ｖ

Ｖ

図

図

16．8 1 22．6 9.0Ia
P－45

11ルi

貝殻条痕又
貝殻腹縁文

アルト リ式相当

アルトリ式相当
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一
“

19．1I a 84
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｜
｜

、

Ⅱ

釦
－
９
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１
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１

11 1W 貝殻条痕文
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深鉢院）

ハF
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L 冠白

94貝
竺玉.U図V－10－10 54 ｜a

'111,''1

一括土器16
アルトリ式相当貝殻条痕文 ミガキ111酬

ムユjf U 深鉢(完） 20.5
庁か

』.、14~3図V－11－ll 54 p 4qK 竜U la
８

２

１

２

器
器
土
土
括
括
~~

アルト リ式相当貝殻条痕文 ミガ､キllliリ i獅本(完） 15．5 5．0lxlV-ll l2 54 P－44 ｜ a u･』
且ノ．LJ

P 43一括土器21 11層

o－43 11 1層

P－43

P 44 11l･ゥ

Q－43

Ⅱ層雌下
0－45

111脚

11吋
P－46

砂利牌

一括土器17 11層

P 43一括土器18

一括土器20

Ⅱ屑

11ﾊﾞ'1

0－45

P－46

P 43

0

塀

１

弱

岨

３

１

２

２

４

２

４

１

１

１

５

８

３

鋤

７

３

３

３

１

２

１

１

アルトリ式相当沈線又 ミガキi郷＊G抄 12.0図V－11 13 IaR4
U強 21.0 （汁() 9

貝殻条痕文
14殻腹縁文

深鉢（口）

方形土器
アルトリ式相当1 1．6XlV 11－14 54 ｜a 96

貝殻条痕文
貝殻腹縁文

アルトリ式相当深鉢（□） (10.8）図V－ll－I5 Ia りり川
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ロ
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lli可'I２

３

４

４

４

４

~~
Ｐ

Ｐ

Ｐ
Ⅱ|薗 貝殻条痕文
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lll団
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く
く

ｊ
Ｊ
ｊ

ｎ

□

口

織
織
織

貝殻条痕又

貝殻条痕文

貝殻条痕文

写

０

１
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門
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１

１

２

２

１

１
~

Ｖ

Ｖ

図
図
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一
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一
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２

５
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４

５

３
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４

４

４

４

４

４

４
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Ｐ
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Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ
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｜
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一
ｍ
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－ ｜アルト リ式相当
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０

１

２

~
２

２

１

１

~~
Ｖ

Ｖ

図

図 貝殻条痕文
貝殻腹縁文
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アルト リ式相当
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、
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ノ
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Ｌ
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口

口

癖

識

刻み
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１

２

２

２

２

２

１

１
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Ｖ

Ｖ
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図
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埴
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アルトリ式相当深鉢（口）
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４

４

４

４
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ｌ
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ｌ
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Ｆ
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白
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図
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表V－1 西島松5遺跡包含層掲載土器一覧(2)

器種
(部位）

器高
〆 、

(Cmノ

底採
〆 ､

lcmノ

口径

(c､）
閉り上げ
番 号図番号 ｜蕊|辮噸｜ 遺構名 備 考分類 点数

「〕

地文及び主な調整層位

貝殻条痕文
貝殻腹縁文

アルト リ式相当j繧本（口）11層 Ia図V－12－31 55 P 44

一｜アルト リ式相当

|アルト リ式相当
Ial l l罐ホ(U) 貝殻条痕文111曹図V l2－32 55 1 P－45
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貝殻腹縁又
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２
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２
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一
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｜
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一
弱
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４
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５

４

４

４

４

４
~~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

~三~
二

貝殻腹縁文

貝殻条痕文

口

口

織
織

二

三~ アルトリ式相当

アルト 'ﾉ式相当

図V 12－36
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）
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ペ
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~

~

２

２
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Ｖ

Ｖ

図
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~
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条
条

線
殻
殼
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貝
貝
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貼

文

文

付

ｊ
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ｊ

口

口
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細

惣
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１

２

１
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２
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４
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２
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図
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２
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２
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蠣
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０
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１

器
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土
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括
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４
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４
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Ｑ

Ｐ
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文

文

殼
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無

無

無

貝

無

無

無

無

噸

噸

傾

掴

画

掴

噸

噸
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識
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織
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織

織
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２
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ｌ
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~
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５
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３

３
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二
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０
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４
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深鉢(ﾗ診
突底土器

細細11浪文
撚糸文微降起線文

l l 1茶路～東釧路1V図V－14 61 Ⅲ層58 N 30 Ib
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４
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４
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ｆ
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２
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ヨ 深鉢(完）
突底土器

組繩ﾉｰf浪文
撚糸文

東釧路1V図V－16－70 ⅡI閂 ｜ b 32.0 34.058

11層

11層

、層下

11層

深鉢
(口～胴）

東釧蹄1V図V l6－71 58 0－42 lb 36.4 (27.0） 一
離糸文繩線又

0 43 1

0－43 1一括土器24
Ⅱ層

組繩圧痕文
撚糸文

浅鉢院） 東釧路1V図V 17 72 18~7 2．6Ib 21.558 0 42
Ⅱ層下

Ⅱ層

I層

11層

0 43

浅鉢
(口～lli1）

東釧路1V撚糸文図V－17－73 (18.6）［ b 18.8RQ
RJJ 0－34

－177－



V西島松5遺跡包含層出土の遺物

表V-1 西島松5遺跡包含層掲載土器一覧(3)

分類 点数
図版
番号

接合遺構
グ'1ツト

、り上|f

番 号
Ｊ

種
位
器
部く

口径

(c､）

』
回
呵
、
Ｕ

１

冊

器
化

底径
〆 、

(C、ノ
図番号 遺構名 層位 地文及び主な調整 備 考

Ib l 78 浅鉢(完)ILR撚糸文の羽状| 23.0 1 17.6 一 ｜東釧路Ⅳ図V l7－74 1 59 P－43 一括土器ll l Ⅱ層

深鉢
(口～胴）

図V 17 75 一括土器11 11層RQ P－43 | b LR RLの羽状 (22.5）弧 束釧路ハ28．6

深鉢

(口～胴）

撚糸文

縄線文
図V－18－76 一括土器23 11層RQ

Uv 0－43 Ih 戻り
Iノム 東釧路Ⅳ27．8 ｲ1qワ1L▲噂･－J

深鉢

(口～胴）
撚糸文
縄線文

図V－l8－77 弓Q
L』ぜ Ⅱ層Q－20 I b qqUU 束"I|路Ⅳ(12.9）28．0

一括土器11 判

３

ｍ

１

２

４

４

ｂ

ｂ

ｌ

lb－4

Ib－4

P－43 撚糸文
縄線文

深鉢

(口～胴）
Ⅱ層IXIV－l8－78 RQ

Uゾ 東釧路1V
４

２

３

３

４

４

４

２

~
~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｏ

Ｏ

０

６

６

60 深鉢
(口～胴）
撚糸文補修孔
組繩圧痕文

９

０

７

８

~

９

９

１

１

~

Ｖ

Ｖ

図

図

層
堰

東釧路1V

栄釧路1V深鉢（口） 撚糸文

組繩圧痕文
撚糸文

| b－ 、

図V l9 81 11層60 深鉢（口）0－34 l b－4 東釧路I，1

縄線文
撚糸文

図V l9－82 Ⅱ層60 M－33 深鉢（□） 束釧路Ⅳl b 1

~~括土器24 ［1 1苗

II層下

Ⅱ層

、層

I]層

11層

Ⅱ層

Ⅱ層

Ⅱ層

11層

Ⅱ層下

３

２

３

２

２

２

２

２

２

２

３

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

~
~
~
~
~

~
~
~

Ｏ

０

０

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｏ

１

２

１

３

２

１

１

１

１

１

１

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

~
~
~
~
~

~~

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

lb－4図V 19 83

図V－l9－84

撚糸文60 婚ホ（口） 東釧路ハ

帥

帥

帥
一
帥
一
帥
一
帥
帥

帥

帥

深鉢（口）

深鉢（口）

深鉢（口）

蝿ホ（口）

深鉢(I同）

深鉢q同）

深鉢（口）

深鉢（口）

深鉢胴）

撚糸文

縄線文

東釧路Ⅳ

東釧|路Ⅳ

東釧路Ⅳ

東i1l l路Ⅳ

東〃||路Ⅳ

東釧路Ⅳ

東釧路Ⅳ

東劉||路Ⅳ

東卿||路Ⅳ

三一岸三一信三５

６

７

８

９

０

１

８

８

８

８

８

９

９

~
~
~
~

~~

９

９

９

９

９

９

９

１

１

１

１

１

１

１

~
~
~
~

~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

図
図
図
図
図
図
図

撚糸文

撚糸文

撚糸文

撚糸文

撚糸文

撚糸文

撚糸文

二

二

二

二

三
２

３

９

９
~~
９

９

１

１

~~
Ｖ

Ｖ

図

図 深鉢
Ⅲ同下割り

Ⅱ層 撚糸文 Ｉ

Ｉ

Ｖ

、

《

肥

；

’

計

掛

馴

醐

卯

外

p 』q
L －ZLJ Ib 460 1

図V 19 94 1 60 1 P－43 一括土器ll l Ⅱ層
’ ｜ へ ．~ ’ Ⅱ層
0

Ib－4 1 1深鉢(胴〉

幸"《。繕*(底）
撚糸文

－42
東釧路Ⅳ撚糸文図V－l9－95 60 I b－4 1.8

~
~ ~

Ⅱ層 I
0－43

【前期】
綱文式相当

尖底土器(胴）Ⅱ層図V－20－96 Q ワq
u 臼Rノ Ⅱa ２ LR つぶL61 ~ ~

哩
囑
禧

[Ia l 尖底土器(閥） RL

IIa l 尖底土器(口） LRつぶし
ワ

IIa 号 鱸土器(胴） LR
1

，a 2 尖底土器幅） LR

山一叱

災底土器(胴） LRⅡa

綱文式相当７

８

９

９
~~
０

０

２

２
~~

Ｖ

Ｖ

図
図

釧
引

２

１
~~

Ｓ

Ｔ

副

団 綱文式相当

綱文式相当同一個体

ハ

０

Ｆ

『

Ｕ

ｌ

ｌ

~
~

Ｔ

Ｕ

図V－20－99 61
Ⅱ層

Ⅱ層|XlV-2()－100 61 U－l6 ~ ~ ~

尖底土器
Ⅲ同下罰，

綱文式相当Ⅱ層図V－20－101 61 T 15 1P
竺且、Ⅱa ワ

LR沈線文
刺突文

樺l I lIll,式相当Ⅱ膳 尖贋･'一器(日）|割V 20－10 P 44 lIa61

春日町式相当

静内中野式相当

春日町式相当11層

II層

II層

I層

Ⅱ層

I層

Ⅱ層

MC層

尖底土器（日） LR沈線文刺突文

尖底土器(口） LR滑石を含む 一静内中野式相当

尖庇土器(口） LR滑石を含む 静内中野式相当

尖睡器(口） 組繩回転文

尖臓器(胴） 組繩回転文 肺内中野式相当
（同一固体）

尖底土器(胴） 組縄回転文

瀝土器(完） LR 静内中野式相当

削抵土器(口） LR補修孔 静内中野式相当

尖庇土器(口） RL 静内中野式相当

尖底土器(口） LR 一 ，Wi内巾野式相当

尖底土器(□） LR i即|ﾉ1中野式相当

J燕土器(口） LR 静内中野式相当

尖底土器(ﾛ） LR 一静内中野式相当

尖底土器帽） LR －静内中野式相当

尖底土器(口） LR捕修孔 一静内! |,野式相当

鱸土器幅） LR 一肺|ﾉ1中野式相当

尖唾ﾆﾋ器幅） LR 静内中野式相当

滑石を含む

滑石を含む

器器

１１
くＩ
口口

蝿蝿

眼一眼

肺内中野式相当
（同一固体）

静内中野式相当

静内中野式相当

静内中野式相当

,Wi内巾野式相当

i邪|ﾉ1中野式相当

静内中野式相当

静内【 | 】野式相当

肺|ﾉ1中野式相当

締内中野式相当

図V 20 lO3

図V 20－lO4

５

２

２

６

５

６

６

０

４

３

０

４

９

４

０

２

０

３

２

２

１

１

１

１

２

４

４

２

３

２

３

３

２

３

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~~

~~

Ｏ

Ｋ

Ｋ

Ｔ

Ｕ

Ｔ

Ｕ

Ｋ

Ｐ

Ｑ

Ｋ

Ｎ

Ｏ

Ｎ

Ｌ

Ｍ

ｌ

叱
一
恥
一
叱
一
山

叱
一
山
一
山

山

恥

順
一
地
一
山

叱
一
叱

恥
一
叱

恥

１

１

６

６

ｌ
ｌ
１

２
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
岨
一
ｌ
ｌ
１

Ｉ
ｌ
１
ｌ
岨
－
５

１
｜
妬
１
’
５

図V-20-105

図V-20 1()6

刷
一
乾

舵

馳

舵

舵

馳
一
銘
一
“

馳
一
舵

髄
一
粥
一
錦
一
船

図V 20-107

図V 20-108

図V 21 109

図V 21 110

図V－21－Ill Ⅱ層

Ⅱ層２

３

１

１

１

１
~
１

１

２

２
~~

Ｖ

Ｖ

図
図 MC層

I層

、層

４

５

６

７

８

９

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

~
~
~
~

~

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

~

~

~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｉ
区
区
区
区
区

剰
－
－
－
－
－

I層

nA層

lIB層

静内中野式相当

II層

尖底土器
（低部）

Ⅱ層図V－22－l20 63 Q 43 Ⅱa 1 RI

災底土器
（低部）

聯内中野式相当

静内中野式相当

図V 22 121 Ⅱ層64 Q－43 Ⅱa LR1

尖底土器
（低部）

Ⅱ層図V 22 122 U－l564 Ⅱa ２ LR

尖底十器
（低部）

撹乱 静内中野式相当図V－22－l23 0 35 Ⅱa64 RI1

堤底土器
(低部）

!抑内1 |]野式相当図V－22－l24 Ⅱ層64 0－29 Ⅲa 3 LR ~

尖底土器
(底部付近）

Ⅱ層 静内中野式相当

静内! | '野式相､11

図V 22-125 、a
【

Ｊ

１ LR寵 Q－32
~

喧
帽

尖底土器
(腰部付近）

“

Ⅳ

５

５

xIV 22－l26 U－l6 Ⅱa LR64 ~ ~

〆
○
一
、

１

１

~
Ｔ

Ｕ

尖底土器

(低部付近）
Ⅲ層 静内中野式相当XIV-22-l27 Ⅱa LR64 ~

結束羽状縄文
縄端圧痕文貼付帯
絡条体圧痕文

【｢|~'期】

11]筒上層b式相当

深鉢
(口～胴）

一妖 t器32 11層XlV 23 l28 65 0－43 Ⅲ )8

-178-



表V－1 西島松5遺跡包含層掲載土器一覧(4)

接合遺構
ｸﾞリット 層位 ：吐：

器種

(部位）
器高
(c､）

| i径
(c､）

庇径

(c､）
図版

番号
図番号 遺構名 分類 地文及び主な調整 備 考点数

深鉢（口） 結束羽状縄文

溌撫"※
結束羽状縄文
貼付帯

円筒上層b式相当図V 23－l29

図V-23 130

図V-23-131

S－27 Ⅱ層

M－41一括土器3(） II層

M－41 一括土器3(） Ⅱ層

M－41一括土器3(） U屑

土器集1 ' 1 Ⅱ層下

S－16 1層

Ⅱ層００
３３

器器
土土

括括
~~

Ⅱ層

U暦

S－16

Ⅲ

｜

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

１

２

Ⅲ
’
６
｜
価
３
’
９

髄
一
髄

二

二

三~
二

~三
円筒上層b式相竺
（同一固体）

６

６

６

６図V 23－l32

図V－23－l33
結束羽状縄文
貼付帯

深鉢(完） 円筒上層b式相当lⅡりひ

貼付帯沈線文
縄端H狼文

図lV-23-l34 IIB層 深鉢（口） 円筒上層b式相当M 40 ⅡI 166

深鉢

(口,矩部
図V-23 135 括土器3(） 貼付州；66 II層 一円筒上間b式相当M－41 llI ヨ

深鉢

(口～胴）
刺突文
貼付帯

図V-23-136 括土器765 P－44 Ⅱ層 円筒上層b式相当Ⅲ 19

結束羽状縄文

縄線文貼付瘤
貼付帯
縄端圧浪文

図V-24-137 深鉢(完）65 R－l5 Ⅱ層 円筒上l曾b式相当
庁八

jDⅢ

ⅡB層

Ⅱ層

ⅡB層

２

１

１

図V 24－l38 深鉢（口） 結束羽状縄文66 M－40 、 円筒上層b式相当
同一固体

図V－24 139 1 66 M－41 深鉢（口）Ⅱ ~~ ~~ ~

RL

貼付帯
図V－24－l40 ⅡB層 深鉢（□）66

戸 1斤

ご一l｛ Ⅲ 円筒 上層b式相当1

結束羽状繩文
貼付帯

IV-24-141 深鉢（口）ⅡB層M－39 円筒上層b式相当13Ⅱb

深鉢

(口,建部)
図V-24 142 一括土器3367 Ⅱ層 結束羽状縄文M－39 Ⅲ ］ 円筒上層b式相当

同一固体
図V 24－l43

図V－24 l44

図V-24-145

図V-24-146

９

９

２

２

器
器
土
土
括
括
~~

深鉢（口） 結束羽状縄文

解鉢（口） 結束羽状縄文

深鉢（口） 結束羽状縄文

深鉢（口） 結束羽状縄文

深鉢(口丁結束羽状縄文

結束羽状縄文

結束羽状縄文

結束羽状縄文

結束羽状縄文

師

師
一
師
一
師
一
師

１

１

３

９

７

４

４

４

３

１

~
~
~
~

Ｍ

Ｍ

Ｏ

Ｍ

Ｑ

蠣
一
礪
一
峠
一
幅
一
幅

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ

ｌ

７

１

１
ｌ
４

二 二

~
~
~

円筒上11,4b式相当

円筒上層b式相当

一据十器33 円筒上層b式相当

円筒上層式相当７

８

４

４

１

１

~~

Ｆ

Ｄ

一

．

、

、

ム

ワ

白

~
Ｖ

Ｖ

図

図 羽状縄文
貼付帯刻み

68 0－21 MC層 深鉢（口）

i総ホ（口）

Ⅲ ~ ~

~

円筒上層式*M当

同一固体I層

MC層

羽状繩文
貼付帯災|lみ

〔

ｕ

》

ｎ

Ｕ

Ａ

響

Ｆ

『

Ｕ

１

１

~

~

５

５

２

２

~

~

Ｖ

Ｖ

図

図

I〕－21 Ⅲ66 ~ ~ ~ ~

貼付帯

（絡状･滞圧痕文）
68 Ⅱ層 深鉢(口）Z－37 Ⅱ 1 円筒上層式相当~

貼付帯

（絡状帯圧痕文）

半戦竹管押引

図V－25－l51 P－21 I層 深鉢（口）68 Ⅲ 1 円筒上層式相当

図V－25－152 1 68

図V 25-153 1 68
図V-25-154 1 68

３４
５５

１１

~~
５５

２２~

ＶＶ

図図

ⅡB居

Ⅱ層

ⅡB層

深鉢（口）P－21

O－43 一括土器26
L 38

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

１

帥
一 ｜円筒上層式ﾈH当

一 ｜円筒上層式相当
一 ｜ ［ 口繕テ 1－屈二卜 とロコ14

円筒上層式相当

円筒上層式相当

二 二

深鉢(完) ｜羽状繩文
深鉢突起 貼付帯1

LR

貼付帯

貼付帯

図V 25－l55 68 深鉢突起O－l9 ⅡB層 Ⅲ 1 円筒上層式相当兆

帳図V－25－l56 68 1N－19 MC層 ’ Ⅲ 1 深鉢突起 一 ’ ｜円筒上層式相当~

LR

貼付帯繩線文
X1V 25－157 Q－29 深鉢（口68 J1 1首 Ⅲ 1 円筒上屑式相当

図V 25－158 68 10－25 MCE I I 1I 1 深鉢突起｜貼付帯縄線文 一 一 ’ ｜円筒上層式相当

貼付帯
絡条体圧痕文

図V 25－l59 深鉢突起68 P 22 MC層 Ⅱ 1 円筒上層式相当

図V－25-160 1 68 10－21
図V－25－161 1 68 Q－l6

深鉢(口)ILR貼付帯刻み 一｜
深鉢突起 RI, 刻み －’

ⅡB層

11層

Ⅲ
一
Ⅲ

1

1

一 円筒上層式相当
一円筒_1個ｪ跡'1当

結束羽状縄文
半裁竹管文

図V－26－l62 ⅡB層68 0－45 架鉢（1 1）llI 円筒上層式柑当1 ~

図V-26 163 深鉢(Q) | RL貼付帯沈線文
深鉢突起｜結束羽状縄文結束羽状縄文

舶
一
銘
一
鎚

釣

釣

釣

的
一
的

噌
禧
禧

戸
‐
「
Ｕ
〈
ｈ
リ
ハ
ｈ
）
御
、
［
Ｊ
１
、
叩
Ｕ
戸
へ
Ｕ
庁
Ｊ
１
（
ｕ
〕

ｄ

１

４

句

Ｉ

Ｊ

ｑ

ｌ

Ｌ

ｎ

色

ｑ

１

人

旬

ム

の

く

り

、

ム

Ｕ

Ｉ

Ｌ

~
~
~

~
~
~
~

Ｏ

Ｑ

Ｐ

Ｌ

Ｐ

Ｔ

Ｑ

Ｐ

Ｎ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

剛
一
Ⅲ
｜
旧
一
Ⅲ
｜
Ⅲ

Ⅲ

ｌ

－

１

１

１

１
１
－
１
－
ｌ
－
１

当
当
当
当
当
当
当
当
当

相
相
相
相
相
相
相
相
相

式
式
式
式
式
式
式
式
式

層
層
層
屑
層
層
層
層
層

上
ｔ
ｔ
Ｌ
ｔ
ｔ
ｔ
上
に

’
一
一
一
一
一
一
一

筒
筒
筒
筒
筒
筒
筒
筒
筒

円
円
円
円
円
円
円
円
円

二 二

二

４

５

６

６

１

１
~~
６

６

２

２
~~

Ｖ

Ｖ

図
図 貼付帯貼付帯深鉢突起

深鉢突起 結束判状繩文６

７

８

９

６

６

６

６

１

１

１

１

~
~
~

６

６

６

６

２

２

２

２

~

~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

図
図
図
図

Ⅱ層

IIB層
二

二

三

三

二

二

二

三

深鉢突起 LR RL
深鉢突起沈線文側面圧痕文Ⅱ層

Ⅱ層

MC層

MC層

深鉢突起｜沈線文

深鉢(口) ｜沈線文
深鉢突起| LR

沈線文図V－26－l70 貼付帯

LR沈線文 三XⅣ－26－171 1 69

g,v_26 ,72 69 LR沈線文
刻み

P－18 ⅡB層 深鉢（口）m l |リ筒上層式相当

結束羽状縄文
貼付帯

図V－26 l73 Q l7 Ⅱ層 深鉢（口）69 Ⅲ 1

円筒上層式相当
同一固体結束羽状縄文

貼付帯
図V－26－174 69 IIB層 深鉢（口）P－l7 、 1

５

６

７

７

１

１

~~
６

６

２

２
~

Ｖ

Ｖ

図

図

砂利層 | m l l l深鉢突起 結束斜行繩文貼付帯’ 一 ’ 一69 Z－38 萩ヶ岡式ﾎH当

萩ヶ岡式相当
結束羽状縄文
半裁竹管押引

P－26 ⅡB層 深鉢（□）69 Ⅲ 2

結束羽状縄文

半裁竹管押引
図V－26－l77 IIB層 深鉢（口）69 Q－26 Ⅲ １

１

萩ヶ岡式相当

図V 26-178

図V－26 l79

m l l 深鉢突起
III l 深鉢突起

69 1 0－l8
69 1T－24

頤

鴫

沈線文刺突文

LR IIlli付帯

萩ヶ岡式相当

萩ヶ岡式相当
三トー一

貼付帯沈線文
半裁竹管による沈線

図V-26-180 69 Ⅱ層 深鉢突起K－39 Ⅲ 1 荻ヶ岡式相当

１

２

３

８

８

８

１

１

１

~
６

６

６

２

２

２

~
~
~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

図
図
図

区lV－26－181

l82

l83

69

図V－26 69

図V－26 69

図V－27 l84 70

層
層
層
層

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ⅱ

Ｍ

Ｍ

Ⅱ

８

Ｆ

０

９

３

３

２

１

２

~
~
~

Ｌ

Ｐ

Ｎ

Ｍ

深鉢突起

深鉢突起

深鉢突起

半裁竹管押引

半裁竹管による沈線

Ⅲ
｜
Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

１

１

１

１

ヶ岡式相当

ヶ岡式相当

ヶ岡式＃|当

ヶ岡式ｲ'1当

二

二

二

~三半裁竹管押引

半蔽竹管押引深鉢突逝

－179－



V西島松5遺跡包含層出土の遺物

表V－1 西島松5遺跡包含層掲載土器一覧(5)
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表V－1 西島松5遺跡包含層掲載土器一覧(6)
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手稲式棚当

一手稲式相当

一手稲式相当

ホッケマ式相当

ホッケマ式相当

二 一 ホッケマ式相当
一 ホッケマ式相当

手稲式相当

一 ホッケマ式相当
一 幸 ‘ ケラ刈雪止円〕“

手稲式柑当同

手稲式相当

手稲式相当

手稲式Ⅲl当
手稲式相当

ホッケマ式相当

ホッケマ式相当二
~

ホッケマ式相当

手稲式相当

ホッケマ式相当
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禧２

３

４

４

２

２
~~
２
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図
図 ｊ
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沈線文刻み図V 32 247

図V-32-248 細
州
州
輌
州
諏
細
細

沈線文亥|lみ

沈線文

LR沈線文

LR沈線文

LR沈線文

LR沈線文

沈線文刻み

LR沈線文

９

０

４

５

２

２
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２

２

３

３
~

Ｖ

Ｖ

図
図

Ⅱ層

Ⅱ層 蝿
一
兆

幟

一

一

掴

一

辨

１

２

５
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２

２
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２

２

３
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Ｖ

Ｖ

図
図

層
層
層
層
蠣
層
堰
礪
層

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

冊

Ｍ

Ｍ

Ｉ

手稲式柵当

圭
手稲式相当図V 32-253

図V-32-254 ホッケマ式相当

ホッケマ式相当図V-32 255

深鉢（口）

~深鉢（口）
LR刺突文

LR沈線文

手稲式*1 1当

手稲式相当

図V 32-256

図V-32-257
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図
図
図
図

深鉢（口） LR

瀦本胴） LR

深鉢胴） RL

深鉢(底） 沈線文

手稲式相当

ホッケマ式相当沈線文刻み

沈線文刻みⅡ層

~Ⅱ層
ホッケマ式相当

手稲式ｲ1 1当

I層

Ⅱ層

Ⅱ層

Ⅱ層

Ⅱ層

図V-33-262 深鉢唾） LR沈線文 手稲式相当

ホッケマ式相当

78 Ⅳb
ハn

o.｡

図V 33 263

図V-33-264

図V 33 265

深鉢(底）

深鉢(底）

罐本(底) | LR刻み

深鉢(底) ｜無文
台付土器(底) ｜雌文

稲
一
泊

泊

Ⅳb

Ⅳb

Ⅳb

4．8 1ホッケマ式

｜手稲式相当
二 二

手稲式相当

手稲式相当

ホッケマ式相当

手稲式相当

堂林式相当

堂林式相当

一 9．7

注口

(注ぎ口）
６

７

６

６

２

２

３

３

３

３

Ｖ

Ｖ

図

図
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』 ムI Ⅳb
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沈線文刻み

Ⅱ層78 注口（口）Q－29 Ⅳb
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９
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３
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Ｖ

Ｖ

図
図

層
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囑
礪
囑
蠣
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礪
層
噸
礪
蠣
鱈

Ⅱ
ｎ
Ｍ
Ⅱ
Ｍ
Ⅱ
川
Ⅱ
Ｍ
Ⅱ
Ｍ
Ｍ
Ⅱ
Ｍ

詞
一
割
一
銅

沈線文

RI‘ 突瘤文

LR突瘤文

沼

門

ね

３

０

７

２

２

２
~~

Ｓ

Ｔ

Ｓ

恥
一
脈
一
昨

７
喝
１
岨
８
邪
１
喝
１
１
’

１
｜

汀

皿

蝿
一
恥

“

蝿図V 33 270

図V-33-271

図V-33-272l当lV－33－272

79 浅鉢(うぅ RL突瘤文 一 堂林式相当24 Ⅳc (10~0）16.2

、

ノ

、

ノ

［
ｕ
一
元

／

ｔ

／

、

鍛

織

LR突捕文 20.8
LR突揃沈線文 32.6

1 79 N 24

図V-34 273 1 79 1G－35 一括土器44
一 堂林式相当
6．0 堂林式相当

恥

味

「尺ワ､
、Updﾉ

15.9

O－l8
RL

突瘤文沈線文
図V-34 274 浅鉢(完）79 Ⅳc 堂林式相当16.6 10．7 1反

J･リ

６

８

４

１

１

２

~~
Ｐ

Ｐ

Ｐ

浅鉢
ロー旧下部）

図V 34 275 79 Ⅳc LR突瘤文 三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

１

昭

３

４

１

恥

２

３

弱

２

16．7
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11．咄

P 26

４

５

１

２

２

２
~~

Ｎ

Ｎ

Ｌ

図V-34 276 80 MC層 j慧本（口） RL突瘤文Ⅳ（ 17.0
'ハハ､

（D,Oノ

MC層

I層

II層

ⅡB層

深鉢

(ﾛｰ胴間）
図V-34-277 80 M 21 三ツ谷式～御殿山式相当LR突瘤文Ⅳc (28~0）32.6

MC層
M－22

深鉢
(口～胴）

図V 35-278 MCI閨 RL突瘤文80 N－24 56 三ツ谷式～御殿山式相当Ⅳ（ lqq
』U－LJ (28,6）

I層

Ⅱ層

MC層

I層

１

２

崎

１

銘

銘

１

１
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１

~

深鉢
(口～ IⅢ）

図V-35-279 LR突瘤文 三ツ谷式～御殿山式*Il当80 P－l8 Ⅳc 28.8
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‘L、Uノ

K－16

Ⅱ層
７

９

１

１
~~
Ｋ

Ｋ
深鉢
(□～'''1）

突瘤文
沈線文

図V 35 280 三ツ谷式～御殿山式相当Ⅳc 27.6 20.9）MI I

I層
T 1n

L 1，

Ⅱ眉

~I層N 18

RL

突瘤文
図V-36-281 MC層 深鉢(完）80 P－25 大洞B式Ⅳc ]3 29.2 31.0 8．0

無文突瘤文
I層

MC層

MC層

深鉢
(□～胴）

１Ｍ応

１
３

深

図V 36 282 K－21 三ツ谷式～御殿山式#' 1当81 [Vc

図V 36－283 1 81 P－26 鉢（口）

深鉢
(口～胴）

羽状縄文突揃文 30~0 1 一 一堂林式相当Ⅳc

羽状縄文
突瘤文

図V-36-284 N 25 MC層 堂林式相当

堂林式ｷﾄl当

副

団

Ⅳc 。

層
礪
噌
層
幅

Ｉ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

１

深鉢
(口～胴）

１

８

２

２

４

図V 36-285 ll状縄文N－25 Ⅳc

H26
深鉢
(口～胴）

図V 37 286 RL突瘤文82 P－26 三ツ谷式～御殿山式相当Ⅳc

深鉢
(口～胴）

図V 37 287 MC層 RL突瘤文 三ツ谷式～御殿山式棚当82 P－25 lVc 1
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V西島松5遺跡包含層出土の遺物

表V-1 西島松5遺跡包含層掲載土器一覧(7)

鑿|辮常
軸上げ
爵 号 (熊) 地文及び主な調耀

口径
′ 、

(cmノ

高
心
器
な

底径

(c､）
図番号 遺構名 晒位 分類 点数 備 考

TT○戸

rl‘0 ４

１

深鉢

(lLl～胴）
ZlV 37 288 MC層82 P－26 1V（ RL突瘤文 三ツ谷式～御殿I｣ I式相当

深鉢
(□～胴）

xIV-37-289 MC層82 N－24 Ⅳc 12 RL突瘤文 三ツ谷式～御殿山式相当

IXIV 37 2901 83
RIV－37 291 A3

１

７

Ｖ

８

４

１

２
~~
Ｐ

Ｎ

層
層

Ｃ

Ｃ

Ｍ

Ｍ

鱈*(口) | Rl' 突瘤文
深鉢(D) | RL突瘤文

恥
一
Ｍ

一 ’ 一 三ツ谷式～御殿山式相当
一 一’ 三ツ谷式～御殿山式相当

Ｕ
一
吃

２

３

４

９

９

９

９

２

２

２

２

８

８

８

３

３

３

３

~Ｖ
Ｖ

Ｖ

図

図

図

図

深鉢
(口～1個）

MC層M 2383 LR突瘤文Ⅳc 三ツ谷式～御殿山式相当b

深鉢
ﾛｰ跡.部）

MC層P 2483 LR突瘤文IVC 10 三ツ谷式～御殿山式相当りりワ
ム白．1

深鉢

(口～胴）
MC層84 0 25 LR突瘤文10WC 三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当５

６

７

９

９

９

２

２

２
~

８

８

８

３

３

３

~

~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

園
図
図

ⅡB層

MC層

拠
一
劉
一
鯛

２

６

１

２

２

２

~
~
~

Ｍ

Ｐ

Ｋ

Ⅳc 5 深鉢（口） LR

ⅣC l 婚*（口） LR

IVc l 課鉢（口） LR

1

3
ハ

リ 深鉢
Ⅳc ， （口～胴) LR

n

乙

9

酢一脈

ｊｊ
口口

くく

織織

深鉢
(口～胴）

Ⅳc LR

突瘤文

突瘤文

突瘤文

二

~三
二

~三
二

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当I層

llB層

MC層

I層

Ⅱ層

IIB層

MC層

L－21

図V 38 298 84 突瘤文 三ツ谷式～御殿山式相当34.3

M－21

羽状縄文

突瘤文沈線文
MC層XIV 39 299 85 P－l8 深鉢（口） 三ツ谷式～御殿山式相当6Ⅳc

LR

突瘤文沈線文
I層lV-39 300 85 M－l6 Ⅳc 深鉢（口） 三ツ谷式～御殿山式相当３

LR

突瘤文沈線文
MC層 三ツ谷式～御殿山式相当図lV 39 301 8う P－26 深鉢（口）Ⅳc り

深鉢
(口～'''1）

LR

突瘤文沈線文
IlB層 三ツ谷式～御殿山式ｲI l当図V 39 302 1－23 Ⅳ［ 116b

深鉢
(口～胴）

RL

突瘤文沈線文
土器集中 II層 三ツ谷式～御殿山式相当図 V-39-303 85 「 25 Ⅳc

1の

l色

羽状繩文
突獅文沈線文

三ツ谷式～御殿山式相当４

５

６

０

０

０

３

３

３

９

９

０

３

３

４

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ⅸ

一

区

一

悩

MC層 i雑ホ（口）N－2285 Ⅳc 1

I層 ｜ ｜

MC層 | |
11層 |

８

８

６

１

１

１

~
~
~

Ｏ

Ｐ

Ｑ

圭深鉢(口）
~151

RL

突揃文沈線文
三ツ谷式～御殿山式相当Ⅳc

n行F

dD.、UD

羽状縄文

突瘤文沈線文
三ツ谷式～御殿山式相当MC層 4 i繕本（口）P－l8 Wc86

羽状縄文
突捕文沈線文

三ツ谷式～御殿山式棚当ⅡB層 探鉢（口）lXlV 40 307 M－22 Ⅳc86

羽状繩文
突瘤文沈線文

三ツ谷式～御殿山式相当I層 架鉢（'二I）図V－4() 3()8 T一りり
』二 白白 Ⅳc86 I

ⅡB層
Ｆ

ヘ

リ

ハ

ｈ

〉

の

△

ｎ

ム

Ｎ

Ｏ

１

１

RL

突纈文沈線文
三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

深鉢（口）

深鉢（口）

図V-40 309 Ⅳ亡86

哩
幅 RL

突瘤文沈線文
図V－40－310 u－20 Ⅳc 186

I層

IIB暦

MC層

I層

IIB層

MC層

I層

I層

１

１

３

１

５

０

１

１

４

３

１

0－18

深鉢
(口～胴）
LR沈線文刻み
突瘤文

三ツ谷式～御殿山式相当叉lV－40 311 86 Ⅳc 36.7

P 18

９

７

８

７

１

１

１

１

~
~
~

Ｐ

Ｏ

Ｏ

Ｐ

LR沈線文

貼付揃
三ツ谷式～御殿山式相当深鉢（口）図V－40－312 Ⅳc り1貝

乙1．J51

MC層

LR突瘤文沈線文
貼付瘤

三ツ谷式～御殿山式相当MC層 深鉢（口）図V 40-313 ７87 P 25 Ⅳc ~

三ツ谷式～御殿山式相当

三シ谷式～棚l殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ソ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式朴1当

深鉢(I]) | RL突瘤文沈線文
探鉢(IJ) | RL突瘤文沈線文

MC層

MC層

Ⅱ層

MC層

I層

４

５

１

１

３

３
~
１

１

４

４
~~

Ｖ

Ｖ

－
低
樫

叱
一
皿
恥
一
墜
恥

写
Ｉ
ｌ
ｑ

師

Ｗ

師
一
師
師

４

４

０

５

３

２

２

２

２

２

~
~
~
~
~

Ｎ

Ｎ

Ｔ

Ｎ

Ｋ

二

二 二

二

二

~三ｊ
Ｊ

口

口

く
く
織
癖 ｊ

癖
一
癖

癖

沈線文

爪形文

爪形文

６

７

８

１

１

１

３

３

３

~

~

１

１

１

４

４

４

~
~
~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

図
図
図

肌
肌
一
岨ｊ

口

口

く
く
癖
識

３

２

深鉢
(口～胴）

深鉢（口）

LR突瘤文爪形文
沈線文

三ツ谷式～御殿山式相当ⅡB層図V－41－319 87 M－22 IVC ５

’

３ 三ツ谷式～御殿山式相当

一 ’三ツ谷式～御殿山式相当

MC層

I層

MC層

I層

MC層

突瘤文爪形文

突瘤文爪形文

図V 41-320 1 87
図V-41-321 1 87

２

０

２

２

２

２

~

~

Ｍ

Ｋ

Ｌ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

く

く

く

ｊ

ｊ

ｊ

ロ

ロ

口

熱
斡
認

３

２

１

１

４

LR深鉢（口）

阯

恥 ~~~二

三ツ谷式～御殿山式相当突瘤文爪形文図V 41 322 88 IVC
M－22

深鉢
(口～胴）

羽状縄文
突痛文爪形文

三ツ谷式～御殿l l l式棚当MC層図V-41-323 N－22 1V〔88 ）

MC層

I層

MC層

６

７

０

２

２

２

~~
Ｐ

Ｐ

Ｋ

Ⅳ~hH(")
wcl l l深鉢（口）

深鉢

(口～胴）
Ⅳc 三ツ谷式～御殿山式相当LR突瘤文爪形文図|V－41－324 88

－’三ツ谷式～御殿山式相当癖
一
》

爪形文

爪形文

図V－42－325 1 88 RL

LR

刻み
三ツ谷式～御殿山式相当MC層 婿本（口）図V-42-326 88 M－22 Ⅳc 1

一 ’三ツ谷式～御殿山式相当
一 ＝, ､，大寒トー幼;1 1 1理, ｜ ,二l塔川 ぃ14三ツ谷式～帥殿山式柵当

"*(I]) | LR突瘤文爪形文
購ホ(I=l) | LR突瘤文爪形文

層
暦

Ｃ

Ｃ

Ｍ

Ｍ

図V－42－327 88

1xlV 42 328 88

５

５

２

２
~~

Ｐ

Ｐ

阯
一
恥

Ｊ
一
弓
１

二 二

三ツ谷式～御殿山式相当
羽状縄文
突瘤文爪形文

11層 溝＊（口）図V-42 329 88 N－23 lVc )

xIv-42 33' &8g=;:
１

１
LR突瘤文爪形文 三ツ谷式～御殿山式相当MC層 深鉢（1 1）Ⅳ〔
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表V－1 西島松5遺跡包含層掲載土器一覧(8)

器高
′ 、

（cmノ

底径
f ,

（CⅢノ

口径
/ 、

（CⅢノ

舳上If
分類

番 号 (鵜 地文及び主臆鯛整図版
番号

接合遺構
グリ ･ソ ト

備 考点数遺構名 ｜ 層位図番号

一’三ツ谷式～御殿山式相当
一三ツ谷式～御殿山式相当

ｊ
ｊ

口

口

く
く
織
織

LR突瘤文爪形文｜
I』R 29~ 1

Ⅱ層

MC層

２

岨

恥
一
脈

図V－42-331 1 88
図V－42－332 1 89

２

２

２

２

２

２
~

０

Ｎ
~

３

３

３

３

３
~
２

４

４

~~
Ｖ

Ｖ

図

図
深鉢
(1 1～胴）

三ツ谷式～御殿山式相当RL突瘤文爪形文
nrL 1

00．1MCI側 30IVC89 0－24

深鉢
(口～胴）

L］４

５

２

２
~~
０

０
三ツ谷式～御殿山式相当LR突瘤文爪形文

Ｆ
、
Ｕ

４
刈
玉

、
ベ
リMC層図V-43-334 Ⅳc89

~

LR突瘤文爪形文
沈線又

三ツ谷式～御殿l l I式相当MCﾊYi 織ホ（口）ⅨlV-43-335 Ⅳc 1K－2089

RL突瘤文爪形文
沈線文

三ツ谷式～御殿山式相当深鉢（口）ⅡB胴 1図V 43-336 89 K－21 Ⅳc

1

7
2
2
1

6

1

深鉢
(’ 1～Iロ

I,R突瘤文爪形文

沈線文

２

２

５

６

２

２

２

２

~

~~

Ｍ

Ｎ

Ｐ

Ｐ

三ツ谷式～御殿山式相当MCIIYi図V 43-337 22.1IVC89
~

MC刑

I層

I層

LR突瘤文爪形文
沈線文貼付揃

三ツ谷式～御殿山式相当深鉢（口）図lV 43 338 IVC90

0－24 深鉢
(「 l～胴）

LR突溜文爪形文

沈線文
三ツ谷式～御殿'.|｣式相当図V-43-339 Ⅳc90

MCl剛
Q－24

~

LR突瘤文爪形文
沈線文

三ツ谷式～御殿山式相当深鉢（口）図lV-43-340 MC層90 p一ワ員8 レリ Ⅳc h

１

妬

１

３

釦

１

１

７

ⅡB胸

ⅡBlWi

MCIYi

Ⅱ層

MC屑

I IIYi

ⅡB届

MC層

１

３

３

２

２

２

~
~
~

Ｍ

Ｍ

Ｎ

深鉢
(口～胴）

RL突瘤文爪形文
沈線文

三シ谷式～御殿Il l式相当図V 43-341 90 lVc 13．4

大洞B式IXIV 44 342 鱸ホ（完） 6~0RL
1斤rー

l／､、
Ｆ
Ｄ
Ｑ
ＵｌM－31 Ⅳc91

深鉢
ﾛｰ胴~F部）

三ツ谷式～御殿llI式相当XIV-44-343 91 P－26 LR 17~9Ⅳ〔

深鉢
(口～胴）

三ツ谷式～御殿山式相当刺V 44-344 11層 LR91 L－25 Ⅳc 16． 1

XIV 44 345 91 1 0-17
1 0-18

I iBi?i

MC層

一
甑

Ⅳ
深鉢
(口～胴）

三ツ谷式～御殿山式相当RL

深鉢
口～胴）

図V-44-346 MC層 三ツ谷式～御殿山式相当91 N－24 Ⅳc LR1

図V－44－347 91 L－25

図V_44-34& ,! M=;i
図V－44－349 91 M－21

図V-44-348 Q1v且

州
一
噸
一
噸
一
噸

旧

院

個

紳
織
織

１

１

鍋

２

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

深鉢(冠IVC

（口“

一三ツ谷式～御殿山式相当[』R ｜

皿 三ツ谷式～御殿l｣｣式相当LR
寸戸ハ1

人0.bl
Rワ
tJ.I

１
－
Ｗ ） RI』 突瘤文 一 三ツ谷式～御殿山式相当｜

｜
雨

浅鉢
(口～胴）

瞳lV 44 350 MC肘 三ツ谷式～御殿| | |式相当
八司

吋' 0－25 RLWc 6 14.9 6.(）

図V－44－351 1 91 I K-23 Ⅱﾊ?i IVC 2 浅鉢（口） RL貼付瘤

,”； "熱‘”
2 鉢

IVc ri (ﾛｰ胴下部) RL
l

Ⅳc 3 洩鉢（完） LR RI』

浅鉢
|｣~胴~ﾄ部）

Ⅳ〔 LR

鉢
(ﾛｰ胴下部
RLⅣc

&鯵ホ(錨IVC LR RI

一 ’ 一 三ツ谷式～御殿山式相当~

十器集中
Ⅱ刑

図V 44 352 『－25 三ツ谷式～御殿山式相当Qり
J臼 獅

岬

ｊ

３

９

１

６

１

０

mM
５

４

４

５

５

４

５

４

“

〆

０

４

２

，

乙

、

ム

、

凸

ワ

】

、

ム

２

，

ム

リ

ム

同

乙

~
~
~
~
~

~~

Ｏ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

図V-44-353 MC層 三ツ谷式～御殿山式相当92

図V 44-354 三ツ谷式～御殿I l I式相当92 MCII,'，I 10.7 6．5
ハロ~~

、

貢

ｂ

４

１

図V 45-355 片口（完）MC届 三ツ谷式～御殿山式相当92 LRIVC
1かnF

lb.。、 8．5 4．2

図V-45-356 片|］院，

片口院）

三ツ谷式～御l殿1.1 1式相当MCh･fi I，R92 IVC ハ只
詮.U).5/117 6．8

図V－45－357 1 92 MC府 ｜ IVc l 8 14~2/15.4 1 8~2 1 615 1三ツ谷式～御殿山式相当
T T，

l芋1K

浅鉢
(口～胴）

図V-45-358 ⅡB刑 RL突瘤文 三ツ谷式～御殿山式相当M 24 Ⅳcq印
Qノモ』 ｡

砂利l･ri

泥炭屑

I層

MCI闇

記

１

２

５

図V-45-359 浅鉢(完）Qq
JU

TT n戸

l－l db ﾇl状縄文沈線文 三ツ谷式～御殿l l I式相当IVC 24.0 15.4 4．6

図V 45-360 浅鉢(完） LR沈線文 三ツ谷式～御殿山式相当qq
Vし P－26 Ⅳc 14．9 5．9 5．2

浅鉢
('。～胴）

図V 45 361 MCAfi l‘R沈線文 三ツ谷式～御殿l~ll式相当P－26Qq
vU Ⅳc 28.5h

I層

MCI同

MC咽

MC刑

Iri

MC肘

： （ﾛ欝瓢) RL沈線文
1 浅鉢(口） LR爪形文

1 浅鉢（口） LR爪形文刻み 一

浅鉢
(ﾛｰ旧 梛）
RL沈線文図V 45 362 三ツ谷式～御殿山式相当K－20 Ⅳcq劃

vU

３

４

６

６

３

３

６

６

４

４

Ｖ

Ｖ

図
図

三ツ谷式～御殿|l｣式相当

三シ谷式～御殿|｣I式相当;:-|胴：
恥

味 ＝信二

Ｌ

Ｒ

・

Ｒ

Ｌ

－

ｊ

ゾ

に

仁

鉢

鋤

鋤

津

。
即
４
。
①
叩
４
１

２

１

１

２

Ｃ

ｃ

Ｖ

Ｖ

》

■
１
Ｉ
Ｔ
Ｉ
凸
■

浅鉢（□）RLⅣ

浅鉢
RLlV

５

６

６

６

３

３
~~
６

６

４

４
~~

Ｖ

Ｖ

図

図

93 N 22 *|｣突文 三ツ谷式～御殿山式相当

醒
幽
醒
醒
層

爪形文 一 － － 三ツ谷式～御殿llI式相当93 1 K－21 Ｍ
｜
Ⅱ
ｌ
Ｍ

Ｍ

(口～胴）
図V 46－367

図V-46-368凶V－46－368

爪形又 三ツ谷式～御殿|｣|式相当93 0－24 c 26.3
ｍ

１
１
ｌ
１
１
ｌ
１
ｌ
１
－
１
’
１

鐵
鋤
認

錘
塗
錨
一
錘
鋤

(□） LR

(口） LR

(口） LR

(口） LR

(□） LR

(口） RL

(口) RL
(□） RL

LR

爪形文

爪形文

爪形文刻み

刺突文

三ツ谷式～御殿山式相当93

図V 46 369 93

図V－46－370 94

図V 46 371 94

図V－46－372 94

図V－46－373 94

図V 46 374 94

図V－46－375 94

２１
７７

３３

~
６６

４４~

ＶＶ

図図

４５
７７

３３

~
６６

４４~

ＶＶ

図図

４

１

２

１

１

１

０

１

０

９

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

２

~
~
~
~
~
~
~

~

~

Ｎ

Ｌ

Ｎ

Ｋ

Ｎ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｎ

Ｍ

恥
咋
一
味
一
叱
一
叱
一
阯

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿l l l式相当二二／tf上、．－世lJHⅨ1 1 1斗判り､回二ゴ

I
二

~~隅
肘
層
層
層
琳

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

＃

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ⅱ

三

二

三

三

三ツ谷式～御殿山式相当

一三ツ谷式～御殿山式相当

一三ツ谷式～御殿11｣式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿| |｣式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿11｣式相当

爪形文補修孔

RL 爪形文刻み 二~爪形文恥
一
恥 文

文

線

線

沈

沈

Ｉ

Ｌ

Ｒ

Ｒ

爪形文

~爪形文-H浅鉢(､）図V-46-376 MCI河 三ツ谷式～御殿L1.1式相当94 lVc ~~

EIV 46 377 1 94 &群（口） ｜ LRⅡB届 ’ Ⅳc 沈線文刻み ’ 三ツ谷式～御殿山式相当1

鉢
('二l～胴）

M状縄文
A状突起

l叉|V-46-378 l燗 棚l殿I lj式～大洞B式94 L 21 IVC q
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V西島松5遺跡包含層出土の遺物

表V－1 西島松5遺跡包含層掲載土器一覧(9)

図版
番号
接合i鯛
グリット

取り上Iナ
番 号 (蕊) 地文及び主な調整

径
の
口
／
に

古
可
、
ノ

ー

皿

い

け

ｃ

叫
衙
〆
Ｉ

径
、
叩

底
／
に

1文l番号 遺柵名 層位 分類 点数 備 考

剛殿l |｣式～大洞B式
LR沈線文
刺突文

羽状縄文
沈線文補修孔

図V 46 379 94 1 9りし ムム 1 11．fi 恥
一
味

鉢（|]））

図V 46 380 94 K－20 MC刑 鉢（口）1 御殿山式～大洞B式

画
一
胴

Ⅳ
砿 Ⅳ‘卜｝図V-46-381 94 K－21 鉢（口） LR沈線文 御御殿山式～大洞B式

２

３

８

８

３

３
~~
６

６

４

４
~~

Ｖ

Ｖ

図
図
朕lV-46-38294

図V－46－383 94

図V 46 384 94

図V一/16－385 94図V一/16－385

０

１

１

４

０

２

２

６

５

５

１

４

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

~

~
~
~

~~

~
~
~
~

Ｋ

Ｋ

Ｍ

Ｍ

Ｋ

Ｋ

Ｍ

Ｐ

Ｏ

Ｐ

Ｏ

Ｌ

Ｋ

MCM

I屑

MCIW

1 IPri

MC肘

II肘

MC胴

MC胴

2 鉢（口） LR沈線文

1 鉢（口） I－R沈線文

l i錨ホ（口） LR沈線又

1 浅鉢（口） LR沈線文 』

＋'識(回)塁文沈無
1 深鉢（口） 羽状縄文A

l 深鉢（口） LR沈線又 』

＋ 深鉢(n) RL沈線文
1 深鉢（口） LR沈線又 』

6 深鉢（口） LR沈線文

l i繕本（口） RL沈線文

LR沈線又

LR沈線xA

LR沈線文
三叉文A状

深鉢（'二l）

深鉢（口） RL沈線文

沈線文A

IVc

lVc

Ⅳc

lVC

御殿山式～大洞B式二

二

二

二

二

御殿山式～大洞B式

御殿山式～大洞B式
二

状突起

図V 46 386

御殿I l l式～大洞B式二

突起

羽1K縄文A状突起

94 ⅣC 御殿山式～大洞B式

御殿山式～大洞B式図V 46-3871 94
図V－47 388 1 94

恥
一
恥

~~ ~

A状突起 一御殿|ll式～大洞B式

図lV 47 389 MClI7i94 Ⅳc 御殿山式～大洞B式
~

０

１

２

９

９

９

３

３

３

~

~

７

７

７

４

４

４
~~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

図
図
図

I '1‘fi鯛
一
別

恥
一
昨
一
恥

状突起

沈線文爪形文

沈線文

御殿山式～大洞B式

御殿l｣"|式～大洞B式

御殿山式～大洞B式
二ヒヒ1 1『fi

~l iYi例

別 LR沈線文
爪形文A状突起

図V 47 393 MClIviM－22 深鉢（口）Ⅳc 御殿山式～大洞B式

御殿山式～大洞B式図V－47－394 1 95 M－21 ⅡBl闇 深鉢（口） ｜ RI 沈線文爪形文 一 一Ⅳc I

LR沈線文
爪形文突瘤文

図V-47-395 95 M－21 MCllfi ｜ 職（口）IVC 御殿山式～大洞B式

図V－47－396 95

図V 47 397 95

図V 47 398 95

1翼|V－47－399 95

図V 47 400 95

８９
９９

３３

~
７７

４４~

ＶＶ

図図

1屑

Ⅱ層

MClW

llB屑

Ⅱ層

I層

MCIIYi

l噛

MC層

I層

MCI?i

覆土1

２

２

４

１

２

２

２

２

２

２

~~

~~

Ｌ

Ｏ

Ｏ

Ｍ

Ｏ

ⅣC l 深鉢（口） RL沈線文爪形文

IVc l 幟（口） LR沈線文爪形文

IVc l 深鉢（口） LR沈線文爪形文

IVC 2 深鉢（口） LR沈線文爪形文

IVC 4 深鉢（口） 沈線文B状突起

9 深鉢 斜行縄文
IVc i (口～胴） 沈線文爪形文

3 深鉢 LR沈線文
wc 5 (ﾛ~跡部） 多縄文人組文
IVc l i雑本（口） 斜行縄文沈線文

IVc l I港*（口） LR沈線文爪形文

4

4

1

1Vc 言箒 深鉢院) LR沈線文爪形文
dノ

1

170

1

Ⅳ。 ； #織版(口〕朧文沈線文
14

Ⅳ‘ 鳥 ("3) LR沈線文爪膨文

w･ ; (,"M) RL沈線文爪形文
IVc l i霜＊（口） LR沈線文爪形文

1

1VC l 深鉢（口） RI” 沈線文

13

Ⅳ。 ； 深鉢(口)鍋文撚糸文
IVc l i雑木（口） LR沈線文

Ⅳ‘ ＋ 鉢(U) LR沈線文刻み
IVC 2 深鉢（口） RL沈線文爪形文

Ⅳc 3 深鉢（口） RL沈線文爪形文

Ⅳ｡ ｝ 深鉢(D) LR沈線文爪形文
ⅣC l 深鉢（口） LR沈線文爪形文

一酢昨一恥叱一Ｍ

沈線文B状突起

斜行縄文
沈線文爪形又

深鉢
(口～胴）

IVC

深鉢

(ﾛｰ閥~F部）

深鉢（口）

LR沈線文

多縄文人組文
Ⅳc

深鉢(完） LR沈線文爪形文ⅣC

RL沈線文
｢K形文

7織本（口）Ⅳc

深鉢
(口～胴）

LR沈線文爪形文

RL沈線文爪形文

Ⅳc

深鉢
(口～胴）

Ⅳc

爪形文

深鉢（口） RI” 沈線文1V〔

LR撚糸文
沈線文

i蒋本（口）Ⅳc

鉢（口） LR沈線文刻みIVC

爪形文

~爪形文

口口

癖職

深鉢（□） LR沈線文爪形文Ⅳc

爪形文

御殿山式～大洞B式

御殿|｣｣式～大洞B式

御殿山式～大洞B式

御殿山式～大洞B式

御殿山式～大洞B式

二

二

二

二

二

二

図V 47 401 95 N l9 御殿山式～大洞B式

ElV－47－402 95 K－21 御殿山式～大洞B式
1句q

lI．□
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表V－1 西島松5遺跡包含層掲載土器一覧(10）

分類|点数
蹴り上If
番 号
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口径
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４
~
１

１

５

５
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V西島松5遺跡包含層出土の遺物

表V－1 西島松5遺跡包含層掲載土器一覧(11）

図版
番号

接合遺構
グリット

帥上げ
＃ 号

Ｊ

種
位
器
部く

径
巾

、
／
い

高
巾
器
に

底径

(c､）
図番号 遺構名 層位 分類 点数 地文及び主な調整 備 考

２

，

Ｊ

５

．

４

４

４

１

１

４

４

１

１

４

０

４

１

２

１

２

４

１

４

２

２

１

９

“

，

再

９

白

ワ

“

，

］

ワ

】

２

２

ワ

】

ワ

】

，

】

り

“

２

２

，

］

り

】

ワ

』

２

ワ

］

２

２

り

】

２

り

“

~~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~

~
~
~
~

Ｎ

Ｎ

Ｋ

Ｎ

Ｏ

Ｍ

Ｍ

Ｋ

Ｎ

Ｏ

Ｋ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｋ

Ｎ

Ｍ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｍ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ⅱ層

MCI区i

Ⅱ層

３

２

８

１

１

６

２

XIV 54－476 105 鉢（完）Ⅳ〔 無文 三ツ容式～御殿ll l式相当
ワ1

1． ｣
1ハ

1.り 3.1

野V－54－477 1 105 鉢（完） ｜無文Ⅳc 8.5 6．0 ’ 3.0 ’三ツ谷式～御殿|ll式相当

図V 54-478 104 MC眉 鉢（にI） 無文恥

恥

三ツ谷式～御殿山式相当

図V 54-4791 104

図V－54－4801 104
図V 54 481 104

血皿

1．125 覆土1

1層

MC層

ｊ

ｊ

ｊ

巻
工
一
元
一
元

く

ｌ

く

鉢

鉢

鉢

睡
鯉
寂

6.0 1三ツ谷式～御殿III式*11当

7~2 1三ツ谷式~御殿山式相当
一 ｜＝.､ノ公ゴュヘー南1EL『 l 『ゴ当tFT皿

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

岬
一
噸
一
一

㈱
｜
叩
一
一

Ⅳc 2 鉢

IVC 2 鉢

1 鉢Ⅳc

IVc l 鉢

IVC 3 鉢（

IVc l 鉢

IVc l 鉢

IVc l 鉢

IVc l 鉢

IVC 3 鉢

IVc l 鉢

ⅣC l 鉢

Ivc l 鉢

IVc l 鉢

ⅣC l 鉢

ⅣC l 鉢

鉢Ⅳc

鉢恥恥一Ｍ一恥昨

図V 54-482 MC層104 （完） 無文沈線文 17~6 三ツ谷式～御殿山式相当8．7 8．4

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

８

８

８

８

８

８

８

９

９

９

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

~
~
~

~
~
~

~

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

５

５

５

－

ｂ

５

会

Ｄ

－

０

５

－

０

Ｆ

０

~

~
~
~

~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

劃
劃
到
劃
劃
劃
到
到
劃
到

I層

MC層

MC層

MC層

MC暦

MCM

I層

皿
血
血
面
面
一
型
皿
哩
皿
而
面
而
一
皿
皿

蝉

罐

壷

一

墜

嘩

輝
一
墜
露
一
癖

鱈
一
眼

嘩

趣
一
癖

ﾍ状突起 三ツ谷式～御殿111式朴|当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

口
一
噸
一
口
｜
⑪

⑪
一
⑪

三
二

~~

三

三

刻み

A状突起

貼付帯

刻み

貼付揃

沈線文

A状突起

A状突起

A状突起

（口）

鉢（胴）MC層

MC層

一脈

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

(口） 三二 三

MC層

MC咽

I層

MC層

Ⅱ層

l層

ｊ
ｊ
口

、

く
く
鉢
鉢３

４

９

９

４

４
~~
４

４

５

５
~

Ｖ

Ｖ

図
図

三ツ谷式～御殿山式ﾎ11当

三ツ谷式～御殿11｣式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

ｊ
ｊ
ｊ

ロ

ロ

ロ

く
く
く

鉢
鉢
鉢

二
~~
~~＝５

６

９

９

４

４
~~
４
今
４

戸
Ｄ
Ｆ
Ｄ

~
Ｖ

Ｖ

図

図
Ｊ

２

０

１

２

ｎ

ｕ

ｌ

ｌ

１

２

１

２

１

１

１

２

２

ｌ

ｌ

ｌ

１

ｌ

２

１

３

１

１

２

１

２

５

１

２

２

１

１

３

Ｍ

２

脂

６

１

７

刑

１

１

２

９

１

１

別

９

２

１

４

４

し

Ｃ

Ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

Ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

Ｃ

Ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

Ｃ

Ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

山

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

IVC

皿
一
味
一
叱
阯
一
恥
一
叱
一
止
恥
一
墜
墜
恥
一
墜
恥
一
味
一
恥

恥
一
恥

Ｃ

Ｃ

Ｖ

Ｖ

ｌ

ｌ

Ⅳc

恥
一
恥
一
脈
一
叱
皿
一
脈

Ⅳc

Ⅳc

Ⅳに

10Ⅳ〔

Ⅳ〔

Ⅳc

Ⅳc

Ｆ
『
Ｕ
Ｆ
ｈ
Ｕ

ｎ

色

ｎ

ノ

α~

Ｏ

Ｐ区|V 54 497 片口（君 雌文105 三ツ谷式～御殿山式#11当o1q
白｣ .U 8．7 5 5

MCIW
６

９

４

２

１

１

３

９

１

１

４

４

１

４

０

１

４

４

０

１

４

２

１

２

２

２

２

２

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

~~

~
~
~
~
~

~~

~~

~
~
~
~
~

Ｐ

Ｌ

Ｔ

Ｎ

Ｋ

Ｍ

Ｍ

Ｌ

Ｋ

Ｋ

Ｐ

Ｎ

Ｋ

Ｐ

Ｋ

Ｋ

Ｍ

Ｍ

Ｋ

Ｏ

Ｎ

８

９

ハ

Ｕ

１

，

】

ｎ

Ｊ

４

５

ハ

リ

”

Ｉ

８

Ｑ

Ｊ

Ｏ

宅

１

，

ム

３

４

Ｆ

Ｄ

Ｑ

Ｕ

９

〔

Ｕ

〈

Ｕ

０

》

０

ハ

Ｕ

〈

Ｕ

Ｏ

へ

Ｕ

ｎ

）

（

Ｕ

１

《

や

１

１

１

１

勺

１

４
詮
４
戸
Ｄ
Ｐ
ｂ
Ｆ
ｂ
５
戸
Ｏ
Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｏ
－

Ｄ
５
Ｆ
Ｄ
Ｐ
Ｏ
Ｆ
Ｄ
戸
、
Ｆ
Ｏ
Ｐ
、
戸
、

~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~

~
~
~
~
~

４

房

ｂ

声

ｂ

５

【

０

５

岸

ｂ

５

Ｆ

０

－

Ｄ

５

Ｆ

Ｄ

５

戸

０

【

Ｄ

Ｆ

Ｏ

５

Ｆ

Ｄ

《

０

５

５

戸

ｂ

５

５

房

６

Ｆ

０

戸

Ｄ

５

５

Ｆ

ｂ

５

－

Ｏ

《

０

Ｆ

Ｄ

５

戸

ｂ

~~

~~

~

~~

~

~~

~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
閃
図
図
図
図

MCI苗

II

MC層

IIB鰯

台付鉢

鉢個~底）

鉢胴~脇

鉢（底）

鉢（底）

鉢（底）

鉢（底）

鉢（底）

鉢（底）

鉢（底）

鉢（底）

鉢（底）

鉢（底）

鉢（眼）

鉢（底）

鉢（底）

鉢（底）

鉢（底）

鉢（底）

鉢（底）

無文

RL

羽状縄文

RL

底部貫通孔

底部貫通孔

底部貫通孔

無文

LR

無文

RL

沈線文爪形文

無文RL爪形文

LR

無文RL沈線文

痙唾

三シ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

蠅
一
晒
晒
一
噸
一
“

峨
一
“

畑
一
脈
一
噸
峨
一
峨

畑
一
朏
一
叩
、
｜
峨
一
“

蠅
一
噸

上器集中 帥
一
ｍ
｜
”

一
一
雨
一

一
師
一
ｍ

弧
一
姻
一
師
一
即

如
一
姻
一
”
岨
一
即
一
Ｍ

三ツ谷式～御殿IlI式相当二

三

二

三

三ツ谷式～御殿l l I式相当

ⅡB肘

ⅡB層

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当
噌
蛎
恥
噸
礪
層
蠣
咽
礪
蠣
蠣

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ⅱ

Ｍ

Ｍ

１

二

三

二

三

三

三

三ツ谷式～御殿山式棚当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当
二

三

二

三一
眼
墜
唾 LR

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式棚当礪
雨 三ツ得式～御殿山式棚当

三ツ谷式～御殿山式相当

６

７

１

１

５

５
~~
戸

０

戸

３

戸

０

５

~
Ｖ

Ｖ

図

図

刺突文

無文沈線文MC層

I層

MC層

I層

I層

MC層

I層

MC層

II層

I層

Ⅱ層

図V 55 518 鉢（底） 沈線文 三ツ谷式～御殿山式相当K－21106 3.0

９

０

１

２

５

５
~

一

吋

Ｕ

宗

『

Ｕ

戸
Ｒ
ｕ
戸
Ｒ
Ｕ~

Ｖ

Ｖ

図

図

ｊ
ｊ
底
底
く
く
鉢
鉢

文
文
無
無

三シ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

ｌ

ｌ

Ｏ

１

４

６

４

５

３

２

１

２

２

２

２

２

１

２

２

２

２

２

~

~
~
~

~~

~~

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｎ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

、
｜
峨
一
峨
一
蠅
蠅
耐

咽

町
｜
印
一
蛆
昭
一
蝿

二

(底） 沈線文刻み

(底） 沈線文刻み

(底） 沈線文

(底） 沈線文底部刻み

沈線文刻み

沈線文

１

２

２

２

５

５
~~
５

５

５

５
~

Ｖ

Ｖ

図
図

鉢

鉢
一
鉢

鉢

二

~三 三

３

４

２

２

５

５
~

５

５

５

５
~

Ｖ

Ｖ

図
図

注口

(口～胴）
図 V-56-525 沈線文 三ツ谷式～御殿山式相当106 8.9

MC層

Ⅱ層

I層

MC層

I層

MC層

I層

ⅡBl削

MC崎

K－2(）
壺

(ﾛｰ胴下部）
図|V-56-526 無文 大洞B式106 '1.5 13．3

Iイ ワ1
』L と』

壺

(口~胴下部）
区|V-56-527 雌文 大洞B式107 M－21 12．5 14.(）

LR沈線文
円形竹管文

Ⅱ層 三ツ谷式～御殿山式相当図|V 56－528 107 壷(口～卿0－22 11.1〕14.3

K 22
I層

K－23
Ⅱ層 羽状縄文沈線文

圧痕文刻み
三ツ谷式～御殿山式相当図|V 56-529 107 壷(口~卿

／1，1，

klム．lノ10.6
L－24

l層

１

３

２

２

~
~
Ｍ

Ｍ

MC屑

MC肘 1.6 (10.0) | 一 ’三ツ谷式～御殿l l l式*I: |当図V-56-530 蓋(口~胴） LR沈線文107

P－24

P－25

Q－25

MCI曹
図V 56-531 素（口） 三ツ谷式～御殿山式相当107 RL LR 5.7）11．1

｜ ⅡB層 ｜

｜ ⅡB層 l
| MCEi l

No.474と同一固体
三ツ谷式～御殿I l I式棚当

図V-56-532 M－l9 壷(口～鮒 l’R沈線文108 15．0

－186－



表V－1 西島松5遺跡包含層掲載土器一覧(12）

底径

(c､）
器高
r 、

（Cmノ

|」径
(c､）点数| (鵜）

舳上If
層位

符 号図番号 ｜鰹|嫌＃ 遺構名 備 考地文及び主な調整分類

Ⅱ層

ⅡB層

2

1

Ⅳ。 ‘ 壷(ロー勤鵜瘤沈線文 15~0

1

4

9

lVc 2 壷(口~胴） 無文貼付痛 15．0

1

Ⅳc 4 壷(口～勁RL沈線文刻み 4，2

1

1 式＝

Ⅳ‘ ］ （頸諭近) 沈線文刻み
6

ⅣC l 壷(口~卿RL

無文沈線文
貼付瘤

壷(口～罰 15~0Ⅳc

壷(口～胴） 無文 MIli付捕IVc

ﾄ症
15.0

壷
(頸~口付近）

沈線文刻みⅣc
~

N－23

大洞B式図V-56 533 108

MC層２

４

２

２
~

Ｎ

Ｎ

I層
K－22

大洞B式Ⅱ燗

~I層
図V 56-534 108

１

１

４

４

２

２

２

２

~
~
~

Ｌ

Ｍ

Ｍ

Ｎ

７０１５３５６５Ｖ区

房
図V108

一 三ツ谷式～御殿山式相当I層

MC層

三シ谷式～御殿山式相当-56-536
I層

MC咽

Ⅱ層

N－25

三ツ谷式～御殿11｣式相当副V－57－537 108 1T 20

RL沈線文貼付瘤
貼付帯刻み

三ツ谷式～御殿山式相当壷(口～豹MC層 Wc 1図V 57-538 108 P－20

唖
唖

口

函

壺

蝿

口
⑪
口
⑪
口
⑪
口

回
⑪

口

掴

〆
夕

胴

討

封

壺

封

齪

壺

壺

壺

壺

壺

壷

壺

壺

壺

壺

壷

ｌ
２
５
３
ｌ
１
２
ｌ
１
３
１
ｌ
２
２
３
１
１
１
１
１
Ⅳ
皿
２
１

壷(口~卿

壷

(期~口付近）

、
‐
ノ

、
０
ノ

ロ

ロ

グ
Ⅱ
、

／
０
ｋ

雪
亜
圭
亜

壷胴~底）

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

岬
一
一
峠

眼
一
眼
一
皿

癖
一
兆
一
岬

層
狸
蠣
層
噸
嘔
聰
蠣
囑
囑
噸
咽
卵
蠣
礪
層
層

Ⅱ

覆

Ｍ

Ｉ

Ｍ

Ｍ

Ⅱ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｉ

Ｉ

恥

昨
一
脈

９

０

１

３

４

４

５

５

５
~~

７

７

７

５

５

５
~~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

図
図
図

５

４

５

２

２

２

~
Ｋ

Ｍ

Ｏ

畑
一
噸

畑

~

~
~

~ ~二H25

三ツ谷式～御殿l｣|式相当RL沈線文貼付瘤図V-57-542 0－25 Ⅳc108

５

６

１

１

１

５

１

４

２

２

２

２

２

２

２

２

~

~

~

~

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｎ

Ｎ

Ｑ

Ｋ

Ｍ

三ツ谷式～御殿山式相当RL沈線文貼付瘤Ⅳ〔図V 57-543 108

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

RL沈線文

無文

無文

無文

沈線文刻み

無文貼付瘤

貼付瘤

沈線文

LR沈線文貫通孔

LR沈線文

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

４

４

４

４

４

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

~
~
~
~

~
~
~
~
~

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

~
~
~
~
~
~

~~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

図
図
図
図
図
図
図
図
図
図

恥
一
恥

脈
一
酢
一
脈
一
恥
恥
一
皿

昨

脈

畑
一
噸

噸
一
噸
耐
一
噸
一
咄

朏
一
皿
一
畑

二

三

二

二

二

三

二

二

二

二

二

二

二

二

二

二

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿| |_|式#l:l当二

二

二

二

三ツ谷式～御殿1 1｣式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

４

４

２

２
~~
Ｍ

Ｍ

１

１

４

２

２

２
~~

０

０

Ｍ

三ツ谷式～御殿山式相当

覆土l

I層
M－24

大洞B式無文MC屑

I層

MC層

I層

MC層

Ⅱ層

MC咽

ⅡB層

MC層

ⅡB層

MC層

MC層

MC閥

I層

MC層

rlハA1
kLkJpR丈ﾉ 3.4図V 57-554 109 H25 ⅣC

M 25

三ツ谷式～御殿山式相当壺（胴） RL沈線文図V-57-555 ⅣC109 0－24
~

３

６

２

１

魁

ｌ

旧

８

岨

４

６

２

１

｝

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

一

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

一

Ⅳc

IVC

Ⅳc

Ⅳ

- 7,0 1 4.5 1三ツ谷式～御殿山式相当
一 ’ 5．4 三ツ谷式～御殿lll式相当

胴～底）

~0桐～燭
墜
唾

図V-57-5561 1091L-19
図V 57 5571 1091N 24

三ツ谷式～御殿l｣｣式相当壷胴~底） 無文
何の

0．0図|V-57-558 109 P－26

三ツ谷式～御殿山式相当壷（胴） 無文図|V-58-559 109 N－21

一大洞B式

一 三シ谷式～御殿山式相当
壷噸~胴) ｜無文
壷（胴） ｜無文

図V－58－560 1 109 1K－20
図V－58－561 1 109 1K－21

引一

三ツ谷式～御殿l l｣式棚当

三ツ谷式～御殿山式相当

壷（胴） 沈線文図V 58-562 109 1－ワワレ 旦些

壷（胴） 無文囑
一
囑
一
艫
一
幅
一
蠣
一
囑
一
噸
一
帽

噸

図V－58－563 1 110 L－22
~

大洞B式壷（胴） 無文

（

図V 58 564 K 20110
ｌ

ｈ

ｌ

ｌ

ｌ

文

文

文

文

文

＄

ｉ

：

Ｉ

：

ｆ

線

線

Ｌ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

》

無

無

無

沈
沈

Ｒ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

″

ｊ

ｊ

ｊ

Ｊ

ｊ

Ｊ

ｊ

Ｊ

Ｊ

ｊ

Ｊ

噌
同
同
同

同

同

同

同

同

同

同

同

咽
１
１
１

１

１

１

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

、

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

ｌ

一
圭
亜
圭
亜
圭
亜
壺
亜
圭
亜
一
軍
圭
亜
耆
亜
圭
駆
圭
亜
圭
亜

勺

１

１

ｎ

ｄ

２

ｎ

ｄ

ｌ

ｌ

劃

ｌ

１

Ｑ

Ｕ

１

１

１

１

－

ｃ

ｃ

ｃ

Ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

，

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

画

ｒ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

１

１

１

叱
一
叱

恥
一
脈

脈
一
恥

恥
励
１
１
く
く

圭
空
志
亜

無文

沈線文

壷（胴）LR沈Ⅳc

沈

LR沈IVC

大洞B式

三ツ谷式～御殿山式相当

５

６

７

８

９

０

６

６

６

６

６

７

５

５

５

５

５

５

~~

~~

８

８

８

８

８

８

５

５

５

５

５

５

~~

~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

図
図
図
図
図
図

２

５

１

１

１

１

９

９

８

４

４

４

２

２

２

２

２

２

１

１

１

２

２

２

~~

~
~
~

~
~
~
~

Ｍ

Ｌ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｑ

Ｐ

Ｎ

Ｏ

皿
一
山

ｍ
｜
加
一
加
面

二

二

二

二

二

二

二

二

二

二

三ツ谷式～御殿|l｣式相当

三ツ谷式～御殿山式相当刻み三叉文

三ツ谷式～御殿山式相当三

三ツ谷式～御殿山式相当

三シ谷式～御殿山式相当

沈線文

線文三叉文ⅡB層図V 58-571 110

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

線文

沈線文

図V 58 572 1 110
図V－58－573 1 110

I層

MCM

二

三ツ谷式～御殿I l I式相当線文三叉文MC層図V 58 574 [10
~

RL沈線文単孔土器
刻み

三ツ谷式～御殿山式相当壷（胴）MC層 ２図V 58 575 N－24 Ⅳc110

11層

I層

Ⅱi闇

S－l5 １
－
１
－
１

三シ谷式～御殿lll式相当LR沈線文壷（胴）図V 58 576 Ⅳc110
S l6

沈線文11,' i付瘤
刻み

三ツ谷式～御殿l l l式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

岬一
軍Ⅱ噸図V-58-577 Ⅳ〔T 20 ２11(）

沈線文貼付瘤
刻み

壺（胴）IIB層図V 58-578 110 0－29 Ⅳc 1

LR沈線文
貼付瘤

三ツ谷式～御殿山式相当壷（胴）MC層図V-58-579 ⅣcN－24 2110

谷式～御殿山式相当壷（胴) ILR沈線文刻み

壷（胴) LR沈線文
壺（胴） 沈線文刺突文

LR沈線文

沈線文刺突文

I層

MC屑

I層

ⅡB層

MC層

MC層

MC層

Ⅱ層

三２

１

１

１

２

１

１

１

図V 58－580 110 K 21

図V 58－581 110 0 24

図V 58－582 110 K－20

４１
２２

ＫＯ

２１
８８

５５

~~
８８

５５

ＶＶ

図図

恥
一
恥
一
恥

二

二

二

~三
三

二~ 三ツ谷式～御殿山式相当三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当壺（頸） RL沈線文貼付瘤図V 59-583 110 N－25 ⅣC
~

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

三ツ谷式～御殿山式相当

蜘
一
岬

岬

一
亜
一
圭
軍
一
幸
軍

多縄文沈線文

多縄文沈線文

LR沈線文貼付瘤

４

５

６

８

８

８

５

５

５

~
~
~

９

９

９

５

５

５
~~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

図
図
図

型
型
、

虹
一
剖
一
虹

皿
一
皿
一
皿

二

三

二 二

~三Ｍ

Ｏ

－187－



訶里精神夢川

荊窪精ヨ望思ｌ悟神計川

知理積三壁思ｌ精神詠川

列塞構ヨ謹霊ｌ精神計川

荊理鴛三藝屋ｌ精神芥川

訓三管一｜｜望屋Ｉ管祥詠川

荊理揖画○翼Ｋ

蛙軍１巨荊聖宿函ハ）逗Ｋ

華軍１厘荊聖精函○厘Ｋ

葦雲’三訓導写畠Ｑ三Ｐ

せ軍１匡荊堅精函Ｑ嬉捜

知里揖三豊尋Ｉ精神詳川

知理街ヨ謹屋ｌ精神訟川

訓理箔三望這Ｉ禎律訟川

荊理精三豊霊ｌ精神訴川

邪聖宿ヨ謹露ｌ憎神尹川

訓竪黄三豊一這、ｆ揖律夢川

罰琴渭ヨ壷這ｌ悟神詠川

繋憶

知理宿ヨ輩電ｌ預昨詳川

撰鵜

荊空筒三謹思ｌ澗神夢川

荊竪補三壷悪１滴神夢川

筆画ｌＥ知勇壱三

知聖哲ヨ謹悪，Ｉ蘓神誘川

荊竪宿二一謹一鱈，Ｉ演神夢川

列空潤一一一望霊ｌ済神詠川

》貢こ窄生岬｝｜｝凸型斥南‐く．雫Ⅱ〃ふ、．ｎⅢ’１

荊聖橘ヨ謹這ｌ悩神八一川－１

罰聖哲三謹轌ｌ精神誘川

荊理橘ヨ謹這Ｉ宿神罰川

罰馨筒ヨ謹悪Ｉ精神詳川

罰馨梢一一一望恵

荊馨悩租と号越

知理楮糧杙暑墓

【熱暑塞ぎ】

荊琴笥三善悪ｌ精神読川

ｇ壁会長や

知篝箔ヨ蟹軍Ｊ１精神ろ川

卿
、

荊奪精国Ｑ凛Ｋｌｌ

罰理情毎Ｑ室Ｋｌ

訓導渭国Ｑ三Ｋ’１

罰理情毎Ｑ室Ｋ

訓導渭国Ｑ三Ｋ

荊響悩園Ｑ哩Ｋ

罰理悟国Ｑ逗煮

荊理悩園Ｑ哩煮

荊聖滴函○厘Ｋ’１

両Ⅱ豆』シ４０ｑ、ソ『一ニノ、’

抓卑悩画Ｑ喀Ｋ

荊理橘函（）室Ｋ

荊哩箔国○凛Ｋｌｌ

ｎⅢローン、式回ノ『房三ノ、

荊理拭函Ｑ更Ｋ

刑理精困Ｑ更Ｋ

訓辱精国Ｑ匡Ｋ

荊理楕函Ｕ垣Ｋ

罰理精画ハ）要貿

荊竪謂函旦晨苦

荊暉哲函○厘Ｋ

訓寒精函。こく

罰堅宿函Ｑ二Ｋ

罰理悩函○寝Ｋ

翔理悟函Ｑ瞑Ｋ

荊理悩困Ｑ哩拭

荊尋悩国Ｑ唱Ｋ

訓導精函Ｑ寝Ｋ

罰里禎園○二Ｋ

荊理悩国Ｑ哩杙

荊零渭函○凛預ｌ

那堅潜函Ｑ二Ｋ

列理精画Ｑ寝Ｋ

１

石Ⅱ瓦』牙「ｑ、ノ『一三／、

暹
荊睾橘匡差

悩睡匡ＫｌＩ’１’１

｜
’

｜
’

｜
｜

｜

’１－１

I
｜

l
l

l
’

’
’

’
1

｜｜’

｜
｜

｜
（白。）

蠅幽

l
l

l
I

l
l

（ロ・ぬ）

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

l
l

l
l

l
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
題
名
詫
己

｜
｜

澪←圭壷塁
窯

蓉
超
×

〆
う
ぐ
堅
紫

註
壁
己
君

（や‐α）

’
’

’
’

’
’

1
1

1
1

’
I

l
l

I
l

l
l

l
l

l
l

l
’

’
’

’
’

’
’

’
’

1
l

l
l

l
l

l
｜

（筐。）

岬一口

皐理弧

〆〆川〆蕊署昌“

〆獣冥試韓渥

〆鍬喜〆蕊署、二“

時哀〆騨蓉“‐一

〆霊室堅昌

篭蒋樗州も嵐×翌
電哀

×蕊眉〆翠毒需

〆以川

拭巽署〆蕊導需

拭轌
一脾
や
出

潤
蕃
弧
環

拭哩出碧窒可一座

瞳な望×篭冨

〆蕊謹〆毫蠅

拭慎鞭×蕊浬

津
拭
〆
瑠
慨
拭
〆
〆

踏
蕊
嚢
虹
灘
嘩
發
毒

要
塞
竃
蕊
翠
翠
室

〆

一
一
胃
…
ー
ｰ
弓
－

，
1
－
塞
句
岸
〃
～

匡
函
ョ
潔
堅
一
コ
ョ
目

〆紫君、夛一

婚哀

拭蕊韓己座
×饗（ロ）口謹

〆環唐巳口担

〆嚥（□）口豈

×巽這塵、胃（□）口濁

×環~
〆騨

へ

后Ｕ』吟唱閏催

ｌｌｌぽ峰陰

鞭華望拭農

〆紫漫拭嚥

〆
|再
ミ

や
く
拭
紫
嚥
蕊
環

昌塵
堅

慨蕊
や
く蕊
認
毒

拭雲室塵、言

二r
＋
や
く
園
部
弧
喜

一

塵
目

鵡一侭×蕊混一（堅１口）掴

劉獣奏
拭
窒
農
索

崎哀里目

拭巽起一舎壱口謁

拭騨君

×篭君

×室鞘
試葺

b
<
拭
串
"
当
"

串
畠
崇
〔

尊'目
曽
|冒

１ｍ雪Ｉ

蔭ｌ琶侭

含一琴匡杣一

金琶口呼一

置弓口帯

（剰華□）

口坦

（料華ロ）

口超

（劇華ロ）

口俎

へ
へ

（□）口遥 ~
（□）一勇一

燕
|燕燕

:閨
：

…
（世ｊ、□）

黛

へ

畦
寧
細
圭＝

91g

胃
画ｌ鰹）義

曾|§|言|§
（ロ）噸

（喧一）

料喜一）

［｜当埋

国華二）

［一銅山一

（壇詰）

蝉酷

蕊
重細ｌ蹄Ｈ穂哩迦伽刷魯姻埠毒噸圏↑ｌ彦陥

劉
掴

腱

弓
--.---"．

＋
卜
什
|”

~
’

十
-|+|+
-|-H-ﾄﾄﾄﾄ

一二シ

一二戸

↑

ｌｌｌｌニシ

ー

ヨ〔一ン

~
へ

~＞畠'二

胃l-l←|‐
無悪

函
一

言
目
I
目
マ
”
I
C
。
’
胃
1
戸
F
一
胃
l
胃
1
－
目
1
門
マ
l
〒
一
胃
1
戸
1
戸
胃
胃
1
国
l
吾
国
胃
1
門
員
l
胃
l
言
目
守
I
‐

~

．
｡
p

＞
＞

隈余
畠
|畠
|畠
|皇

Ｕ室
。廷

○ン｛

。筐
二
'二
'二
|舅
|引
昌
二
'二
|引
韮
|妾
|舅
|豐
|引
引
二
二
|言
|舅
|引
引
引
舅
|引
昌
'二

昌
假
に

Ｕ一一

Ｕ筐
。三唾Ｑ三

。三ｌ珈三

ｑ屋睦一

口三凶○三

口崖四○三

・重唾』

Ｑ屋四Ｑ三

。三凶○三

Ｑ筐哩一

・量唾○三

・亘迦目

○三加二

Ｕン胃

幽響|:|塵 四Ｑ三
~
凶○三

剛
墜〔
-
）－
三

棚三

。シ｛
皇
に

ー ~
へ

＞

ｇこ
Ｕこ

巴

≧
~＞

筐’
’

’
垂
画
鈩
二一畳
華

:|:|響|:|普|響|鼈
迦Ｑ二

画Ｑ三 ~
剛扁巨』

幽唾二

魎云〕三

唾○三

画。三

腿。三

図。三

画
凹
迦
Q

自
二

三
響
響|瞥|響|：|智|胃|響|曹|響|瞥|曹

響|智|苦'冒|瞥
睡
迦
罵
匡
急

塵Ｑ室 ~
函苣』

腿（）三
:|豐
智|響

晋|晋|:|響|瞥|：
追迦
画目

魎凶
一
旦

、
ー

幽一
瞥
響

睡
哩
一一
目

魎言［

哩匡
陣
-
1
1
＝

三

尋廻ｅＨヨ哩伽圃塞泗曳睾蛆圏ン

岬蝉泗
計

轌卦↑》｜帥誰

車|1flflili
３ｑご

唖ＧＩＣ

壷
庫

呂
目 Ｃ
『
［

雲’○

閏’三

高
爲

之
Z

１１Ｊ

αｅｌ」

口函啓ヨー

萄函ｌｚ
fl:|ilZ|:|軍

閲
童
|童

や函’○
131rlflf匝

固
韮
|fllrmflflZ|rli匝

固
韮
|龍
C
O
国
言
－

1
｜

【
弓
堅雪|軍|量|ilfllflilf

臼ｌヨ

扇二

口［一
目
|目
|目
目
こ「［

函「『

~~~~

厚一一
ﾖ|ﾖ
目
|目
目
目
|目
|目
目
引
目
|目
|習
冒
|目
|目
目
|冒
|目
|目
|目
|目

冒
ヨ
ヨ
|日
|目
ヨ
|ヨ
ョ
|目
'三

「「『

詞［一
胃
|曽
目
曽
|呂
目
目
|目
|冒
冒
吾
目

「［『

［『『
「弓百田露ン函

国員（）ごＩＳＩ戸一塑

雪［争命や１つＣシ寂一

の『〔

戸［一

【一一

［［『
ロ

畠中ｌ雷戸函

男山，唖ン評

○
コ
ー
ヨ

”
‐
m

L
C
L
C
L
O

p
。
‐
の

上
の
L
D
L
｡

＞
＞
＞

函
函
函

国つぬ②唖ｌシ寮一

》露露戸函

~
思いｌ露１戸函

唖露Ｉ雷戸函

④鵠霞１戸函

震いｌ露１戸函

~
医露ｌ露１戸函

⑪露ｌ露１戸雨

安壼霞戸函

函ｓｌ露１戸函

［ｓｌ鴎ｌシ国

やｓ‐爵１戸函

邑や，回シ宝

マ９１露シ函

ｍｓｌ露ｌン函

S
ぎ
む
や

露
露

＞
＞

函
函

安ど１ｍ四戸函

「ご露ン函

つる１年四１戸壷

雪やＩ露１戸函

のＳｌｇｌ戸函

四ごＩＣや－戸函

つ＄Ｓシ函

の己ＩＳＩ戸函

望むＳ諄函

↑ごＩＳＩ戸函

函囹ＩＳ戸函

「ｓ１ｓ戸函

中認ＩＳＩ戸函

守囹Ｓ戸函

謁つ１名１戸函

”
の
‐
画
因
め

‐
‐
く
｡

‐
‐
‐

や
E
C
く
p

＞
＞
シ

寮
雰
函

↑患Ｉ（石戸函 ~
④患ＩＳＩ戸函

馬⑫ＩＳＩシ函

や＄ＩＳＩシ函

語やＩＳシ函

寺ＳＣやシ函

四＄ＩＳシ函

言ごｌごｌン雨一

的忍己戸函

函ごＩＳシ函

零④ＩＳＩシ園

↑ご’９‐シ函

⑪ごＳン函

垣ごｌご二函

函＄ｌ己－戸函

［＄らシ屋

（｝圏Ｓ戸区

等のｇｌシ函

、＄ごシ函

［＄－｛るＩン函

『基Ｉ（るｌシ函

”‐絢函



表V－1 西島松5遺跡包含層掲載土器一覧(14）

陥り上|ナ

番 号 点数綴）
径
⑩
底
い

図版

番号
接合遺構
ｸ,リ ･ソ ト

口径

(c､）

器高

(c､）
地文及び主な調整 附 考図番号 遺構名 層位 癖

Ⅷ 大洞C2式相当

大洞C2式相当

文

文

通

文

突

線

線

貫

線

刺

沈

縄

沈

瘤

文

孔

文

Ｒ

Ｒ

Ｌ

Ｒ

Ｒ

付

Ｌ

線

通

無

Ｌ

Ｌ

Ｒ

Ｌ

Ｌ

貼

Ｒ

沈

貫

画

画

口

傾

噸

⑪

口

口

く
く
鉢
鉢
織
郷
癖
織
織
織

１

１

１

１

１

３

１

１

１

２

１

深鉢（口）

認~函

LR縄線文
貼付瘤貫通
7耗本（□）

深鉢（口）

沈線文刺突
f餓本（口）

４

５

６

７

８

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

~~

~~

１

１

１

１

１

６

６

６

６

６

~~

~~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

図
図
図
図
図

MC層

MC層

Ⅱ層

Ⅱ層

MC層

ﾗ.1噸
面
一
噸
一
噸

噸

１

３

２

９

１

２

３

１

４

９

０

２

２

４

１

３

４

４

４

４

１

２

~
~
~
~
~
~
~

~~

Ｋ

Ｍ

Ｏ

Ｌ

Ｍ

Ｏ

Ｐ

Ｍ

Ｍ

Ｒ

Ｒ

二

二

二

二

二

二

恥
Ⅶ
｜
叱
一
Ⅶ

大洞C2式相当

大洞C2式相当

6.(） 大洞C2式相当

14.6大洞C2式相当

6~9大洞C2式相当

孔

RL 沈線文

大洞A式相当図V 61－659 Ⅱ層11q
L4U Vc

大洞A式相当[I層図lV 61－660 Ｃ

Ｃ

Ｖ

Ｖ

11（
L八玉

文
貫通孔

大洞A式相当

大洞A式相当

大洞A式相当

Ⅱ層図V-62-661 11（
』↓ﾛ士

~ ~

沈線文貫通孔
刺突文

Ⅱ層 浅鉢（口）図|V 62-662 VcR－2011ハ
エ八罰

Ⅱ層 ｜ ｜Vc l l l浅鉢q即） 沈線文刺突文図V－62－663 114 1 R－20

条痕文（櫛歯状工具
による） 沈線文

鉢（口） 大洞A式棚当図V-62-664 Ⅱ層114 R－20 Vc
~

』

大洞A式相当

大洞A式相当

大洞A式相当

ｊ
ｊ

ｊ

口

口

口

ｌ

く

く

鉢
鉢
鉢

砂利層

MC層

泥炭層

５

６

７

６

６

６

６

６

６

~
~
~

２

２

２

６

６

６

~
~
~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

図
図
図

R1， 沈線文

RL

RL

８

３

６

３

２

４

~
~
~

Ｚ

Ｍ

Ｐ

唯
一
ｗ
ｌ
ｗ

１

－

１

１

山
一
皿

山

三一‐一旧三

沈線文縄線文
貼付揃

無文

大洞A式相当

大洞A式粗当

大洞A式相当

Ⅱ層 壷（口）図V-62-668 114 N－31 Vc 4 17．3

師 而貢桐) ｜無文
齢*(発起) ｜無文沈線文

哩
帽

図V－62－6691 1141P-43
図V－62－6701114IP-44

恥
一
昨

１

１

一

~

浅鉢

(ロー胴）
砂利層 RL刺突文図V-62-671 P－46 Vc 4114

大洞A式相当同一個体
砂利層

泥炭層

９

２

浅鉢
(口～胴）
RL刺突文２

３

７

７

６

６

~
~
２

３

６

６

~
~

Ｖ

Ｖ

図

図

40.0 14.6山

妬

６

３

４

４

~

Ｐ

Ｌ

Vc

深鉢
('二l～胴）

【晩}ﾘl後葉】
大洞A式相当

１

刷

諏

３

１

４

鯛

１

媚

５

２

RI－ 細線文
刺突文

川砂層一括土器40 (31~3）
nF／B

dD－bV〔
３

３

４

４
~

Ｍ

Ｌ
括土器40 RL沈線文

刺突文
大洞A式相当深鉢（口）川砂層図V-63-674 qりQ

U臼．』 (20.2）115 Vc
M－43

川砂層

Ⅱ層

川砂層

川砂層 3

川砂層

一括土器40上

M－43
一括土器40 深鉢

(口～胴）
LR沈線文刺突文

大洞A式相当図V 64 675 19.8 26.8V〔115
M－44

L－43
一括土器40 深鉢

(口～胴）
RL沈線文
刺突文

大洞A式相当図V-64-676 Vc 34.0 28.911只
上LU

M－43
一括土器40上

深鉢
('二1～胴）

１

８
RL 沈線文貼付揃 大棡A式相当図V 65 677 一括土器4(） V（115 L 43

~

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

相

相

相

相

相

相

相

相

相

相

相

相

相

相

相

相

相

相

相

相

相

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

典

式

式

式

式

式

式

式

式

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

洞

洞

洞

洞

洞

洞

洞

洞

洞

洞

洞

洞

洞

洞

洞

洞

洞

洞

洞

洞

洞

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

一

０

一

８

｜

’

一

一

一

一

一

ｍ

妬

叩

卯

一

９

７

１

８

１

｜

３

－

一

一

一

一

一

一

一

一

”

Ｍ

ｎ

姻

咽

３２

２

４

１

１

１

く

一

一

５

’

、

”

、

｜

｜

’

｜

”

“
恥

４２

２

１

３

１

１

文

文

文

文

文

文

文

突

突

突

恢

峡

突

突

刺

刺

刺

巾

耐

刺

刺

鯉

鰄

癖

織

鍵

文

文

文

文

み

み

幟

僻

幟

噸

刻

刻

沈

沈

沈

沈

沈

Ｌ

Ｒ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｒ

Ｒ

Ｌ

Ｌ

Ｒ

Ｌ

Ｌ

Ｒ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｒ

Ｌ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｌ

Ｌ

Ｒ

Ｒ

Ｌ

Ｒ

Ｒ

Ｌ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

口
口
口
鉢
卿
砲

鉢
仰
⑪
⑪
鉢
伽
鉢
働
⑪
口
⑪
⑪
ロ
緬
甸
陶
画
的
圃

織
織
織
深
い
癖
深
咋
織
織
深
い
深
吋
織
癖
癖
織
識
識
織
織
織
鉢
鉢

１

２

２

２

脾

６

肥

１

弱

Ⅲ

１

３

２

Ⅱ

６

５

８

５

１

９

３

５

１

吃

４

３

１

１

３

詑

的

昭

３

岨

７

６

Ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

Ｃ

Ｃ

ｃ

ｃ

Ｃ

Ｇ

Ｃ

Ｃ

ｃ

ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

大洞A式相当深鉢（口）RL沈線文刺突文Vc

大洞A式相当

大洞A式相当深鉢（口）RL沈線文Vc24.5

深鉢

(口～胴）
大洞A式相当RL沈線文刺突文

大洞A式相当鑑＊(急9．0RI21.0りqq白UoUVc

深鉢
('1～胴）
大洞A式相当

大洞A式相当

R]ー19~4Vc~

大洞A式相当

大洞A式相当

LR31.0V（

深鉢

(1コ～胴）
大洞A式相当RIVc

深鉢

(口～胴）
大洞A式相当Vc日R

深鉢（□）大洞A式相当

大洞A式相当

RL刻みV〔

大洞A式相当i籍本（口）RLVc~

RL沈線文刺突文深鉢（口）Vc
大洞A式相当

大洞A式相当深鉢(冠RL沈線文19．7ワqQ白U･J10.0Vc

8.251大洞A式相当

,0
6
大洞A式相当架鉢（底）(14.1）RIVc

大洞A式相当

大洞A式相当

L 43 』

一括土器40 | | |砂層図V-65-678
｡=. ． ゞゞ ｰ･ゞ

115
| --|M－43 1 .~一璽一~-i.一冨

図V 65 6791 1151L 43 1一括土器40 1 川砂層

LL

ﾄテ
括土器40 | | |砂層図V-65-680 L－43116

一括土器40 川砂層図V 65 681 116 M 43

３

４

２

３

２

４

４

４

４

４

~
~
~
~

Ｍ

Ｍ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

７

７

７

１

１

１

１

１

１

２

３

４

８

８

８

６

６

６
~

６

６

６

６

６

６
~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｘ

Ｘ

Ｚ

図V66-682
11弓

Lll

図V66683
11ﾜ
Lll

一括土器40 | |砂層

Ⅱ層

Ⅱ層

フ

括土器40 川砂層図lV-66-685 117 L 43

図V 67-68611171L 43 1一括土器40 1 川砂層~
，

l』 43
川砂層一括土器40図V-67-687 118

2

M－44

川砂層一括土器40図V-67-688 118 M－43

図V－67－689 1 118 1 L-43 一括土器40 川砂層 | 3

両,､『 蜜ワ cnn l , ､。 ﾊ‘ ‘。 一ﾄｪ !_皿4ハ , , x,,､I=: 2一括土器40 川砂層図V 118 M-67-690 －43

層

層

層

層

層

層

層

層

層

砂

砂

砂

砂

砂

炭

砂

砂

砂

－

１

１

１

１

ｌ

‐

１

１

１

１

１

１

雁

Ｉ

１

１

１

１

１

１

１

．

阜

Ｉ

ｊ

ｊ

ｌ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

・

・

０

０

３

０

０

０

４

４

４

４

４

４

４

４

４

鑑
鐸
錐
蜘
撚
罐
鑑
錨
錨
罐

括

括

括

猛

括

括

括

括

括

括

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

３

３

４

３

３

３

３

７

３

４

３

４

４

４

４

４

４

４

４

３

４

４

４

４

~

~
~
~

~~

Ｌ

Ｌ

Ｍ

Ｍ

Ｌ

Ｌ

Ｍ

Ｈ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

９

９

９

９

０

０

０

０

０

１

１

１

１

２

２

２

２

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

６

６

６

６

６

６

６

６

６

~~

~

~

７

８

８

８

８

８

８

９

９

６

６

６

６

６

６

６

６

６

~~

~

四
邸
即
即
即
邸
即
邸
即

括土器40川砂層図V68-692119

||砂I圏M－43凶V68693119

一括土器4
0川砂層図V-68-695120

一括土器4
0|||砂層７

８

９

９

６

６

８

９

６

６

Ｖ

Ｖ

一

膣

区

120

同一{1M体

~

浅鉢
(口～底）

大洞A式相当一括土器40 | | |砂層図V 69 700 1 119 フ LR 21.5 11．2 11qLL,UVc
T （、

し一笠、

｜大洞A式相当

14.9/10.9 1大il,1A式相当
10.0/11.3 1大洞A式相当

大i1A式相当

大洞A式相当

i縄本（口）

浅鉢(完）

識

一括土器4(）

一括土器4(）

一括土器4(）

' 1 |砂層

| | |砂層

' 1 1砂層

Ｒ

醒

吹

皿

、
荊
荊

御

鈎

図V－69－701 119
図V－70－702 1 120
図V－69－701 119

120
1 L－43

図V－70－702 1 L－43
図V－70－703 1 121 1 L－43

ｗ

ｗ

ｗ

３
｜
Ⅲ

｜
帥
醜
０
．
１
４

８

ノ

ー

０

く

７

｜

咽
一
洞

浅鉢
(口～胴）

大洞A式相当括士器40 | | |砂層 LR図lV-70-704 L－43 Vc 3119

－189－



V西島松5遺跡包含層出土の遺物

表V－1 西島松5遺跡包含層掲載土器一覧(15）

図版
番号

接合遺構
ｸ'リット

取り上|f

番 号
器種
(部位）

高

ｍ

向

苛

ｃ

ｎ
石
／
ｋ

底径

(c､）

口径
' ､

(Cmノ
遺構名図番号 層位 分類 点数 地文及び主な調整 備 考

浅鉢
(口～底）

一括土器40 川砂I･'I|XlV-70-705 大iiIA式相当llf M－44 Vc RLI

船
一
Ｗ

７

７
~

０

１

７

７
~

Ｖ

Ｖ

図
図

０

０

０

４

４

４

器
器
器

土
士
士

活
括
括

~
~
~

川砂肘

川砂屑

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｌ

縞

三

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｒ

縫

角

口

⑧

口

⑪

口

伽

鉢

錨

錨

識

注

叶

２
３
１
’
４
’
１
ｌ
１

２
ｌ
１
１

４
ｌ
４
ｌ
ｌ
２
ｌ
Ｍ

浅鉢（口）RL

浅鉢（口）T1コと八、

縞縄注口

(口～胴）

大洞A式相当

大洞A式相当

３

３

４

４
~~
Ｌ

Ｌ

９

１

１

２

１

１

恥
一
昨

３

２

L 43

川砂川'I
図V-71-708 大洞A式相当M－43121 Vc

４

１

４

４
~~
Ｍ

Ｍ 11層

1 1閏

砂利ﾊYi

泥炭層
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Ｑ
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【続縄文時代】

後北C2･D式相当
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４
Ｊ
８
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１
１

図|V－72－710 1ワリ
ュ目目 VI 1ワ，1

1J‐卜1
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且
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図V 72－711 Ⅱ層 浅鉢G壱）122 P－43 Ⅵ 16 12.8 9 3

浅鉢
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縞縄文微隆起線文
三角列点文
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当
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相

相
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式

式
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浅鉢
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１

１

１

１

３

１

５

１

１

１

１

、B隅 縞縄文微隆起線
三角列点文

図V 72－715 後北CM･D式相当

Nq753と同一後北Cl･D式相当

後北Cu･D式相当

u｣ 1欠』L

後北Cz･D式相当

1ワワ
▲g且 Ⅵ 注口（口）
0－27
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I層
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I層

図V-72-716

図V－72－717

哩
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唖
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唖
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唖

唖

９

４

３

５

２

１

５

５

１
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２

２

２

２

２

２
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~

~

~

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｋ

Ｍ

Ｋ

Ｍ

Ｍ

縞縄文

三角列点

三角列点

三角列点

三角列点

RL 榊

撚糸文

撚糸文

刻み

点文

点文

点文

点文

補修孔

刺突文

刺突文

Ⅵ

｜

Ⅵ

Ⅵ

｜

Ⅵ

Ⅵ

｜

Ⅵ

Ⅵ

｜

Ⅵ

ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

仙
旧
旧
個
⑪
、
卿
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く

く

く

即
如
釦
諏
如
鉢
鉢
鉢

三

三

三

二

二

三

三 l lWUI”G

一 ｜後北C2.D式相当８

９

１

１

７

７
~~
２

２

７

７
~~

Ｖ

Ｖ

図
図 後北C:｡D式相当

後北C』･D式相当

赤穴式相当

０

１

２

２

７

７
~

２

３

７

７
~~

Ｖ

Ｖ

図
図

廻
帽

二

２

３

２

２

７

７
~~
３

３

７

７
~

Ｖ

Ｖ

図
図

帽
禧

一 赤穴式相当
赤穴式相当

撚糸文刺突文
刻み

図V 73-724 I咽 鉢（'二l）122 M 25 Ⅵ 赤穴式相当1

深鉢(口) 雪溺点f隆起線文５

６

２

２

７

７

３

３

７

７

Ｖ

Ｖ

図

図

T oo

レーム⑪ '1 1国 後北C側･D式相当

後北C鷲･D式相当

123 Ⅵ 4

I層

~Ⅱ層
２

１

縞縄文微隆起線文
補修孔

K－24 深鉢（口）
1，句

.L必0 Ⅵ

縞縄文微隆起線文
三角列点文刻み

図V 73-727 nIF'i 深鉢（口）1ワq
▲gU K－25 後北C?．D式相当VI ３

８

９

４

４

４

４

２

２

~
~
~
~

Ｒ

Ｒ

Ｌ

Ｋ

深鉢
(□～胴）

縞縄文微隆起線文
三角列点文刻み

０

１

４

。

、

。

ｎ

Ｊ

泥炭層図V-73-728
1，旬

l当0 後北C2･D式相当VI

I層
深鉢
(口～IIljl）

縞縄文微隆起線文
三角列点文刻み

XIV-73-729 1ワュ
』単U Ⅵ 後北Q･D式相当

皿
帽

K－25

縞縄文微隆起線文

三角列点文刻み
図V-73-730 1りq4白U I層0－16 探鉢（口） 後北C2･D式相当Ⅵ ワ

縞縄文微|堪起線文
三角列点文刻み

図V-73-73］ ⅡBI苗K－24 7蒋本（口） 後北Cz･D式相当

後北C2･D式相当

1ワ則
几ムリ

VT
~T~＆ 、

~

縞縄文微隆起線文
三角列点文刻み

図V-73 732 1りq4ムJ 1 1闇0－21 篭＊（口）VI ３

０

１

２

２
~

０

０

１
－
１

縞縄文微隆起線文
刻み

図V-73-733 「旧｝
且 J『7123 深鉢（口） 後北C聾･D式相当Ⅵ

縞縄文微|畷起線文
三角列点文刻み

図V-73 734 I lfi
1nO

L色｡ 0 16 深鉢（口） 後北Q･D式相当

後北C2･D式相当

Ⅵ I ~

縞縄文微隆起線文

三角列点文刻み
図V-73-735 I層1ワq

＆ムリ K－l9 i蒋本（口）Ⅵ 1

I層

MC隅

１

１

縞縄文微隆起線文
三角列点文刻み

図V 73-736
1，，

L凸⑪ 鰐*（口） 後北Cz･D式相当L－24 Vl

縞縄文微|雅起線文
三角列点文刻み

図V 74-737 I層19q
Lムリ 瀦ホOi剛 後北C2･D式相当0－16 VI 1

縞縄文微隆起線文
三角列点文

図V 74-738 124 L－24 I層 深鉢胴）Ⅵ 後北C憩・D式相当1
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Ⅵ

Ⅵ
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縞縄深鉢
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Ⅲ

縞縄
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縞縄
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図V 74 739 124 起線文沈線文 後北C蝉･D式相当~

文

三角列点文刻み
図V-74-740 124 K－24 後北C‘･D式相当
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三角列点文刻み

klV－74－741 124 後北C勤･D式相当

文
三角列点文刻み

図V-74-742 124 L－l9 後北C襲・D式相当~~

L－l9 文
三角列点文刻み
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文刻み
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三
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表V-1 西島松5遺跡包含層掲載土器一覧(16)

図版
番号
接合遺構
グリット

器種
(部位）

畔
Ｍ

ロ

万

，
卜
上

り叩

＃

器高
" ､

“mノ

底径

(c､）

口径

(c､）
図番号

図V 75 748

図V-75 749

図V-75 750

遺構名 層位 分類 点数 地文及び主な調整 備 考

I層

MC層

１

１
深鉢(画125 M－25 縞縄文 後北C2･D式相当Ⅵ 8．1

ⅡB層

Ⅱ眉

深鉢(底) ｜縞縄文
深鉢0勘｜縞縄文

後北C聾･D式相当４

１

２

３

Ｋ

Ｓ

５

６

２

２

１

１

８

６

７

１
１

~~

Ⅵ

Ⅵ

１

Ⅱ 後北C鰹･D式相当

深鉢
(胴～底）

図V-75 75］ 縞縄文Ⅱl響 後北Cz･D式相当

後北C2･D式相当

[25 0－2］ Ⅵ I」 ~ ~

I層

ⅡB層

１

５

~卜
深鉢
(胴~ﾄ部）

図V 75 752 縞縄文125 M－l9 Ⅵ

Ⅵ

MC層

Ⅱ層図V-75-753 深鉢(底

深鉢(底）

９

７

１

１
~

Ｋ

Ｎ

５

５

２

２

１

１

縞縄文

縞縄文

一’ 一 一｜ Nq716と同一後北C,｡D式相当

図V-75 754 囑
一
蠣

帷

幅
一
礪
一
幅

後北C2･I)式相当

後北C2･D式相当

北大Ⅱ式

VI

皿

５

深鉢

(胴～底）
図V-75-755 125

T′ nA

ll 凸4 縞縄文Ⅵ ~

二 「 ＝１

全

一

０

６

，
．
判
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勺
１

~
Ｔ

Ｓ

Ｓ

７

６

２

２

１

１

６

７

５

５

７

７

６

６

７

７

~
Ｖ

Ｖ

劃

一

劃 図V76757
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識ホ（口) | RL刺突文Ⅵ ｌ

１
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４

Ｍ
ｌ
１

鉢（完） へラ磨き |上大ⅡI式

|上大ⅡI式

Ⅵ 11．0 7q
lDU 〕 U

一括土器6

一括土器12

一括土器13

図V-76 758 架鉢院）Ⅱ層

Ⅱ層

128 ４

１

４

４

Ｐ

Ｍ

ラ磨きⅥ 11 ．6 1 1 ．8 5，2

沈線刺突文
へラ磨き芋(｢鶴》図V 76 759

1，ハ

L凸0 北大Ⅲ式

北大IⅡ式

27.0 (24.9）Ⅵ

図V 76 760 1 127 1Q－31
図V 76 76111271Q-31

１

麺
一
》
｜
囑
一
帽
一
幅

汁譜:｝
刺突文へラ磨き

刺突文へラ磨き

池
一
卿

Ⅵ

Ⅵ

ー｜ 』しノ、山エ、

｜北大m式
二

２

３

６

６

６

７

７

７
~~

６

６

６

７

７

７
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Ｖ

Ｖ

Ｖ

図

図

図 ６
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L△I

千 八か

’一4り Ⅵ
１

－

３

１

８

－

１

１

８

針 (底） ｜無文 I上大底部片

I上大底部片

７

７

６

７

２

２

２

２

１

１

１

１

３

４

５

６

６

６

６

６

７

７

７

７

~~６
６

６

７

７

７

７

~~

~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

凶
図
図
図

５

６

６

６

７

７

６

６

７

７
~

Ｖ

Ｖ

図
図

Ｆ

Ｄ

計

上

行

Ｉ

１

１

ｎ

ｏ

ｎ

ム

~
~

Ｕ

Ｑ

Ｌ

Ⅵ

~三
一 」しノ、ﾉ埋司〕ﾉｰ1

705北大底部片

6~9北大底部片

6．0北大底部片北大底部片

’
覆土1

1屑

鉢（底） 墾
鯉

H34ア Ⅵ

Ⅵ 鉢（底） ~

11層 鉢（底） 無文

9世紀

６

４

５

２

４

４
~

Ｔ

Ｏ

Ｏ

Ⅵ

”

２

喪
(口～胴）

図lV－77 767 1りワ
」色I Ⅱ層 ハケメ 横走沈線

/、n斤､

k凸、,jノⅧ

頚
(口～lln）

図V-77-768 ケメ 描走沈線 9世紀1ワワ
ムムI 0 42 Ⅶ 15 ~

I層|‐

図V－77－769 127 表採

図V－77 770 127 T－24

図V－77－771 127 S 19
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図V－77－773 127 L 23
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~
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Ｖ

図
図
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V西島松5遺跡包含層出土の遺物

表V－2 西島松5遺跡包含層掲載石器一覧(1)

舳上|ブ
番 号

図版

番号

重さ
（仁丁）
、．〃

長さ
(cⅢ）

幅

(cⅢ）

I早さ
/ ､

kCⅡ】ノ
備 考

アルトリ式に伴う石器群

遺構名図番号 グリ 、ソ ト 1W位 器種名 点数 石材

叩
一
噸
一
噸
一
噸
一
噸

石鍼

石嫉

石厳

スクレイパ一

つまみ付きナイフ

１

２
~~
８

８

７

７
~~

Ｖ

Ｖ

図

図

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

頁岩

幽
幽
｜
“
｜
“
一
噸

４

４

５

３

２

４

４

４

４

４

~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｑ

Ｐ

“
｜
叩
暉
蠅
肥

叩
一
“
一
Ｗ
｜
那
一
”

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

１

２

ｌ

１

１

岬
一
Ｗ
｜
い
一
迦
一
恥

山

一

ｕ

嘔

恥

叩

アルト リ式に伴う石器群

アルトリ式に伴う石器群

アルト リ式に伴う石器群

アルトリ式に伴う石器群

３

４
~~
８

８

７

７

Ｖ

Ｖ

図

図

図V 78－5
、

１

ノ

、

ノ

止

圷

州

詮

戸

ヘ

リ

４

〃

詮

人

弦

~

~

Ｐ

Ｐ

11肘 つまみ付きナイフ アルトリ式に伴う石器群園lV－78－6 128 頁岩 1.0 17.929.8 2.1

1866 1 アルトリ式に伴う石器群
11.74 1 アルトリ式に伴う石器群

７

８
~８８
７

７

Ｖ

Ｖ

図

図

噸
一
噸

つまみ付きナイフ

石錐

酷
一
酷

唖
一
噸

２

２

３

２

３

２

４

４

４

４

４

４

~
~
~
~
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｐ

'nF,

(0．0ノ

2．5

咽
一
Ｍ

(8.1）

~(5.9）
アルトリ式に伴う石器群図V－78－9 111閃

一一P■ニロ 原石 黒曜石128 4．3 443.31ワ則
L白･U8－(）

幅
一
噸

3910 1アルトリ式に伴う石器群
37.92 1アルトリ式に伴う石器群

蛇紋岩

蛇紋岩

０

１

１

１
~

８

８

７

７
~

Ｖ

Ｖ

図

図

８

８

２

２

１

１

石斧

石斧

(5.8）

~(4.4）
⑪
｜
咽

如
一
岬

アルトリ式に伴う石器群ロジン岩
(微摺曲タイプ）
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表V－2 西島松5遺跡包含層掲載石器一覧(4)
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MC層 石斧 l 片岩 5．2
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ロジン岩について アースサイエンス株式会社

石斧2資料(P43-1、 P43-2)はともに蛇紋岩起源で、 トレモラ閃石が主体のロジン岩である。

蛇紋岩起源のロジン岩は、日高町のペンヶユクトラシナイ川に産するいわゆる「日高ヒスイ」があ

る（番場、 1972)。 しかし、 これはクロムを含有する透輝石（ディオプサイド）である。神居古潭帯

のロジン岩にはトレモラ閃石も出現する(KatohandNiida, 1983)が蛇紋岩起源のロジン岩で、 ト

レモラ閃石主体のものは現在のところしられていない。

したがって今後、神居古潭帯の蛇紋岩体とともに、糸魚川や東北地方を含む本州起源の可能性も考

盧に入れて検討する必要があるであろう。
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ｕ 口 １ 十 １ Ｋ 山 紺

ｕ □ ｌ 叩 １ 噌 山 無

ｕ ｐ Ｉ １ ｌ 蛤 山 禰

’ 、 戦 叩 斗 低 叫 は 針 會

口 １ １ １ 噌 山 、

妻 ~~~鍬

’



V西島松5遺跡包含層出土の遺物

表V－3 西島松5遺跡包含層掲載土製品一覧(3)
※重さ（ ）はバイサム分含む

’
図版

番号
接合遺構
ｸﾞ ﾘｯ ﾄ

剛り上げ

番 号
さ
⑩
長
に

幅
/ ､

lcmノ

厚さ

(cIn）

さ
、
Ｊ

重
聴

図番号 適構名 層位 分 顛 点数 備 考

図V-98 110 147 M－21 MC層 士 玉 0．70 0.70 0.55 0~ 17

XiV-98-lll 147 P－26 H26 MC層 土 玉 1 0~65 ().60 0 60 0．15 フローテーショ〆

図V-98-112 147 N－23 MC層 ~L
-L． 玉 1 0．60 0．59 0.50 0．13 フローテーンョン

図V－98－113

図V 98－ll4

147 N－24 MC層 k 玉 1 0.70 0,65 0.40 0．10 フローナーショ

147 N 24 MC層 土 玉 0~60 0．60 0~40 0．09 フローテーション

図V－98－ll5
14分

l4j 0－24 MC層 '二 玉 1 0~60 0．66 0．45 0~11

図lV-98 ll6 1′1ワ
上弘I 0－22 Ⅱ層 ＋ 玉上 1 0.55 0.50 0．45 0．08

図V-98-117 147 P－26
TTn八

l 1＆0 MC層 土 玉 0.45 0．40 0．40 0．05 フローテーショ~

図V 98－ll8 147 Q－28 T-1qq
且｣リリ 樋土 土製品 1 2.90 3.10 0．32 1Q7

X，ソ~『

図V－98 ll9
14句

L咄』 P－36 Ⅱ層 土製品 1 2.80Z,80 0，41 4．45

図V 98-120 147 0－26 I層 土製品 1 1．80 | ､89 2．58
1m『1

1．ムU

図V－98－l21 147 「 31 11層 土製品 1 ワワq民
望gpUU

図V-99-122 148 「－qQ砦 UJ Ⅱ層 土製垂飾品 1 4.79 6.90 5．84 1 65.90

３

４

２

２

１

１

９

９

９

９
~

Ｖ

Ｖ

図

図

148 K－21 MC 上製品 1.50 慣タン状1 2.10 0．79 2~26

148 K－20 MC 土製品 1 | ､45 ボタン状1.99 0．97 2．42

図V 99－l25 148 T nl｣ゴーム｣ I層 '二製品 1 ボタン状1.61 L78 0．41 1 .29

図V-99-126 148 M－l9 IIB 土製品 1 （高さ）445 (外径)3．50 27.78

図V 99 127 148 0－26 MC 士製品 o1反
凸.上』 貼瘤の剥離か？1 2.05 0．65

n1句

色．lイ

図V 99 l28 148 、一9月
＆ ム宝 I i胃 上製品 2.40 2.40 貼瘤の剥離か？1 0．95 3.40

図V-99-129

図V-99-130

図V-99 131

148 L－l8 II埴 土製品 1 2.45 2.45 0．70 3.79

P－26 覆土148 1 126 i製品 2.75 (2.85）1 9．50 5.74 フローテーション

R－22 Ⅱ層148 上製品 (5~00） 2.45２ 1．05 6.61

図V-99-132 148 R－22 ⅡI闇 土製品 (3.55）1 1.65 l~00 4.30

図V 99－l33
、 n戸

1一‘0 Ⅱ層148 十製品 2 1 （4.60） 2.50 1．65 11.62

図V 99 l34 148 N－25 十製品MC (1.85） 1.80 1．80 1 4．661

スタンプ形
土製品

５

６

３

３

１

１

９

９

９

９

Ｖ

Ｖ

図

図

S－26 Ⅱ層148 (3.00）1 2.65 2．45 9.65

スタンプ形
土製品

0－18148 M1 2.601 2‘60 (2.10） 5.49

スタンプ形
十製品

図V 99 137 148 K－21 MC (2~00） 9RR
“･UU 2．40 6.341

スタンプ形
土製品

図V-99-138 M 25148 MC 2.05 2.10 2．001 3.20

スタンプ形

土製品
図V－99－139 148 M－25 M（ (2.00） 1.80 1.70 ワq7

ｰ已哩~ロ1

図V lOO 140 動物意匠149 K－22 I屑 1 .80 1.69 2．78 5.861

図V－l()0 141

図V－1()()－142

1 11､fl 動物意匠Q 27 2.00 2.10 3．09149 8．181

上製品P－22 I胴 (3.60）149 (5.45） 19.48

土製品図V－100－l43

図V-100-l44

149 1 N－24 MC 26.411

土製品1－ワR
LJ 白U 1 1闇 1 1 （3.15） ’ 4，45149 100 10.13

一

、

〔

ｂ

４

竜

４

１

１
~
０

０

０

０

１

１
~~

Ｖ

Ｖ

図

図

1 1闇149 Q 22 1.36ミニチュア 1

Ⅱ屑0 22 ワワQ
白DuV149 ニチュ. 7 1

11隅 (高さ）4.10 (口径)4．20侭lV-lOO-l47 149 K－25 32.21ミニチュア 1

オロシガネ状
土製品

I隅図V 10() 148 149 R－21 2.60 3-10 0．86 6．601

1~ロシガネ状
土製品

図V lOO-149 0－21 I i苗 1.40
ワ
“
Ｆ
Ｄ

庁
ｊ
ｎ
ｏ149 1 7.85 1.20

オロシガネ状
土製品

Ⅱル『i図V－1()0-150 149 I､－20 ).60 5.10 l ~23 【3.69

Ⅱ11‘''I 縄文時代中期{こ製円盤IXlV-lO()－151 Q l7 17.71149 1

縄文時代中期ⅡB層 土製|']盤図V-lOO-152 0 23 21.59149

縄文時代中期ⅡB層 上製円盤図V-100-l53 M 24149 14.621

縄文時代中期４

５

５

５

１

１

０

（

Ｕ

八

Ｕ

Ｏ

↓

１

↓

１

~
Ｖ

Ｖ

図

図

Ⅱ府 土製円礁 】l49 1 L 24 7~74

縄文時代中期Ⅱ肘 土製円盤K－23 14.62149

縄文時代中期MC層 t製円盤図V-10()－156 M 25 9．00149 1

縄文時代中期Ⅱ層 土製円盤図V-100-l57 L 24 11.09149 I

縄文時代中期ⅡI団 土製円盤lxiV-lOO-l58 V－37149 25.181

胃・ 角器

図V－'00-1 1 '49 錐頭N－21 MC 1 1 （1.15） ’ 0~50 1 0．25 1 0．12

11層 鋪頭 (1.35）図V－l()0－2

図V lOO－3

0．44149 L 30 0.70 0.501

胃針片 (2.40）0－25 MC 0．85 0.35 0．51149 1

骨針片図V 1()0－4 Ⅲ層 (1.65） 1.16P－46 0.75 0．60149 1

装身具片 1 0．95 （115） （).4(） 0．28

装身具片 1 0．90 1．65 0.6(） 0．51

装身具片 1 0．06

装身具片 0.90 1.65 0.60 0．51I

装身具片 0．06

図V-10()－5図V－10()－5 149 P 25

図V－lOO 6 149 M－24

図V 100－7 149 P 24

図V－lOO 6 M－24149

P 24

ⅡB

覆土11斗9頁
l』ぬU
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198－



州 ご ｌ 兵 囲 珊 露 、 耐 罫 凹 叫 緬 茄 灘 創 耀 即 ｌ 岬

州 ご ｌ 画 囲 珊 麓 画 廊 罫 凹 叫 耐 茄 灘 砂 刺 鯉 鄙 ｌ 郷

函 く ｌ 巳 ］ １ 台

因 く ｌ 」 ｓ ｌ 急

画 く ｌ ］ 曰 Ｉ 堂

両 一 く ｌ ］ 白 ｌ 全

四 く １ ５ 』 ｌ 忌

函 く ｌ 己 」 ｌ 医

函 く ｌ ］ 旨 ｌ 畠

画 く ｌ ］ 日 １ 局

画 く ｌ 巳 ］ ｌ 巨

函 く ｌ 』 白 ｌ 己

因 く 」 Ｂ 望

阿 一 く ］ ｓ 認

因 く ｌ 己 函 ｌ 留

画 く ｌ 弓 ］ ｌ 望

図 ぐ ｌ 巳 ］ － ９

因 く Ｉ ］ Ｓ ら

函 ご ｌ ］ 白 ｌ 盆

函 く ｌ ］ 巳 １ 余

図 く ］ 白 亀

函 ぐ ｌ こ ］ ｌ と 一 口 誌

函 く ］ 白 １ 台

因 く ｌ 己 ］ １ ＄

困 一 ご ｌ 己 」 ｌ 話

図 ぐ ｌ ］ 巳 葛

園 く ｌ 己 ］ － 望

函 く ｌ 己 』 鵲

函 く ｌ ］ 臼 ｌ 詮

函 ぐ ｌ 罠 再 ｌ 認

函 く ｌ 己 ］ ｌ 輻

函 く ｌ ご 』 ｌ 屍

塵 ぐ 己 ］ Ｉ 弓

画 く ’ 三 〕 ｌ 扇

癌 一 く １ ｓ 」 ｌ 召

因 く ’ 一 白 ｌ 謡

函 く ｌ 罠 匡 Ｉ 笛

画 く ｌ 崖 三 ｌ 葛

函 く ｌ ご 』 ｌ 農

画 く ｌ 』 白 ｌ 鵠

塵 ご ｌ 己 」 ｌ 霞

画 く ｌ 」 白 ｌ 闇

函 く ｌ 己 」 ｌ 閏

堅 く ｌ 巳 ］ ｌ ｇ

璽 く Ｉ 罠 亘 ｌ 圏

因 く Ｉ 」 臼 ｌ “

画 く ’ 一 白 － 国

園 く Ｉ 弓 ］ ｌ ］

函 ぐ ｌ 豈 罠 ｌ や

画 く ｌ ］ 臼 ’ ＠

園 一 く ｌ 豈 旨 ｌ 毎

函 く 罠 菖 ｌ 吾

塁 ご ｌ 』 巳 １ ｍ

函 一 く ｌ ｇ ］ １ ｍ

型 ぐ １ ｓ 」 ｌ 麓

壁 く ｌ 』 含 ｌ 曾

固 く １ 罠 遍 ｌ 」

因 醜 叩

函 醜 叩

琳
因
J1
ﾛ蹄

口 詑
口 諦

ロ 熊
口 龍

聯
図
叩
逹

口 論
口 誌
口 詐
ロ 露
口 誌

口 癖
ロ 師

T可 吟
司 詐
ロ 齢

門 一 奉 坤

! 熊
口 熊
口 癖
□ 誌
口 詳
口 詑
口 癖
口 誌

ロ 龍
口 熊
ロ 熊
口 誌
ロ 龍
ロ 熊
ロ 熊
口 熊
□ 露
口 謬
ロ 師

’
1 齢
口 露
□ 誰
口 詳
口 龍
口 昨
口 誌
ロ 諺
ロ 能
口 詑
口 詐

~L」 誌
ロ 熊
口 詐

』 画 つ

胃 ⑰ 』

罠 ロ 。

声 、 。
冨
一 切 ロ

曽

、 ＄ 一 」 ◆ 、 一

、
、 ~

宮 ｌ 震

三 Ｉ 路

Ｃ 器

三 ｌ 麓

三 － 歳

三 ｌ 漣

○ 四 ｍ

C 【
P
o

c
凡

三 ｌ 圏

三 壁

三 日

三 畠

三 ｌ 篭

六 Ｉ 圏

六 ’ 四 ⑫

C 国

○ ｌ 噂 ↑

○ 韻

Ｃ 望

三 四 国

○ － 器

三 ｌ 思

宏 い い

六 ｌ 望

” ｌ 誤

勺 － 望

勺 ｌ 筐

『 恥 、 『 ゴ ム

毎 ／ ｌ 心 壹

穴 圏

刃 器

穴 ’ 四 ｍ

ｚ ｌ 圏

天 皆

” ｌ 』 』

ｚ ｌ い の

の １ 房

ｚ １ 画 『

盃 国

垂 画 四

ロ ー 函 、

ｚ ｌ 蟹

カ 』 、

『 ｐ Ｄ

』 」 こ ぐ

Ｆ 国 』

Ｆ １ 塁

F ~ ●
1

で １ 画 、

勺 国 、

『 Ｉ Ｄ Ｄ

院 Ｌ と く

勺 １ 画 、

Ｆ 望

で ｌ 』 』

勺 四 旨

勺 筐

『 ｌ ｇ
テ

陸 藤 的

膝 蓋 鹸

醒 困 の

~

面 毒

三 ○ 壷

三 奪 竺

三 ○ 三

三 の 踵

三 ｎ 面

三 一 ○ 一 三

画 白

三 ○ 噸

三 ○ 頭

三 ○ 面

三 の 圃

三 Ｑ 咽

目 一 理~
三 ○ 噸

三 ○ 面

三 ○ ｍ

三 ○ 面

巨 の 面

三 ○ 頭

自 函
自 画

目 一 国

国 ~哩
ロ ー 函

自 迩
自 顧

匡 噸
自 国

＝ ＝
北

自 画
目 頭

。 － 罫

目 一 望

閂 画
画

昌 一 舐 一

４ 『 誼

一 言 妃 一

脾 二 一

一 団

戸
一 ~~型

胃 亜

ｰ ~唾」
［ 一 定 一

二 咽
ニ ヱ
」

二 唾
』

目 一 ・ 《 》

目 函

閂 面 ~~
胃 『 一

亘 垂
』

胃 弓 ， へ 一

ご 函
」

閂 函

［ 一 爵 一 『 》

二 ｺZ
』

［ ニ ペ ー

一 一 「 《 一

騨
塞 ＝ 庁
酬
ロ
＝

畔
雪 罠 b●
叫
回
尋

斗 口 ぐ 戦 卦 共 剴 陛 印

号 ロ 廼 迂 誹 莞 画 睦 恥

守 口 や 、 戦 笠 津 酎 潅 即

聞 豐 房 Ｍ ）

脚 雪 升 鳥 鄙

掛 雲 光 晨 鄙

鹸 彗

餅 進 印 〕 ヰ 胃

斗 堂 又 皿

鹸 雪

牛 ・ 匙 × 〕

頭 薩 即 垂

片 ｝ 判 杣

~ ~ も Ｉ 卜 Ｌ

画 閉

ご 坐

１ １

ど け

鐘 閃

至 出

ご Ｓ 鼈

傭 雲

鵠 雲

。 閑

急 閉
~ ~

当 内 Ｌ Ｍ

唾 閉

正 閉

猷 蕎

詞 剴

観 罵 工

田 尉

田 尉

口 出

画 閉

国 州

国 山

国 閉

国 閉

田 閉

祠 一 判 和

宇 １ １ 今 ｌ ト ー

創 建 『 鋲

埼 叩

Ｉ け り
閉

閉
閃

■ ■
■ 豆

閉
|
l
l

m
閃
卜
H

淵
剥

］
|
l
l

F
n
鍬

閉
閉

F
祠

ｌ 岳 ④ Ｉ
岸

弧 簿
薮 簿

E
C
ｰ

ｰ

］ 謙 討 餉 旅

［
。

ｰ
ｰ

ｰ
ｰ

ｰ
ｰ

ｰ
ｰ
ｰ

ー
ｰ
ｰ

＝
ｰ
ｰ
ｰ

ｰ
ｰ
ｰ
ｰ

ｰ
ー
~
~

ｰ
ｰ
~

ー
ｰ
ｰ
ｰ
~

ｰ
ｰ
ｰ
~
~

一
ー

~
~
ー

~
ｰ

~
~

罰
餉 茸~

諏 訪 封 錐

識 諦 創 旺

蔀 前 劃 眺

黙 読 訓 班

難 罰 封 非

難 託 酬 並

難 訪 酎 韮

難 諦 剴 乖

難 討 餌 眺 房 堂

戴 註 剴 雌

諏 訪 酎 眺

蔀 誌 封 眺

諏 訪 計 雌

謙 諦 計 埖

蔀 読 猷 蠅

諏 訪 餉 硴

戴 諦 封 埖

諭 罰 封 鯉

鄭 読 義 雄

難 諦 餉 昨

鄭 託 餉 蠅

謙 諭 封 昨

蔀 誌 ゴ 雄

難 誌 封 旺

諏 訪 酬 眺

難 討 劃 蠅

謹 誌 酬 雌

戴 誌 蟄 郎

議 論 餉 眺

戴 訪 創 眺

戴 諦 酬 鯲

難 討 哉 師

蒔 鴬 錐

欝 鴬 韮

鴻 三 並

州 Ｅ 北

滞 匡 雄

州 Ｅ 錐

詩 鴬 飾

創 茸

庁 メ ヘ

庁 × へ

ｕ 延 〆 、

奪 韮
琴 雄

誌 蠅
誌 帷
ヰ 非

罰 誰
託 錐

雲 ｕ Ｆ Ｌ

ご 丘 射 叫

辛 証

量つ。司鈩
含
副
己
塒

含
N
m
邑
既

］ や 」

（ の ． 。 ）

（ 餌 。 鐸 ）

（ エ （ 二

ｃ －

ｍ Ｌ ・ 』

画 “ ロ
量
|豊

凸 靭 ．一 国 、

脂 ． 一 に

、 。 。

ｐ ｐ

Ｆ Ｌ 。 〆 』

印 ， つ

函 。 、 壷

ｐ 剖 当

こ ． 一 博

つ 、 や

幸 『

つ ・ 函 ②

今 ． や 動

（ ） 。 や 罠

つ 口

つ 。 ＠ 画

］ ． “

再 ． 胃

一 ｃ

脾 ・ Ｐ 、

『 ・ 星

つ ， 『

二 ， 壼

旨 。 』

出 【 Ｊ

■ ~ 、

』 ・ 卜 』

］ ‘ 国 』

岸 ｑ ］

岸 。 画

一 。 』 回

岸 ・ 《

一 屋 二~ ~ ~ ~ ~ ~

｝ ■ （ ）

一 ■ ｛

ｰ

岸 今
戸 幸

戸 』

一 口 畳 ］

戸 旨 、

｜ ヨ Ｃ

Ｐ ・ こ ぐ

一 。 ｃ 』

ｰ ｰ

~ロも 唾
一 。 （ 一 句

｜ ， 幸
~~
一 。 庫

写 。 堕

~

含
需
己
ェ
圏

へ ⑤
号

ヨ
目
ﾛ
1
画

一 邑 一

ト レ ロ ト

（ 『 ・ 画 ）

（ ｍ ‘ 学 ）

ヘ 。 ｐ 一

〆 序 Ｌ Ｄ ■ 坐 赴
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V西島松5遺跡包含層出土の遺物
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土器 518176点

土製品 1076点

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

１

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｖ

Ｗ

Ｘ

Ｙ

2738 63

8877 202

１

Ｊ

227 196 10

37 22 ６ ２
０

２

３

７

３

５

８

７

７

８

０

０

２

２

０

０

５

９

７

１

７

９

０

９

７

３

４

５

２

１

２

１

１

１

２

２

８

６

９

５

０

１

２

７

３

６

４

２

８

５

６

７

２

０

１

８

６

２

２

３

３

湖

５

１

３

２

３

８

２

９

７

９

９

３

７

６

１

３

９

９

８

９

６

５

０

７

７

８

２

５

４

０

６

８

２

４

２

２

２

３

１

１

２

１

３

４

１

８

５

０

６

８

１

８

１

３

５

８

７

２

鎚

錘

狛

駝

沁

卿

６

２

８

７

６

６

２

２

２

１

３

Ｍ

堀

４

４

３

３

１

紺

祀

、

蛇

調

帥

肌

屹

８

泌

”

郡

叩

叫

５

５

０

１

５

６

７

２

８

５

１

１

１

１

５

４

句

』

ｎ

Ｊ

認

弘

叩

、

７

４

４

７

０

８

９

４

９

２

４

８

０

６

４

７

８

０

１

‐

１

罰

２

８

３

３

６

５

２

１

７

１

１

９

５

２

２

１

２

８

０

５

６

５

《

Ｕ

《

。

６

３

“

盟

蜘

泥

、

蛇

諏

羽

的

鯛

３

２

旬

』

３

１

５

２

１

５

旬

＆

１

．

１

０

２

４

２

４

４

１

６

５

１

３

０

６

０

弱

０

６

０

６

０

２

３

３

５

５

，

５

４

９

８

７

２

５

↑

。

９

６

１

７

３

５

１

１

晒

蠅

祁

一

咽

細

恋

弛

班

魍

氾

ｎ
匹
。
Ｉ
訂
Ｊ
弔
Ｊ
Ｌ
０
Ｉ
Ｔ
ｆ
Ｏ
Ｉ

３

９

８

２

５

８

８

１

０

４

９

３

０

７

７

１

２

９

９

２

Ｏ

ｐ

４

８

７

０

６

８

９

５

０

２

７

４

２

１

１

２

６

８

９

８

２

６

４

０

９

９

５

０

２

１

５

２

６

０

０

７

９

２

５

３

２

３

１

９

６

５

３

１

２

６

５

４

１

１

７

１

８

７

５

１

４

８

３

５

０

１

６

２

０

９

８

４

２

６

８

７

２

２

７

０

６

９

１

６

４

２

１

２

９

７

９

７

４

３

４

４

５

１

４

８

８

５

２

８

８

５

９

７

０

６

７

４

０

４

５

９

４

９

１

２

１

２

３

１

４

０

５

７

１

５

９

４

０

２

１

１

７

５

４

３

５

４

２

２

３

４

６

６

６

１

０

１

７

７

５

５

６

１

１

１

３

２

３

１

１

１

１

４

７

２

４

７

１

９

６

３

２

６

５

０

３

７

２

９

８

２

５

２

２

２

3‘670106826421Q再勺
~~
~~8.683233

7.9494.43953023‘9317‘2545‘74112‘15530572．2115082，854813662T
句守
JLJ1.0

1．2685,3292.8087.79695642↑781

1』678

2481673‘04742415.34323830310』O1e1．410
’
0

5‘728角ワ
~
~5834.218177ワ
~~
~~10941650215．80712,16059222640571．131

9.0051.3521.0757.4582』7009,2073,6252.499389~1041．7属目
Br
哩巳198455811594佃.801

10498769161875043．087
句守

Jf1-74944541.126139614855‘864勺鳫尽
~~
~29721485

1‘5249841.82834615.5762‘3445.5291．6992.460177罪盟9649醜12246

1486001．9911.31259062‘395勺77
~~
~4．5914,3685712295201711．869218

296632204623釦E趣60018651.8006803－0844.5212.253
9F毎n

Ipl進笙170

4652．024787011-8361-5083－1023,7081-40768句7回
~~
~307190831412.2

句町勾
〃〃王16＄3619276102岨Ⅱ1勺
~
~

1 32 33 弘
一
７
’

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｖ

Ｗ

Ｘ

Ｙ

Ｚ

曲

ｂ

Ｃ

ｄ

勾咽、

垂1U 16586 94 10 ３ 12

02 218 917 748 67 79 2．61B 463.572 512 ３

3‘04020 748 228 219 R圃~~ 15 176 898 1 ,074 1 ． 195 1 ,539 603 96 1431

78 521 147 840（ 464 392 【燕IF 華 73 15 18 89 I

~~･ノロ 605 790 12 ３707 347 163 177~~~ 176 1nq~~~ ③フ
ニ ' 942 2． 107 565 1４

03 363 220 188 3，61 1 1 .646 788 416 6 1394 100 122 『躯 56 1 622
qn

Ig

1 19 451 292 247 164 67 60 128 クワ~~再7~~
n句

4J
1句~~ 15 54 521 22 I I

135 64 187 15
勾司

Jj ~~ﾉ、 59 句昌~~26 砥 24 10

179 5884 34 10 4 141 10 7 I
凸
８

1コ 1937 46 51 46
屠
り
凸

句鳫~~
句旬

＆｡ 1 1 I ~

２ 577 94 64 4 ~~I｡ 1061 193 18 5 8

517 12152 4 ~■ 11 12

フウ~~ 5

36 I

43 76 1

298109

2 246

『
０

Ｐ

●

凸

表採 217点

f l5 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 f

西島松5包含層石器串七分布 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

1 19,977点

石器 1 19813点

石製品 164点

《包含層石器･石製品合計》 Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｆ

22 ３ Ｈ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

36 65 11

J ５ I

４３

２

１

９

５

６

８

９

９

８

６

８

６

５

７

１

１

２

１

３３

０

３

６

７

３

０

６

６

６

７

９

７

３

０

５

２

６

２

２

５

３

５

６

８

６

４

７

４

４

２

０

１

７

８

４

１

５

６

３

０

６

３

１

７

３

１

８

７

６

９

１

０

５

９

１

３

９

７

６

５

５

７

６

２

０

４

２

１

２

旬

』

６

１

８

０

５

７

６

４

５

３

７

８

４

４

５

８

８

８

２

１

９

２

句

色

６

０

６

５

１

０

９

１

７

７

２

８

３

５

０

４

３

９

６

８

２

１

２

２

７

２

２

２

１

７

３

６

３

３

３

７

１

６

７

７

８

２

４

１

１

９

３

３

７

１

０

６

６

４

３

２

２

８

２

６

２

５

８

３

８

９

４

９

７

６

６

８

８

６

４

１

９

４

６

７

３

５

８

７

０

５

９

７

２

３

４

１

４

７

８

０

０

１

４

８

０

２

６

１

２

５

３

４

７

９

５

４

５

３

９

８

６

３

９

２

５

４

４

２

２

２

２

２

２

１

１

１

３

１

５

１

８

４

２

０

９

１

１

１

９

１

０

０

４

３

８

４

８

０

２

『

。

３

３

５

２

２

２

２

１

１

９

５

３

９

２

９

３

４

８

９

１

４

９

８

６

３

６

４

６

８

４

３

１

９

８

９

５

３

２

３

２

５

２

１１

７

９

４

６

１

２

４

３

９

８

０

３

８

１

９

３

７

５

６

，

廷

８

１

５

７

８

４

７

９

２

２

１

１

１

２

８

５

０

３

０

３

９

７

４

４

１

４

２

８

２

６

６

９

１

１

０

３

０

５

７

３

１

１

，

廷

２

１

１

１

１

９

３

４

６

１

０

３

６

８

０

８

７

２

３

９

７

７

３

４

０

１

６

３

４

１

３

２

２

２０

１

２

７

６

０

２

５

０

１

２

８

８

０

３

４

２

９

６

８

２

９

６

７

９

６

１

４

１

２

４

４

１

９

６

０

０

８

６

０

５

２

８

８

６

５

４

１

０

８

８

１

３

２

２

１

６

１

１

３

２

９

３

２

０

４

８

０

６

０

４

２

４

０

０

６

２

１

７

８

７

１

１

３

７

２

２

４

０

０

６

２

１

４

０

８

５

８

０

７

３

３

８

８

０

２

１

７

６

５

５

５

３

２

１

１

２

８

１

１

１

５

８

５

６

０

２

１

２

３

２

４

２

４

ｚ

８

房
０

582861154誰10：2．1012.0421．8811.1498112.364~~

1，1075047033241.781689QQ弓
~~
~2．013~~
~
ソ1ﾉ
TTn

fff17111.318226276431115

57014228190217句
~~
~1.0451.5391.8832．211頃E函97780776
⑥q

fI

､3
668129857062

424n勺､
~~
~129289
戸甸司

0Jﾉ1.5207841692,6952.6505621833113614817788qn
~
~1
nq

oI

l‘816252363431．166146136
司内旬

ノロ』郡13112‘3308851,0262551401761466966

1827021.650420913201‘4911．3082，9413.788643369201155角｡
~
~13755114

45200140370163
T毎句
JJ廷1.2435041,2744.0637408718119261351157103H日

97442265
局司句

とﾉJ1631,598
向侯

と020464183641．548413ｳ勺q
~~
~86170645018

13097印民句＆望凹1.620ワR
~
~10680つRR
~~
~450QTq
~~
~39729184~
~
0ｺ2640

凸

日
Ｉ
且
■

晒 3419

69221880148145491894427942311［2167251．2293026629

8175２ 493672611
~
~6018

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｖ

Ｗ

Ｘ

R7~~ 29 20 ■

164 1 258 可Qq~~~182
句句

色色 1 1 閉 ２

90 6 ３ 251 381 1.299 ４ 25 8 35 416 I

33 452 26 2 14 41 4 討 ２誰 I

49 227 m7~~
Ｆ

‐

Ｋ 212 ６ 461 咽:宿 106 7体

句勺
JJ 349 61 63 142 228 418 675 306 1 033

1A

I師

n勺~~ 35 56
A討
艸『

n句
L迄 2685 ウウ~~ 29 7816 1 9 ３ ~~1J

13 59 ~~ID21 3 2116 1［

7 1 1 7 71 8

ﾛ弓

Iノ ~~I｡1 1 ４ 8 ３ I~~

18 2
冗句

迄4
,点
■~ ~~

~
U

2 44 230 17 4 877 Ｖ

Ｗ

Ｘ

11

21 3 2

~ 16

28 曲1 1

66 QQ~~

■

Ｇ 上

。

~

表採等 48点

f l5 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 f

図V-103西島松5遺跡出土遺物総分布図

-216-



西島松5遺跡の縄文時代古植生について

Ⅵ自然科学的手法による分析

西島松5遺跡の縄文時代古植生について

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

北海道恵庭市西島松5遺跡は、柏木川左岸の低い台地上に立地する。 この段丘は標高25m程度であ

り、段丘西側には柏木川支流のキトウシュンメンナイ川が流れており、遺跡はこの2つの小河川に挟

まれている。本調査区からは、竪穴住居跡、土坑、 ピット、焼土遺構、柱穴などの遺構が検出されて

おり、多量に土器・石器も出土している。

今回の分析調査では、縄文時代早期～中期以降頃の堆積物を対象として、古植生に関する情報を得

るため花粉分析を実施する。

1 ．試料

分析試料はトレンチセクション断面より採取された。試料を採取した地点では、下位より12－6，

3， 1層の9層に分層される。 このうち、 11， 10層は貝殼文土器（縄文時代早期前葉～中頃）の包含

層、 7層は東釧路Ⅳ式土器（縄文時代中期）の包含層、 6層は縄文時代中期とされている。花粉分析

を実施するのは、 これらの各層より1点採取された計9点である。

2．分析方法

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、筋別、重液（臭化亜鉛，比重2.3)よる有機物

の分離、フシ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス（無水酢酸9，濃硫酸1の混合液）処理に

よる植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残置をグリ

セリンで封入してプレパラートを作成し、 400倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現

する全ての種類について同定・計数する。

結果は同定・計数結果の一覧表、および主要花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の木

本花粉は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数とし

て、百分率で出現率を算出し図示する。

3．結果

結果を表1、図1に示す。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間の区別が困難

なものを示す。なお、木本花粉総数が100個体未満のものは、統計的に扱うと結果が歪曲する恐れが

あるので、出現した種類を＋で表示するにとどめておく。

10層以外の8試料では、いずれも検出される花粉化石数は少なく、定量分析を行うだけの個体数は

得られなかった。わずかに検出された花粉化石の保存状態は悪く、そのほとんどが、花粉外膜が壊れ

ている状態で産出していた。

一方、 10層においても花粉化石の保存状態は悪く、産出状況も良好とはいえない。検出される種類

についてみると、木本花粉ではコナラ属コナラ亜属が多産し、モミ属、 トウヒ属、マツ属、 クルミ属、

ハンノキ属などが、草本花粉ではイネ科、 ヨモギ属などが認められる。また、 シダ類胞子も多産する。

○1ワ
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Ⅵ自然科学的手法による分析

4．考察

今回の分析結果では、 10層以外の試料からは花粉化石はほとんど検出されず、古植生推定のための

定量解析を行うことができなかった。花粉化石・シダ類胞子の産出状況が悪い場合、元々取り込まれ

る花粉量が少なかったことや、取り込まれた花粉が消失したことの2つの原因が想定される。今回の

試料の場合、検出される花粉化石の保存状況が悪く、花粉外膜が破損あるいは溶解しているものが多

く認められることから、後者の可能性が高い。一般的に花粉やシダ類胞子の堆積した場所が、常に酸

化状態にあるような場合、花粉は酸化や土壌微生物によって分解・消失するとされている （中村，

1967 ；徳永・山内, 1971)｡珪藻分析などを実施していないため詳細な堆積環境は不明であるが、堆

積時に取り込まれた花粉・シダ類胞子がその後の経年変化により分解・消失したと推測される。

10層では、花粉化石が検出されるものの保存状態は良好といえず、シダ類胞子が多産する。花粉や

シダ類胞子は、腐蝕に対する抵抗性が種類により異なり、落葉広葉樹に由来する花粉よりも針葉樹に

由来する花粉やシダ類胞子の方が酸化に対する抵抗性が高いとされている（中村， 1967；徳永・山内，

1971)。他の試料の検出状況や保存状態を考慮すると、本層から得られた花粉化石群集組成も、堆積

後の経年変化による分解の影響を受け、抵抗性の高い花粉が相対的に多く検出している可能性があり、

当時の植生を正しく反映していないことが予想される。 これらの点を踏まえ、以下に考察を述べる。

10層ではコナラ属コナラ亜属が多産、モミ属、 トウヒ属、マツ属、 クルミ属、ハンノキ属などを伴

う。前述のように、落葉広葉樹花粉は針葉樹花粉と比べ分解の影響を受けやすいが、今回の分析結果

ではこれらの落葉広葉樹花粉が多産することから、 10層堆積時の本遺跡周辺には、 コナラ亜属を主体

とした落葉広葉樹が主体であったと考えられる。モミ属、 トウヒ属、マツ属などの針葉樹は、後背の

山地や丘陵部に分布していた可能性がある。また、 クルミ属、ハンノキ属、ニレ属一ケヤキ属、シナ

ノキ属などは、柏木川の河畔や低湿地などに生育していたものに由来すると思われる。

本地域周辺の植生変遷をみると、約10000年前以前に優勢であったモミ属、 トウヒ属、マツ属など

の針葉樹は、約10000年前頃を境に減少をはじめ、約8000年前頃にはコナラ亜属、 クルミ属、カバノ

キ属などの落葉広葉樹に遷移するとされている（星野， 1998など)。また、近接する縄文時代早期～

擦文時代の柏木川13遺跡における花粉分析結果では、花粉化石の検出状況が悪いものの、 コナラ亜属、

ハンノキ属、 クルミ属などの落葉広葉樹と、モミ属、 トウヒ属などの針葉樹が検出されている（山田，

1988)。今回花粉化石が検出された10層は、含まれる遺物から縄文時代早期とされていることから、

周辺地域の既往の研究事例とも調和的である。
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の試料について検出した種類を示す。
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表Ⅵ－1 花粉分析結果
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